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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第一話「オタギャルの相あい原はらさん」










　これはカノジョの話であり、オタクの話であり、友情の話だ。

　ひょっとしたら胸キュンなラブコメになれたかもしれない。




　少しだけ僕の話をしよう。

　幼い頃から、僕は一人でいることが平気な子供だった。

　友人は少なかったが、いないわけでもなかった。

　ただ、友人と別れるのを悲しいと思ったことはない。

　恐らく、僕は生まれつき脳の『寂しさ』を感じる部分が壊れていたのだろう。

　涙を流す同級生を尻目に何の感慨もなく小学校を卒業し、中学校を卒業し、家から一番近い高校に進学した。市立第一高校は偏差値的にも中堅どころで適当だった。

　彼女に出会ったのは桜もとうに散りＧＷも終わった五月半ばの頃だ。

　僕は『教室での立ち位置スクールカースト』と呼ばれる下らない枠組みの中で『その他大勢くうき』という貴重なポジションを獲得し平穏な日々を過ごしていた。

　不愛想で地味で目立たない眼鏡の真面目まじめくん。イケメンでもなければ運動部で活躍したりもしていない。誘われたら付き合うけど自分から誘いはしない。趣味はアニメ、ゲーム、漫画、映画鑑賞のいわゆるオタク。将来の夢は公務員。

　そんな僕がクラスの中心にいるリア充と話が合うわけもない。世界観が違い過ぎてリア充爆発しろとすら思わない。その他大勢として適当に距離を置かれるのが一番助かる。

　僕は僕で楽しくやっているから、そっちはそっちで楽しくやってくれ──だ。

　いつものように真面目に学校に行って真面目に授業を受けた放課後、僕は一人で教室に残り時間を潰つぶしていた。ポチポチと携帯用ゲーム機のボタンを叩たたき、実績解除のためにクリアしたＲＰＧのレベル上げをしている。

　あたかも僕の人生のように、と、付け加えるのは自虐的すぎるだろうか。

　がらりとドアが開いた。

　僕は画面から目を離さない。

　足音が近付く。

　液晶画面に影がかかる。

　顔を上げた。

　ギャルがいた。

「キミってさー、オタクなの？」

「……まあね」

「あたしもなんだ！」

　何が嬉うれしいのか、彼女は季節外れの向日葵ひまわりみたいな笑顔を浮かべた。

　これが──あるいは、こんなのが、僕と相あい原はらさんの出会いである。




　猫科の動物を思わせるどこか悪戯いたずらっぽい瞳が印象的だった。

　脱色しているのか生来そういう髪色なのか光の加減で金色にも見える髪をサイドテールにまとめている。否いや応おうなく目を惹ひく豊かな胸元では校則で着用を義務付けられているタイを緩く結び、その巨乳を収めるには窮屈だと言わんばかりにボタンも二つ開いていた。

　スカートもまた大胆に短く、太ももの発達した健康的な足が伸びている。

　生あい憎にく、僕は二次元にしか興味がないクソオタクだが客観的に見て可愛かわいい方だろう。

　同時に、比較的幅広い層が集まる中堅の公立高校に通っていなければ人生において決して係かかわりを持つことはないだろう人種であることも間違いない。

　喩たとえるなら鳥類と魚類が池のほとりで遭遇したようなものでそもそもの生息圏が違う。

　しかしその鳥は屈託もなく、魚類に話しかけて来た。

「あたし、隣のクラスの相原璃り子こ。たまに読モとかもしてるけど知ってる？」

「知らない。僕は綿わた貫ぬきアキラだ、です」

「オッケー、じゃアッキーって呼ぶね。あたしのことは璃り子こで良いいよん」

「は？　うん、まあ……で、その、相あい原はらさんが、僕に何か用事でも？」

「オタ友になろうぜ！」

　やばい、展開が早過ぎて全く意味がわからない。

　これはあれか、ラブレターを貰もらって喜んでたら『釣りでしたー』って奴やつの亜種か。

　オタクと一口に言ってもその濃度には差がある。僕自身、オタクはあくまでも趣味だ。生活の中心にオタクがあるディープオタクではない。が、少なくとも流は行やりのアニメだけをつまんで『あたしオタクでさー、マジヤバくない？』とか言ってるウルトラライトなオタクとは一緒にされたくない。より正確に言えば一緒にされても話が合わない。

　ファッションとしてのオタク、趣味としてのオタク、生活としてのオタクは完全に別のものだ。熱帯魚と深海魚は同じ魚類だが、だからって両者を一緒くたに扱いはしない。

　調子に乗ってこのギャルを相手にオタトーク始めたら『は？　誰もそこまで聞いてないんですけど、キモーイ』とか言われるに違いない。

　一瞬でそこまで判断した僕はすかさず荷物をまとめて席を立つ。

「ごめん、僕、ちょっと用事があるから」

「マジで？　じゃあ仕方ないなー……って、野良ＰＴパーテイー組んでたら地雷が入って来たときの流れじゃんこれ！　何の用事か言ってみろぉ！」












　通せんぼされた！

　なんだこのギャル！

「帰ってアニメ見るんすよ。自分、ヤバいレベルで末期のクソオタクなんで一時間に一回はアニメ見ないと死ぬんすよ。あー、禁断症状が出て来たもう死ぬ」

「何キャラ！　ちょいクールな眼鏡男子だと思ってたら真顔でハードにボケて来たよ！　っていうかそれだと一日の半分はアニメ見てることになるんだけどっ！」

「自分オタクっすから、現実より二次元大好きなクソオタクっすから」

「っていうか、この時間に帰ってもアニメやってなくない？」

「んなもん、録画しといた深夜アニメ見るにきまってるでしょ」

「えー、深夜アニメはリアルタイムで実況しながら見るのが華じゃん。今期は実況向きのマジ面白いクソアニメが多くて最高なんだから」

「つうか、そのアニメの楽しみ方はどうなんだ」

「アニメは楽しく見るもんでしょ？」

「……一理ある」

「『クソアニメ、みんなで見れば、おもしろい』、璃り子こさん心の俳句だよ」

「季語がない」

「クソアニメが春の季語かなっ」

「夏アニメと秋アニメと冬アニメの立場はどうなる！」

　はっ──と、僕は相あい原はらさんとの会話を楽しんでいることに気付いてしまった。

　何ということだ、僕の本能はこのギャルを同類オタクだと認めているのだ。

　警戒心が強く人見知りするくせに相手が同類だとわかると途端にガードが下がるのはオタクに共通する弱点だ。恐ろしいことに僕はもう『このギャル、意外と良いい奴やつじゃね？』と思い始めてしまっていた。

　僕の葛かつ藤とうを余よ所そに、彼女はまた季節外れの向日葵ひまわりのような笑顔を見せる。

「いきなりで悪いんだけどさ──週末、空いてる？」




　空いていると、迂う闊かつにも正直に答えてしまったのが僕の間違いだった。

　待ち合わせは日曜、午前八時、駅前。

　行かないという選択肢はあるが、それを選ぶとより面倒なことになるのは目に見えている。ならば一日だけだと我慢して付き合うのが正解だろう。

　いや、はっきりと言おう。

　めっちゃテンション上がった。

　オタクとしては当然だが、僕だってラブコメの一つや二つは嗜たしなんでいる。

　昨今の、ギャル＝実はオタクに優しいという風潮も知っている。

　もちろん、僕は客観的な人間なのでそれをそのまま現実に持ち込んだりはしない。

　しない、が、思わぬところで仲間に出会えて心のガードが緩んでいたのは認めよう。

　それも、断じて好みではないが、客観的に見て美少女である。

　客観的に考えて、僕がうっかり舞い上がったとしても仕方ないはずだ。

　家に帰ってからも約束の日には何を着ていくべきか死ぬほど悩み、ＤＶＤボックスの購入資金を流用して新しい服を買うべきかとまで思い詰めた。そもそも服に実用性以外は何も求めていないのがオタクという人種だ。少なくとも僕はそうだ。グーグル先生で調べてみるも『初対面のギャルにいきなりデートに誘われた際の服装テンプレ』はなかった。

「くそっ、これだからネットは本当に知りたいことがわからないんだ！」

　結局、考えすぎてちょっと頭が悪くなった僕はネタに走ってアニメＴシャツを着ていくことにした。冷静に考えるとただの地雷原全力疾走だ。

　そして僕が己の根本的な間違いに気付いたのは、約束の日曜日午前八時、相あい原はらさんが印刷所のロゴが入った段ボール箱をキャリーカートに載せて現れたのを見た瞬間だった。

　はっきりと言おう、そもそも待ち合わせが午前八時の段階で何かおかしいと思えよ。

「アハハハハハハ！　アニメＴシャツをマジで着てるひと初めて見た！　オタクファッションだ。やばっ、超うける、写真撮っていい、これ絶対うけるって」

「かっこよく撮ってくれよ」

　相原さんの方は、まあ、想像した通りの、いかにもギャルギャルしい服装だ。

　キャミソール？　に、ホットパンツ？　か？　髪型は学校と同じサイドテール。手首には大きな輪っかみたいなアクセサリーをいくつかつけている。

　つうか服とかアクセの細かい種類なんてわからん。オタクの服飾知識をなめんな。わかって欲しけりゃメイド服でも着て来やがれってもんだ。

　そして僕は半ば答えを予想しながら、相原さんに問う。

「で、どこに行くの」

「イベントっ！　いわゆる同人誌即売会だよっ……あれ、言ってなかった？」

　ああ、聞いてねえよ。




　現実はラブコメじゃないんだ初対面でいきなりデートに誘われるとか普通にありえないだろと自じ嘲ちようする僕の心とは裏腹に、即売会は和わ気き藹あい々あいとした雰囲気に包まれていた。

　市の公民館を借りて行われる小規模な、手作り感に溢あふれたイベントだ。スタッフが一般参加者と雑談をしていたりと、地元オタクの交流会といった趣が強いのかもしれない。

「いらっしゃいませー！　新刊は一部五百円で、特典ペーパー付きになってます。はい、新刊一冊ですね！　千円で、五百円のお釣りです！　ありがとうございましたー」

「ありがとうございました」

　僕と相あい原はらさんは島中のスペースに並んで座り、仲良く同人誌を売っていた。

　まさかのサークル参加である。

　因ちなみにジャンルはオリジナルで和風ファンタジーな猫耳美形男子が表紙を飾っている。

「相原さん、同人誌なんて描いてたの？」

「描いてるのはあたしの友だち、あたしはお手伝いの売り子さんだよ」

「じゃあ何で僕たち二人きりなわけ？　本来売り子をやるべきサークル代表は？」

「えっとねー、原稿がギリ間に合って喜んでたら転んで足の骨を折って入院してる」

「遠足前にはしゃぎ過ぎた小学生かよ！」

「で、あたし一人になって困ってたら隣のクラスでアッキーがゲームしてたじゃん」

　びしり、と、サムズアップ。

　向日葵ひまわりのような笑顔に真っ白な歯が輝いている。

「こいつだ、って思ったよ！」

「ゲームやってる奴やつぐらい、どこにでもいるだろ」

「にはは。ぶっちゃけ勘っすよ」

　彼女は変わらない、屈託のない笑顔で僕を見ている。

「きっと仲良くなれると思ったのさ！」

「……適当だな」

　少しだけ彼女が眩まぶしく思えた。

　夏場冬場のイベントは天候との戦いらしいが幸い今は五月だ。公民館の中は熱くも寒くもなく過ごしやすい。あるいはそれが会場の和わ気き藹あい々あいとした雰囲気の一因かもしれない。

「ありがとうございましたー！」

「ありがとうございました」

　ただ、声を出すので喉のどが渇く。

　隣に座る相原さんはその辺のことを心得ていたのだろう、ちゃっかりペットボトルを持ち込みミネラルウォーターを飲んでいた。

　僕の視線に気付いたのか、ふと、彼女はこっちを見た。

　にこっ、と歯を見せて笑う。

「あげる。全部飲んでも良いいよ」

「ありがと」

　僕はありがたくペットボトルを頂ちよう戴だいし少しぬるい水で喉を潤す。

　ふぅ……美う味まい。

　……飲んでから気付いたがこれはもしや間接キスと呼ばれる行為ではないだろうか。

　いや、さっき現実はラブコメじゃないんだと再確認したばかりだ。これも気にし過ぎだろう、ただの回し飲み、親切心だと思って流すことに──

「いえーい、間接ちゅー！」

「──！」

　相あい原はらさんがガッツポーズをする。

　席を立ち、勝ち誇るようにたゆゆんと胸を張りドヤ顔で僕を見下ろす。

「間接ちゅーをしたからには、あたしのお願いを聞いて貰もらわなければなりませんなー」

「そうだね、じゃあお疲れさま」

「いやーん、待って待って、軽い冗談なのに帰ろうとしてないでー座ってー」

　最高にイラッと来るドヤ顔だったので席を立ったら必死でお願いされた。

　やだ、このギャルちょっと面白い。

　具体的には無駄に媚こびた感じでかわい子ぶってたのが似合ってなくて面白い。

「お願いって？」

「えっとね、ちょっと待って」

　相原さんが足元のトートバッグから、指の間で挟むようにしてペットボトルを二本取り出して机に置いた。どちらも同じミネラルウォーターだ。

「ノルマは一人三本でよろっ！　たくさんあるからどんどん飲んでねっ！」

　ぴん、と来た。

「何かのキャンペーン？」

「にはは。おまけのペンダーストラップが欲しくてさー。家にあと十本あります」

「あー、あるある。対象商品が栄養ドリンクとかだと始末に困るんだ」

「……うん、前のたくあんコラボはあたしも困った」

「……本当に、何とでもコラボしてるなペンダー」

「まあペンダーだしね」

　ペンダー、正確にはペンダー・サンカーク四世。シルクハットをかぶったペンギンで、よくあるカワイイ系のファンシーキャラだ。南極からぼくらの動物園にやって来た不思議なペンギン、というこれまたありがちな設定で、実際、長らく他のファンシー系キャラクターに埋もれ公式にすら半ば見放されていたキャラクターだった。

　しかし、十年ほど前にアニメ化されて人気に火が付いた。

「アニメ第一話がペンダーの処刑から始まったんだっけ、子供向けなのに」

「そうだよ！　そしてオープニングの歌を挟んでペンダーが何事もなかったかのように好物のアイスを食べてるシーンから本編開始っていうね！　開始十分でただのアニメじゃないと視聴者に叩たたき込こんで来るのさ！」

　低予算で動きが少ない典型的紙芝居アニメながら、『一話につき三回はペンダーが死ぬ』、『第一話のラスト五分でいきなり魔王が復活した』、『復活した魔王は次回予告で倒された』、『第二話は何の脈絡もなくＳＦ編が始まった』、『一貫した設定がないという点で一貫している』と、自由過ぎるスタッフの悪ノリが話題になり蘇よみがえったそうだ。

　今では『公式のおもちゃ』、『仕事を選ばないペンダー』、『ペンダーだから仕方がない』、『またペンダーか』と、色んな意味で高い評価を受けている……のだが。

「ちゃんと見たことはないんだよね。最近、また新シリーズやってたらしいけど」

「マジで！　じゃあ絶対見てよ。何ならあたしが持ってるＤＶＤボックスを貸すから！」

　相あい原はらさんが目を輝かせてペンダーを布教して来た。

　急にぐいぐいと身を乗り出して来て、まあ、あれだ、目のやり場に困る。

　具体的には乳。

「お、おう。機会があればね。つうかボックス持ってるんだ」

「うんっ！　ペンダーアニメはカオスっぷりばっかりが注目されてるし、実際見事なカオスだったのは否定しないけどさ、さり気げなく良いい話もあったりするんだよ。あたしのオススメは、一期八話の『ペンダー、赤ちゃんを拾う』」

「まとめサイトで聞いたかも、ガチで泣ける名作回だっけ？」

「うんっ！　あたしもうボロボロ泣いちゃった！」

　さらにずいっと相原さんが身を乗り出す。

　だから顔が近い。乳が近い。あとなんかちょっと良い匂においがする！












　このギャル押しが強くないかおい！

「実はペンダーが暮らす動物園には秘密の研究所があって、赤ちゃんはそこで作られたクローンだから親なんていないんだ。それを知ったペンダーは赤ちゃんを育てるため海賊となって研究所の追っ手と戦い最後は地球を守るために自爆するんだよ！」

「さすがペンダーアニメだ。あらすじを聞いても意味がわからない。つうかそれ一話三十分、実質二十分ちょいに収まる内容じゃないよね」

「ちっちっちっ、考えているうちは一流のペンダニストにはなれないよ」

　指を振りながら、逆の腕でその無駄にでかい乳を持ち上げるようにして胸を張る。

　ようやく相あい原はらさんが身を引いてくれて僕は内心でほっとした。

　ペンダーを語る相原さんは完全にどっから見てもオタク丸出しだった。

　けれど、自分の好きなものを語る姿は──やはり眩まぶしい。

「とりあえず、相原さんのペンダー愛だけは伝わって来たよ」

「おうともよ！　あたしは結構なペンダニストだからね、スマホもご覧の通りさ！」

　相原さんは胸を張ったまま自慢気げな顔でスマホを見せて来る。

　スマホケースがペンダーで、ペンダーのストラップがじゃらじゃらぶら下がっていた。

　ねえ、と相原さんが僕に微笑ほほえむ。

「アッキーは何が好きなの？」

「……え？」

　僕はオタクだ。ゲーム漫画アニメ映画ラノベと幅広く楽しんでいる。楽しんでいるが、相原さんにとってのペンダーのように熱く語れるものは──思い当たらなかった。

「色々、かな。広く、それなりに深く」

「にはは。アッキーぽいや」

「僕っぽいってどういうことだよ」

「んー、理屈っぽいっていうかクールっていうか。あれかなー、アッキーって色んなものに対してちょっとずつ距離を取ってる感じがあるよね？」

　心の真ん中を突き刺された気分だった。

　ぱちん、と彼女が手を叩たたく。

「あ、あれだ！　面倒くさいオタクだ！」

「面倒くさいオタクとな！」

「うん、モノローグが長くて回りくどくてポエマーな感じ！」

「モノローグが長くて回りくどいポエマーな感じか！」

　思わずオウムのようなそのまんまツッコミを入れてしまった。

　気にすんなよと、相原さんが僕の背中をばんばんと叩いた。

「大丈夫だって、異能バトルものならきっと強キャラポジションだよ！　よし、アッキーがどんな能力を持ってるか、あたしが一緒に考えてあげよう」

「黒歴史ノートでも作るつもりかい？」

　このギャルなんて恐ろしい遊びを始めるんだ。

　そんなもの、僕の右腕に封印された魔界の炎が疼うずいて暴れ出すに決まってるだろ。

　いや、うん、まあ、そういうのって嫌いじゃないよ？

　むしろ何だかんだ言ってわくわくするけど仕方ないよね？

　ほら相あい原はらさんもすっごく楽しそうな顔をしてる。

「まず能力名は『理想世界』と書いてディストピアと読みます」

「字と読み方で意味が逆になってるタイプか。嫌いじゃない」

「幻覚系の能力で、相手を『理想の世界』に閉じ込めます」

「あ、これヤバイ奴やつだ。もう能力でわかる。『全すべての人々に幸福な夢を、苦しみに満ちたこの世界からの解放を、人類救済こそが私の《夢》なのです』とか絶対に言う」

「それっぽいそれっぽい。話が通じてるようで何一つ通じないタイプのラスボスだ」

「能力のイメージは蝶ちようだな……待て、これ僕の能力って話だろラスボスになったぞ！」

「やったねアッキー。憧あこがれのサイコ系ラスボスポジだよ！」

　びしりとサムズアップして大変に良いい笑顔を浮かべる相原さん。

　僕は、チョップでその腕を叩たたき落とす。

「わーい、やったー！　じゃねえわ！　いや、本当に好きなタイプのラスボスだけど！」

「そーなると、主人公は相手に現実を叩きつけるタイプの熱血系能力者だね。ベタだけど、やっぱり能力無効化能力かな？」

「この話まだ広げるのかよ。まあ、その手の幻覚系キャラは強すぎるからそうなるよね」

「決め台詞ぜりふは『おまえに現実を教えてやる！』」

「ごめん、ラスボスを応援したい」

「必殺『オタクは大人しくて控え目な女の子が好きだけど、向こうは別にオタクのことは好きじゃないぞ普通にサッカー部のイケメンが好きだぞ』パンチ！」

「やめてさしあげろ、それはリアルに心を抉えぐられて泣くオタクがいる話題だ」

　ふっ、と僕は自じ嘲ちようと自戒を込めて静かに息いきを吐く。

「まあ冷静に考えれば当たり前の話なんだろうけどね。他人に何かを期待して、思い通りにならず、勝手に裏切られたと落胆する。まったくもって滑こつ稽けいで人間らしいよ」

　相原さんが爆笑した。

　架空のマイクを握って、僕に向けながら笑っている。

「で、出たー、アッキーの『おれ、面倒くさい奴だぜ』アピールだー！」

「ぶっ殺すぞこのクソギャル！」

　すかさず、今度は相原さんの手をチョップで叩き落とす。

　ふふっ、と相あい原はらさんが優しく笑い僕の肩を叩たたいた。

「大丈夫、あたしはアッキーのこと嫌いじゃないよ。オタク同士仲良くやろうね」

「どうしてそこで僕に対して優しくなる。ええい、慈愛に満ちた目で僕を見るな！」

「問い！　将来の夢って作文に『将来の夢はありません』とか書いたことがありますか」

「あります！　ネタのつもりで書いたら呼び出し食らいました！」

「さすがアッキー！　『おれ、面倒くさい奴やつだぜ』アピールに『わざと面倒くさい奴やってるんだぜ』アピールを重ねることで一段上の面倒くささをアピールしてるんだねっ」

「おいおい、そんなに褒めるなよ。ちょっと嬉うれしいだろ？」

　僕はシニカルな態度で肩をすくめる。

　言うまでもなく僕は冗談のつもりだし、相原さんだって同じだろう。

　相原さんは満足そうな顔で、うーんと大きく背伸びをする。

　たゆゆんと無駄にでかい乳が揺れて、僕は礼儀正しく視線を逸そらす。

「んー、オタ友と心行くまでオタトークするこの感じ良いいよねっ！　あたし最近オタ友と遊んでなくて、オタトークに飢えてたところあるんだよ」

「ネットは？　アニメ実況とかしてるんでしょ」

「リアルとネットは別腹じゃん。特にすぐ近くにオタ友がいるってのは貴重だよ。学校が違うと都合も合わないし。どうしてもあんまり会えなくなっちゃうんだよね」

「ふぅん」

　自慢じゃないが、校外に友だちはいない。

　しかし考えてみれば、一時は友人でも進学や進級で離れ離れになるだけでそのまま付き合いが途絶えたりもする。なるほど相原さんの言うことは正しいのかもしれない。

「オタ友、か。僕には必要性がよくわからないな。いらないとは言わないけどさ、オタク趣味って基本的には一人で楽しむものじゃん」

「あたしは逆だと思うな」

　相原さんが僕の顔を見た。

「基本的に一人で楽しむものだからこそ、それを伝えたいって気持ちが強くなるんだよ。共有願望っていうのかな、この『楽しかった』って気持ちを自分以外の人にも感じてもらいたい、伝えたい──って、少なくともあたしはそう」

「……」

「もちろんアッキーにも伝えたい、あたしの『好き』をね」

　好き、と、何なに気げない言葉に何な故ぜだかドキリとした。

　向日葵ひまわりのような笑顔とは少しだけ違う、はにかんだ微笑ほほえみを浮かべていた。

「なんて、ちょっと恥ずかしい台詞せりふだったかな？」

「確かに恥ずかしい台詞だった」

　少しどきっとしたのはもちろん秘密で、僕はふっと笑みを零こぼす。

　相あい原はらさんがさも驚いたように目を丸くしていた。

「アッキーが笑った」

「は？　ああ、そりゃ、笑うけど」

「表情あんま変わらないから、笑わないひとなのかと思ってたよ」

「……僕だって楽しければ笑うさ」

「それって、あたしと一緒にいるのが楽しいってことで良いいの？」

　悪戯いたずらっぽく瞳を輝かせて小首を傾かしげる。

　僕は視線を逸そらす。

「楽しくない、とは言わない」

「あたしはアッキーと一緒で楽しいよ？」

　本当にあっさりと無邪気に彼女はそんなことを言った。

　その素直さが僕には少しだけ遠い。

「こいつめー、本当はちょっと不安だったんだぞー」

「相原さんが？」

「無む理り矢や理り誘っちゃったからさ、あたしだけが楽しいんじゃないかなって」

「……」

「あとさ、二人ならイベントの場所取りとか行列に並ぶのも楽になると思わない？」

「急に現実的な話になったな！」

　でもわかる。むしろ超わかる。かつて僕は数量限定グッズの行列に並んでいる最中にトイレへ行きたくなったことがある。あの時は地獄だった。

　がたりと相原さんが立ち上がり、ドラクロアの『自由の女神』のように右手を掲げる。

「そう、我々オタクは一度しかない青春を楽しむために助け合う必要があるのだー！」

「な、なんだってー！」

「あのー、すみません」

　苦笑い混じりの声が聞こえて、はっ、と僕たちは我に返った。

　机を挟んで向こう側、新刊を手にしたお客さんが生温かい眼まな差ざしで僕たちを見ていた。

「一部、ください」

「はい、ありがとうございます！　ごめんなさい！」

「新刊には特典ペーパーがついてますんでどうぞ！」

　気恥ずかしさを誤ご魔ま化かすように相原さんと二人揃そろって物もの凄すごい勢いでぺこぺこ頭を下げた。

「にはは。やっちまったね」

「やっちまったな」

　お客さんを見送り、顔を見合わせ、僕たちは互いに笑った。

　はっきりと認めよう、僕だって相あい原はらさんと過ごす時間は──楽しかった。




　けれど楽しい時間は瞬まばたきのように過ぎる。

　僕たちは食事も忘れて色々な話をした。具体的にはグダグダのオタトークをした。

　やがて閉場のアナウンスが流れて、即売会は終わりを迎えた。

　スペースを片づけて、売れ残り（結局十冊ほど余った。ちなみに百冊刷ったらしい）を段ボールに詰め直して、キャリーカートに載せ、会場を出て、電車に乗る。

　地元の駅に戻った頃、五月の空は夕暮れと夜の境目の色をしていた。

　風が冷たい。

　夜の闇やみが、わずかに残った夕焼けの色を呑のみ込こんで行く。

「今日は本当にありがとねー、マジで助かったよ！　今度お礼するから！」

「お礼なんていらないよ、わりと楽しかったし。じゃあね、さよなら」

「バイバイ、アッキー！」

　相原さんが、ぶんぶんと大きく手を振って僕を見送る。

　僕は軽く手を振り、背中を丸めて夜道を歩あるき出す。

　もう少し彼女と話がしたかったと、今更のように思う。

　けれど、もう終わった話だ。

　僕と相原さんは同じ学校にいるけどその生息圏は深海魚とツバメぐらい離れている。

　深海魚は飛べない。ツバメは深海の水圧に耐えられない。

　興味を持つだけ無意味で、期待するだけ無駄に終わる。

　今日の出来事は美しい思い出の一つとして僕の記憶に残り、やがて思い出すことが少なくなり、最後には完全に埋もれてしまうのだろう。

　かつて栄華を誇った文明の遺跡のようなものだ。

　僕は現実に引き戻され、急に、空腹を思い出す。

「って、ちょっと待ったあああああああああああああああああ！」

　なびくサイドテール、揺れる乳。

　相原さんがカートをがったんがったん引っ張りながら凄すごい勢いで追いかけて来た。

　怖っ！

　息いきを整え、相原さんは取り出したスマホをずいっと突きつける。

「連絡先、聞いてない！」

「え？　あ、いる？」

「当たり前じゃん」

　なに言ってんだこいつは、みたいな顔された。

　僕は慌ててスマホを取り出す。えーと、アドレスの交換はどうするんだっけ。

　くそっ、滅めつ多たに使わないっていうか、使った記憶のない機能だからわからん！

「ええい、もたもたしやがって。あたしに貸しなー」

　苦戦していると、相あい原はらさんが僕のスマホを奪い取りぱぱぱっと何か操作した。

「オッケー、登録完了。あれ？　ＬＩＮＥやってないんだ。あれ便利だよー。インスコしとくね。ついでにＬＩＮＥグループも作っちゃおうぜー」

　口を挟む暇もなかった。嵐か通り魔にでもあったような気分だ。どうやら相原さんにかかれば生息圏もなにもあったもんじゃないらしい。

　相原さんの手がふと止まる。むむむ、と何かを考え込むように腕組みをした。厳密にはスマホを持っていない左手を乳の下に入れて持ち上げるような仕草をした。

「グループの名前はどうしよっかー。何か良いいのある？」

「急に言われても困るな。相原さんの好きにしてくれていいよ」

「オッケー！　一番良い名前を考えてやるよっ！」

　少し考えるような顔をした。

　何かを閃ひらめいて瞳を輝かせた。

　満面の笑みと共に、彼女は告げる。

「よし、グループ名は『青春オタク同盟』で！」

「おまえのネーミングセンスどうなってるんだよ！」

　思わず叫んだが、僕は悪くないはずだ。戻って来たスマホを確認すると確かに相原さんのアドレスとＬＩＮＥが入っている。

『青春オタク同盟』のグループもばっちり出来ていた。

「『オタク同士で楽しく青春しましょう』って意味を込めた良い名前だよねっ！」

「だよねっ！　じゃねえわ。青春とかクソオタクの僕には関係なさ過ぎて笑うわ。そういうのはリア充とか運動部のスポーツ馬鹿どもに任せとけばいいんだよ」

「にはは。アッキーは頭良さそうな顔してるのにバカだなー」

　何なに気げなく、普通に、あっさりと、彼女は言った──

　当たり前のことを当たり前に語るように。ごく普通に彼女は言った。

「オタクにはオタクの青春があるに決まってんじゃん」

「……その発想はなかった」

　いや、本当に。

　全く、考えたこともなかった。

　青春と聞いた瞬間に今までの僕なら鼻で笑って肩をすくめていただろう。

「アッキーはどんな青春したいの？」

　わからない。

　そもそも青春とはなんだ。何をもって青春とするのだ。一般的な青春とは──

「恋人を作る、のか？」

「ふぅぅぅぅぅぅぅぅん」

　僕は間違いなく、言わなくても良いいことを言ってしまった。

　すんっっっっっっっげえ楽しそうに、相あい原はらさんがニヤニヤ笑っている。

「そっかあ、アッキーは彼女が欲しいのかー。男の子ですにゃー」

「ち、違う！　一般的な青春のイメージをうっかり口が滑って！」

「うへへへ。照れなくても良いんでござんすよ。旦だん那なも思春期でゲスからねえ」

　ぐい、と、相原さんが僕の首筋に腕を回した。

　仲の良い友人同士がやるように。

　相原さんの顔が目の前にある。

　内緒話をするように彼女が囁ささやく。

「ね、好きな女の子とかいるの？」

　大きな瞳、白い肌、桜色の唇。

　悪戯いたずらな瞳は吸い込まれそうなほどに綺き麗れいな色をしてることに初めて気付く。

「べ、別にいない。つ、つうか、そ、そもそも、三次元の女に興味とか、ねーし！」

「そっかー。じゃあさ、あたしでも良いよね？」

「聞けよ、僕の言い訳を！　そもそもあれは、あくまで一般論を口にしただけ……え？」

　すいと彼女が身を引く。

　踊りに誘うように両手を広げる。

　星空を背負い、季節外れの向日葵ひまわりが咲く。

「あたしが、アッキーのカノジョになってあげるよ」

　金色に似た髪が、夜の風に吹かれ、揺れてなびく。

　思わず、見み惚ほれた。

　馬鹿みたいに明るくて、鬱うつ陶とうしいくらいに元気で、僕の好みとはかけ離れているのに。

　突然、相原さんが、とてもかわいい女の子に見えてしまった──

「名付けて、カノジョ（仮）システムだよ！」

「…………うん？」

　僕は思い切り首を傾かしげた。

　名案を思い付いたとばかりに相原さんがたゆゆんと胸を張る。

「彼女が欲しいけど特に好きな相手はいなくて女の子にも慣れていないアッキーのためにあたしがカノジョ（仮）になってあげるよっ！　これで、いざ好きな女の子が出来ても安心というわけさ！」

「あー……ええと、練習相手になってくれるってこと、かな？」

　納得したが、待て、僕はそんなこと頼んでない。このお節介なギャルは何を一人で突っ走ってるんだ。おかげで僕は無む茶ちや苦く茶ちやびっくりしたぞ。

「礼なんていらないぜ！　あたしたちは青春オタク同盟の仲間じゃないか！」

　僕の困惑を遠慮とでも取ったのか彼女は気にするなとばかりに胸を叩たたく。

　たゆゆんと乳が弾む。

「あたしの名前は相あい原はら璃り子こ、お節介焼きの璃子さんとはあたしのことさ！」

「うん、まあ、もう何でも良いいよ」

「よし、カノジョ記念に二人でごはん食べに行こうぜー。具体的には松牛で大盛り食おうぜー。肉だ肉ー、肉を食うぜー」

　松牛？　しかも大盛り？　このギャルどうなってんだ。

　現実に思考が追い付かない僕の手を掴つかんで相原さんが歩あるき出した。

　問答無用にぐいぐいと僕を引っ張って、前に進んで行く。

　ギャルにデートに誘われたかと思ったら同人誌即売会で売り子をする破目になって。

　青春オタク同盟とかいう意味不明なものに巻き込まれて。

　恋人を作る前にカノジョ（仮）が出来てしまった。

　僕は、この状況を端的に表現する言葉を知っている。

「なんかさー、今のあたしたちってちょっとラブコメっぽいよね！」

　先に言われた。





第二話「カノジョ（仮）のトリセツ」










　カノジョ（仮）が出来てから十日ほど過ぎた。

　今日も空は青く、僕の日常もまた変わりなく……とは言えないだろう。

　まず、外出時の調べ物専用ガジェットだったスマホが相原さんのＬＩＮＥ爆撃によりかつてないほど頻繁に着信音を響かせることになった。

　正直、かなり面倒くさい。

　面倒くさいから返事をしないと爆撃が激しくなるのでもっと面倒くさい。

　相原さん曰いわく「まめなコミュニケーションはカノジョ付き合いの基本だよ！」らしい。

「へーいカレシー、カノジョさまが遊びに来てやったぜー」

「わかったから大きな声を出さないで」

　おまけにこのカノジョは昼休憩や放課後になると不定期にやって来る。

　何をやるかと言えば、適当にゲームをしながら紙パックのジュースを飲みつつ駄だ弁べるだけである。オタクらしいと言えばオタクらしい時間の過ごし方だ。

　おかげで、僕がやっていたＲＰＧの実績解除は大きく滞っている。

　今日の昼休憩も、僕が弁当を食べ終わるのを見計らったように顔を見せた。

　つうか、サイドテールをなびかせて教室に走り込んで来た。

　季節外れの向日葵ひまわりのような笑顔を浮かべて僕に手を振る。

　華やかな女だ、と思う。

　彼女がいるだけで教室が少し明るくなったような気すらする。

　このクラスの知人友人にも軽く挨あい拶さつをして僕の方にやって来る。空席の椅い子すを拝借し、背もたれ側を前にし両腕を乗せ足を広げて座った。

　にこり、と彼女は笑った。

　相変わらずスカートは校則違反ぎりぎりまで短い。

　白いシャツのボタンを二つ外すことにより現れる谷間の迫力もまた相変わらずで、その瑞みず々みずしく豊かに実った果実の如ごとき巨乳は思春期の青少年にとって暴力的ですらある。

「……」

　相あい原はらさんを見るたびに僕は不思議な気持ちになる。

　客観的に見てかわいい顔をしているとは思うが好みじゃない。

　巨乳は嫌いではないが、だからって乳でひとを好きになるわけじゃない。

　服装に関しては論外だ。ギャル特有の露出度の高い服装には全く惹ひかれない。

　一緒にいると楽しいのは認めるが、鬱うつ陶とうしいと思うことも多い。

「どったのカレシ？」

　無意識のうちに僕は彼女をじっと見詰めていたらしい。

　サイドテールを僅わずかに揺らして相原さんが首を傾かしげる。

「いや……その『カレシ』ってあんまり外で言わない方が良いいんじゃない。誰かに聞かれたら困るっていうか、誤解されるっていうか」

「あたしは困んないよ？」

　何よりも不思議なのは、どうして彼女のような華やかな女が僕のような『その他大勢くうき』のカノジョ（仮）に──

「相原さんが困らなくても僕が困る──っておまえ困らないんかい！」

　思わず腰を浮かせて叫んでしまった。

　え、なに、このギャルって僕のこと好きなの？

　僕は正直あんまり好みじゃない、ってそうじゃない！

　相原さんは大きな瞳をぱちくりとさせて、少し笑った。

「アッキーは他人に興味がないわりに他人の目を気にするよねー」

「……僕は誰かさんと違って常識人なんだよ」

　思わず言葉に詰まった。

　このギャルはわりと天然で人の心を抉えぐって来るところがあるな。

「大丈夫だよ、もし誤解されて何かあったらちゃんとあたしが説明したげるって」

　そして携帯用ゲーム機を取り出し、びしぃとサムズアップする。

「そんなことよりバトペンしようぜ！」

「また？」

「あたし、一本だけ無人島に持っていくゲームを選ぶならバトペンって決めてるから」

　顔がマジだった。

『ペンダー・バトル・レース』、通称バトペン。一応、レースゲームだ。

　アニメで火が付いたペンダー人気に便乗した、よくあるキャラゲー……だと発売するまでは思われていた。しかし、原作は『あの』ペンダーである。

「まあこの、全力で悪ノリしつつゲームとしての完成度も高いペンダー感は嫌いじゃないよ。ステージごとのギミックなんか凝ってるし普通にレースゲームとしても面白い」

「『バールのようなもの』とか『ウェディングケーキ』とか『核ミサイル』みたいなちょっとレースゲームとは思えない無駄に豊富なアイテムをぶち込むのがペンダーだよね」

「レースゲームっていうかパーティーゲームとしての面白さに近いけどね」

　結果、キャラゲーとしては異例の大ヒットを飛ばし数年ごとに新作が出ている。

　ペンダー特有の節操のなさはゲームでも健在で、シリーズを重ねるごとに外部から引っ張って来たコラボキャラは増殖し、もはやゲーム業界のお祭りゲーだ。

「じゃ、いつもどおりの三本勝負ねー。負けた方がジュース奢おごりで」

　非オタク層にも比較的人気があり、教室や学食で集まってわいわい対戦している姿を見かけることもある。相あい原はらさんなら対戦相手に困ることもないだろう。

「今日は負けないぜ、今まで奢らされたジュースを取り返かえしてやるぜー」

「返り討ちにしてやんよ」

　それでも彼女が僕と対戦したがるのは、やり込むタイプのオタクとそうでない非オタクのスキルの差が原因だとわかっている。わかっているから安心して付き合える。

「キャラは？」

「当然、ペンダーだよっ！」

「じゃ、僕もいつものハグルマーで」

　ハグルマーはペンダーシリーズの初期から登場するアニメオリジナルキャラだ。名前の通りに歯車をモチーフにした中年サラリーマンで、会社では年下の上司に嫌いや味みを言われ家庭にも居場所はなく週末は一人で動物園に行きぼーっとするのが唯一の楽しみという中年男性の悲哀しか感じさせない設定を背負っている。

「アッキーはハグルマーが好きだねえ」

「『何も言わずに私を受け入れてくれるのは動物たちだけなんですよ……』っていう台詞せりふが悲しすぎて超気に入った。重量級で安定してるから使いやすいしね」

　アニメから逆輸入されちびっ子向けのグッズにもばっちり登場しており、彼のおかげで全国のちびっ子は少しだけお父さんに優しくなったとかなっていないとか。

「ステージ選んでいいよ」

「オッケー、んじゃあたしの得意な『海底二十センチ』だ」

「ガチで勝ちに来やがったな」

「ここのところの連敗であたしの財布は深刻なダメージを受けておりますからな」

「ジュースっても百円の紙パックの奴やつじゃんかよ」

「塵ちりも積もればだよっ。ジュース六本でラノベ一冊買えるじゃん」

「なるほど。でも相あい原はらさんの場合はペンダーグッズのために散財してる方が大きいんじゃない。コラボグッズのためにいらないものばっかり買ってるんでしょ」

「ペ、ペンダー貧乏はペンダニストの宿命だから」

　と、無駄口を叩たたいていたのもレースが始まるまでだ。

　ギャルでアバウトでいつもにこにこしてる相原さんも、こと対戦中は真剣だ。

　連勝中とは言うが、実際のところ実力は拮抗している。

　バトペンは『運が二割に実力が八割』と言われアイテムの引きで勝敗がひっくり返かえるゲームだ。特に実力が拮抗しているプレイヤー同士だとこの傾向が強く出る。

　運ゲーだのアイテムゲーだのと否定的に言われることもあるが、だからこそ面白いのではないかと今の僕は思う。特に対戦相手の顔が見えると面白さが倍増する。

　具体的に言うと、相原さんをぼこぼこにして悔しそうな顔させるの超楽しい。

　ぼこぼこにされてドヤ顔で勝ち誇られるとすんげえ腹立つけど。

　まあ、これはお互いさまだろう。

「……」

「──うにゅっ。てりゃ、あっ」

　因ちなみに僕はゲーム中に喋しやべらないが、相原さんはちょくちょく声が漏れる。

　そして自覚はないのだろうが、集中すると前まえ屈かがみになる癖がある。

　言うまでもなく、相原さんは巨乳だ。

　ゲームの邪魔になるのだろう巨乳は、いつの間にか僕の机の上にでんと載せていた。

　さてそんな相原さんが前屈みになるとはどういうことか。

　たゆゆんとした乳房はぐにゅんと圧おし潰つぶされてつきたてのお餅を思わせる柔らかさをいかんなく発揮し、神秘の谷間はさらなる深しん淵えんを宿しながら──いや、はっきりと言おう。

「むー！」

「……」

　目のやり場に困るわ！

　すぐ傍そばに、触ってくださいと言わんばかりに巨乳があるってどういうことだ！

　別に巨乳大好き星人じゃないけど、それでもこれだけ見せつけられると辛つらいわ！

　つうか、これを毎回やられて勝ち越してる僕を褒めてやりたい。

「おしっ！」

　実際、おっぱいに気を取られてる間に抜かされた。僕は気を引き締め、触れてはならぬ幻想おつぱいを頭から振り払いレースに集中し直す。

　結果、一レース目は相あい原はらさんが勝ち、二レース目と三レース目では僕が勝った。

「ああっ！　負けたー！　一本目は良いい感じだったのにぃ」

　ぐぬぬぬと、相原さんが悔しそうな顔をする。

　僕は勝者の余裕を見せつけ、ふふんとクールに肩をすくめる。

「そんなこともあるさ、勝負は時の運だからね」

「そだね。これで、あたしの二十一勝、二十六敗か。次こそ負けないぜ！」

　相原さんはゲームの結果を忘れない。しかし引ひき摺ずりもしない。勝てば全力で喜び負ければ全力で悔しがり、それでおしまいという爽さわやかさは対戦相手として非常に魅力的だと思う。これに関しては僕も見習うように心がけている。

　ふと、思い出した。

「ペンダーのＤＶＤボックスありがと。全部見たから返かえすよ」












「ひゅー、さすがアッキーだぜ。シーズン一からシーズン三まで全部で七十二話もあるのにサクッと全部見て追いついてくれるとか、あたしが女だったら惚ほれてるぜ！」

「相あい原はらさんって生物学的には一応女性じゃなかったっけ？」

「そっか、じゃあ惚れた！」

「すげえわ。惚れられたのに全く嬉うれしくないっていうかどうでもいい」

「にはは。で、どうだった？」

「面白かったよ。一期はさすが伝説になっただけあるよ。一クールだけど全体的に頭がおかし……凄すごいパワーだった。ネットでは評判が悪いけど三期もお気に入り。主役が完全にハグルマーたちサブキャラだったから、従来のファンにとっては違和感が大きくて受け入れられなかったのも理解できる」

　最初は半ば義務感、相原さんと話を合わせるために見始めたがあっという間に独特のカオスとブラックユーモアで満ちたペンダーワールドに引き込まれてしまった。

　けどこれを子供向けと称するのは絶対に間違えていると思います。

「三期は黒歴史みたいな扱いだったからねー。でも、今は再評価が進んでて面白いって声も多いよ。実際、お話自体は裏ペンダーって感じで面白いしね」

　うんうんと相原さんは満足気げに頷うなずく。

「じゃ、今度はシーズン四から八まで百四十四話入りのボックス貸したげる！」

「いやちょっと待って。ペンダーばっかり見てたせいで深夜アニメの消化が遅れてる」

　僕は身を屈かがめ机の横に引っ掛けた鞄かばんからボックスを（相原さんの巨乳に耳が掠かすりそうになった、彼女はもっと自分の乳の大きさを自覚するべきだ）……ボックス……ねえな。

「ごめん家に忘れた。明日持って来る」

「じゃあ、あたし取りに行くよ」

「は？」

「アッキーって深夜アニメは録画派だったよね？」

「そうだけど」

「ってことは昨日の深夜アニメもばっちり録画してるよね！」

「してるけど」

　相原さんの目がきらんと輝いた。

「見せて！　昨日、うっかり寝ちゃって見逃したんだ！」

「そういうことね。別に良いいよ」

「ありがと！　今日の放課後は、お家うちデートでアニメ鑑賞会だねっ！」

　季節外れの向日葵ひまわりのように、満面の笑みを浮かべて彼女は言った。

　おうちでーとであにめかんしょうかい？

　僕はその言葉の意味を理解するのに、大体十秒ほどかかった。

　つまり？

　相あい原はらさんが、僕の家に……来る、と？

「あ、授業始まっちゃう、また放課後ね！」

　ばびゅん、と、サイドテールの髪をなびかせ相原さんが去って行く。

　こうして、相原さんが僕の家に来ることになった。

　マジかよ。




　マジだよ。

「アッキーの旦だん那な！　カノジョと二人っきりで下校っすよ、手でも繋つなぐっすか！」

「なんで下っ端キャラやってんの。繋がないよ、子供じゃないんだから」

　正直、未いまだに現状が信じきれない。

　僕の隣に相原さん（ギャル）がいて、二人きりで下校をしているのだ。

　サイドテールがゆらゆらと、ボタンを二つ外した巨乳がたゆゆんと揺れている。

　はっきりと言おう、めっちゃ緊張してる。

　これから、僕の家に、相原さんが、来るんだぞ。

　カノジョ（仮）とか母さんになんて言えば良いいんだ。

　部屋はちゃんと掃除していたっけか。

　靴下に穴は開いてないか。

　考えることが多すぎた。

「あ、コンビニだ。ちょっと寄ってこうぜー！」

「は？」

　ぐいっ、と、不意に、手を掴つかまれた。

　柔らかな手、しなやかな指の感触に、一瞬だけ思考が止まる。

　そのまま、十メートル先に見えるコンビニまで連れ込まれる。

　相原さんはお菓子の棚に直行した。

　猫科の動物を思わせる大きな瞳に、ひどく真剣な光を宿してお菓子を選ぶ。

　僕はお菓子を選ぶ相原さんの横顔を横目で見ていた。

「ね、アッキーはポッキャーとブリッツとじゃがり棒のどれが良い」

「どれでもいい。つうか、そろそろ手を離せ」

「おっと、すまんごってす！」

「何語だよ。そもそも何で全部棒状のお菓子なわけ？」

　相原さんが顔を上げた。

　子供向け教育番組のお姉さんみたいに、ぴしっと人差し指を立てて語り出す。

「お家うちデートでアニメ鑑賞会だよ。手が汚れなくて食べやすい方が良いじゃん」

「一理ある。欠片かけらが手についたり、ぼろぼろ零こぼれたりしないからね」

「それと、こういう時は冒険もしちゃだめだね。お菓子が美お味いしすぎるとアニメがそっちのけになっちゃうし、ハズレを引くとテンションが下がっちゃう。だから、ここは食べ慣れたいつものお菓子で確実にいこうと璃り子こさんは思いました」

「なるほど。そこのＰＯＰに『特に理由はないペンダーフェア！　今だけ対象商品に限定オリジナルペンダーシールがついてくる』って書いてあるのは全然関係ないわけだね」

「……てへっ」

　人差し指を唇の横に当て、相あい原はらさんは腹が立つぐらいにかわいいウインクをした。

　僕は容赦なく、その頭にチョップを叩たたき込こむ。

「ま、今回は協力したげるよ。確かにお菓子欲しいし」

「おおぅ、アッキーは神さまじゃー。ありがたや、ありがたやー。ささ、お好きなお菓子を選んでくだされ。拙僧はアッキー殿のチョイスに従いますぞ」

「拝むな拝むな。じゃあポッキャーで」

「ポッキャーでござるな！　アッキー殿はポッキャーがお好きでありますか！」

「キャラが安定してないにもほどがあんだろ。軍人と侍と坊主が混ざってんぞ」

「たまにポッキャーのチョコだけを舐なめたくならない？」

　小学生かおまえは。

「飲み物はどうする？　うちにコーラがあったと思うから、それなら出せるよ」

「サンキューアッキー！　じゃ、こんなもんかな」

　お菓子を選んだ僕たちは、一応、他の商品も眺める感じで店内をぐるっと──

「あ、鮭さけとば売ってる！　これ高いけど美味しいんだよね！」

「渋っ！　確かに鮭とばは美味しいけど渋っ！」

　なんか相原さんがおつまみコーナーで足を止めた。

　あの巨乳を持ち上げるように腕を組んで、ドヤ顔で胸を張る。

「鮭とばに関しては愛してると言っても過言じゃないよ」

「そこは過言にしとけよ。なんだこのギャル、趣味が謎なぞ過ぎる」

「そして鮭とばと来たらタラチーは外せないよね。今日のアニメ鑑賞会のお供は鮭とばタラチーの仲良し三人組にけってーい。どんどんぱふぱふー」

「いやポッキャーだけ明らかに場違いっていうか、ダブルおっさんの間に挟まれた迷子じゃん。つうか趣味が完全におっさんなんだけど相原さんっておっさんだっけ？」

「失礼なアッキーだね、どこから見てもぴちぴちギャルでしょ！」

「古っ！　ぴちぴちギャルとか実際に言う人を見たの初めてかもしれないぐらい古っ！」

「ナウなヤングが花はな金きんにジュリアナ東京でサタデーナイトフィーバー！」

「古代語かな？」

　食の好みがおっさん気味という人生において何の役にも立たないだろう相あい原はらさん情報を仕入れ、会計をして（割り勘）、コンビニを出て、またしばらく歩あるいた。

　見慣れた、どこにでもある建売住宅。

　小さな庭があり、車が一台……止まって、ない？

　まさか、と、僕は内心の不安を隠しつつ、ドアを開けた。

　鍵かぎがかかっていたので、先に鍵を開けた。

「た、ただいまー」

「おっじゃましまーす」

　おかえり、という母さんの返事はない。

　どうやら留守にしているらしい。

　母さんに、相原さんをどう紹介するかという問題は片づいた。

　が、コンビニに寄り道することで忘却していた緊張が蘇よみがえり再び僕を襲う。

　ガチで二人っきりじゃねーか！

　いや落ち着け、二人きりと言っても相手はギャルだ。

　しかも鮭さけとばとタラチーが好きとかいう舌がおっさん寄りのギャルだ。

　そもそもギャルって時点で僕の好みじゃない。

　大丈夫だ。普通にオタクとして、オタクらしく、オタク的な消費活動をするだけだ。

　間違えてもちょっとえっちなラブコメのように──

『へー今日は誰もいないんだ。じゃあ、さ、二人きりなんだし……ね』

　とか！

『うわあああ、うっかり足が滑って相原さんをベッドに押し倒してしまったぞ！』

　とか！

『女の子の体のこと、教えてあげよっか？』

　なんて、展開はない、はずだ！

「と、とりあえず飲み物、用意する。二階の手前が僕の部屋だから、そこで待ってて」

「オッケー！」

　返事をして、相原さんが靴を脱いだ。

　意外に礼儀正しく、しゃがんで靴の向きを直し、二階に続く階段を上がって行く。

　階段を上る相原さんのスカートがひらひらと揺れ、目線の高さの関係で、決して見ようと思ったわけではない桃色の布きれがちらりと見えてしまったことは絶対に内緒だ。

　僕は深呼吸をして心を鎮め、台所に向かった。

　食卓には母さんの書置きが残されていた。急に仕事に出ることになったらしい。遅くなるから晩ごはんは外で食べて欲しいと千円札が添えてある。

　母さんの急な出勤はいつものことだが、よりにもよって今日じゃなくても良いいだろ！

「初めてギャルを連れて来た日に夜まで親が帰って来ないとかラブコメかーい！」

　とりあえず、ツッコミを入れた。

　当然だが相あい原はらさんはいないのでリアクションはなく、どこか虚むなしい。

　僕は冷蔵庫の中にあったゼロカロリーコーラをグラスに注つぎ、買って来たポッキャーと鮭さけとばとタラチーを大皿に載せて、お盆の上に置いた。

　お盆を持って二階、自分の部屋のドアを開ける。

「おまた──せ」

「いらっしゃいアッキー」

　僕の部屋なのにいらっしゃいはおかしくないか──と、ツッコミを入れ損ねた。

　簡単に僕の部屋について説明しよう。

　正面にカーテンのかかった窓がありそよ風で僅わずかに揺れている。右手側の壁際にはベッドがあって反対側にはテレビが置いてある。テレビの隣に学習机があって、ベッドの足元には本棚がある。そしてベッドとテレビの間に小さめのテーブルだ。

「どしたのアッキー？　フリーズした？」

　相原さんは僕のベッドにちょこんと座って待っていた。

　やめろよベッドの上で待つなよ、なんかドキッとしたじゃんよ。

　つうかこれ、僕はどこに座ればいいんだろうか。

　僕も普段なら、ベッドに座ってテレビを見る。しかし、今は相原さんがベッドに座ってるわけだし、やはり床に座るのが妥当だろうか。

　いや、一応、僕の部屋だしそれは遠慮し過ぎだよな。

「早く座れよー。アニメ鑑賞会を始めようぜー」

「お、おう」

　ぽんぽん、と相原さんが自分の隣を叩たたいて僕に座るように促す。

　僕は相原さんにばれないよう、一度、唾をのみ込んだ。

　お盆をテーブルに置き、慎重に慎重を重ねてゆっくりと相原さんの隣に座った。

　ぎしり、とベッドが軋きしむ音がする。

　ふわり、と石せつ鹸けんを思わせる柔い──相原さんの香りがした。

　じわり、と僕の体に汗が浮かぶ。

　ちらり、と相原さんを見る。

　目が合った。

　にこりと無邪気に彼女が笑う。

「楽しみだね」

「そ、そうだね」

　僕は慌てて視線を逸そらした。

　くそっ、『狭い部屋で二人きり』ってシチュエーションが強すぎる！

　そうだアニメを見よう。

　アニメを見て心を落ち着けよう。

　オタクはアニメを見て心のＨＰを回復させるんだ。

　相あい原はらさんの方を見ないようにテレビを睨にらみつけた。

　心臓の鼓動に合わせるように、無意識のうちに早口でまくし立てる。

「え、えーと、昨日の深夜アニメは『異世界はグラハム・ベルと共に──エジソンだけは絶対に許さない──』、『魔王に転生したと思ったら共産主義革命が起きて無職になりました』、『トリプルチート・異世界転生転生転生』、『きたくしたい部！』、『最強チートなら無双できると思った？』か。五本中四本が異世界転生ものって流は行やってるのはわかるけど偏り過ぎだよなあ。もはやタイトルに大おお喜ぎ利り感すらあるし、中には主役とヒロインの声優さんまで被かぶってるのあるし。何を見てるのかわかんなくなりそうだね。ハハッ、どうでもいいか。全部録画出来てるけど、どれ見る？」

「全部に決まってるじゃん」

「ですよねー」

　何を聞いてるんだ僕は。

　慌ててリモコンを手に取り、録画していた昨日の深夜アニメを順番に──

「ねえ、アッキー」

　そっと、相原さんがその上に手を重ねる。

　耳元で囁ささやくように声がした。

　肩に、何か、柔らかいものが触れている。

　相原さんがどんな顔をしているのか、僕には見えない。

　僕の心臓が壊れたように激しく鳴なっているのがわかった。

「こっち、向いて」

「……」

　風が吹いてカーテンを揺らす。

　僕はゆっくりと、相原さんを見る。

「でろーん」

「……」

　相原さんが全力で変顔をしていた。

「くそっ、なんかすげえ敗北感！」

「あははははははははは！　引っ掛かってやんのー」

　僕は悔しさのあまりベッドをどんどんと拳こぶしで叩たたく。相原さんが、そんな僕を見てげらげら笑っている。ああもう、すんげえ楽しそうな顔をしてくれちゃって！

「っていうかアッキーさー、自分の部屋に初めて女の子が遊びに来たからって緊張し過ぎだろー。そんなんじゃアニメが頭に入って来ないっしょ」

「そ、そんなことないっすよ。女の子が遊びに来たことぐらい」

「ないよね」

「ないっす！　自分オタクっすから！　親しい女の子は画面の中にしかいないっす！　めっちゃ緊張してました！　ばればれっすかね！」

　ぽん、と相あい原はらさんが僕の肩を叩たたく。

　優越感と憐れん憫びんが絶妙にミックスされた超絶上から目線の優しい微笑ほほえみを浮かべていた。

「玄関のドアを開けるアッキーとか超面白かったよ。超マジな顔してるんだもん」

「そんな最初からばれてましたか！」

「クールぶって『三次元に興味ねー』とか言ってるわりに女の子に慣れてない感がバリバリで……えーと、ほら、かわいいよね？」

　にかっ、と、爽さわやかに笑う。

　ははは、と僕もまた笑い返かえして拳こぶしを握りしめた。

「よーし、言葉を濁す前に何て言おうとしたのか白状しろ。『ど』から始まる四文字の単語だったらさすがの僕も怒るぞ。泣きながら怒るぞ」

「でも事実だろ」

「やめろ、これ以上、僕の繊細な心を傷つけようとするな！」

「まったく、アッキーはしょうがないにゃあ」

　実にわざとらしい態度で肩をすくめて、やはりわざとらしく息いきを吐く。

「お家うちデートでアニメ鑑賞会なんてオタクカノジョの基本だぜー？」

「……そーだね。相原さんに慣れてたら、多少のことじゃ動じないだろうねえ」

　皮肉のつもりだが、相原さんに伝わった自信はない。

　でしょー、みたいなドヤ顔をして僕を見ている。

　くそっ、ちょっとかわいいのが余計に腹立つ！

「そもそも、アッキーにはカレシとしての自覚が足りないね。もっと本気でカレシやってこうよ！　そんなんじゃ、カノジョガチが出来る前に青春が終わっちゃうぜ！」

「自覚って言われても困るんだけど」

「困ってんじゃねー！　おまえそれでもカレシかー！　カノジョの命令には全部『はい』で答えろ。今日からおまえの語尾は『カノジョ』に決定だかんな！」

「はい、カノジョー、わかりやしたカノジョー！」

　何だこれ。

　相原さんのノリに付き合いながら僕はこの世界に存在するはずがない──つまり全すべての不幸の原因を押し付けるのに最適な『生いけ贄にえの山や羊ぎ』である──神に祈った。

　カノジョ（ガチ）が出来るならギャルだけは勘弁してください。

　欲を言えば黒髪ロングで愛が深くてスレンダーな美人でお願いします。

　改めて、昨日録画した深夜アニメを順番に再生する。

「いえーい、待ってましたー！」

　僕はそっと相あい原はらさんの横顔を盗み見た。

　相原さんは猫科の動物を思わせる瞳をきらきらと輝かせ、テレビを見つめている。




　そんなこんなで僕と相原さんのアニメ鑑賞会が始まった。

「ねえカレシー、今のって伏線かな？」

「……どうだろうねえカノジョー。単にそういうものって感じもするけど」

「ねえカレシー、あたしこのメインヒロインどうしても好きになれないんだけど」

「そうだねえカノジョー、まあ、普通に性格悪いからねえ」

「カレシはこういうぶっとんだ女の子に振り回されるのとか好きそうだよねー」

「いやー、振り回してくる女の子はカノジョでこりごりっすわー」

「そっかー、ごめんねカレシー」

「気にするなよカノジョー」

　いやこれ違うだろ。

　彼氏彼女ってこういうもんじゃないだろ。

　なんだこのグッダグダの会話。

　じゃあ、どういうのが正しい彼氏彼女かと言われたらさっぱりわからないけどさ。

　二人してベッドに座って、ほげーっとアニメを見ながら、だらだらーっと感想を垂れ流して、こんなの絶対に彼氏彼女じゃねーよ。一度も彼女出来たことなくてもわかるよ。

「……あー」

　でも、すんげえ居心地が良いいのよ！

　まだ三十分も経たってないけど自分があるべき場所に戻って来たような感じすらする！

　僕はこの複雑な気持ちを、タラチー（美う味まい）と一緒にコーラで飲み下した。

　一方、最初はベッドにちょこんと腰かけていた相原さんはアニメ鑑賞会が進むとがばっと大胆なあぐらに姿勢を変更していた。当人はその方が楽なのだろう。

　あまつさえ、僕の枕まくらを熊くまのぬいぐるみよろしく抱き締めている。

　単に乳置きにされているような気がしなくもない。

　相原さんは相変わらず真剣と適当の間ぐらいの眼まな差ざしでアニメを鑑賞しつつ、僅わずかに前まえ屈かがみになり──ぐにゅんと、枕にその巨乳を押し付け──ポッキャーを手に取る。

　唇で軽く咥くわえ、にやーり、と悪戯いたずらを思いついた猫のように瞳を輝かせて笑った。

「カレシー、あーん」

「あーん？」

　アニメと相あい原はらさんを半々ぐらいの割合で見ていて僕は、何も考えずに口を開ける。口の中に入って来たポッキャーを齧かじる。名前の通りにぽきっと軽い音がした。

　相原さんはにやーりと笑ったまま、四分の一ほど残ったポッキャーを自分の口で咥くわえる。

「今のさ、すっごいカノジョっぽくなかった？」

「くっ、確かにカノジョっぽかったことを認めざるを得ない」

「いえーい、カレシあーん、鮭さけとばあーん」

「鮭とばのせいでカノジョ感がいきなりゼロだよ！　美お味いしいけどさ！」

「だねー」

　けらけらけらと相原さんが気楽に笑っている。

　加速するグダグダ感！

　アニメ鑑賞会が進む程に、色々なものが適当になって行くこの感覚！

　鑑賞会が中盤（深夜アニメ三本目『トリプルチート・異世界転生転生転生』）に突入する頃になると、相原さんはベッドの上で俯うつぶせに寝転がっていた。

　乳置き場にされていた僕の枕まくらは、クッションよろしく顎あごの下に敷かれている。

　多分、あれなしで俯せになると胸が潰つぶれて苦しいのだろう。

　癖なのか、時折、ゆっくりと泳ぐように足をぱたぱたさせてもいた。












「ねえカレシー。コーラのおかわりー」

「面倒くさいからもうペットボトルごと持ってくるぜカノジョー」

「サンキューだぜカレシー」

「あと、言い辛づらいんだけど、カノジョが足ぱたぱたさせてるからスカートめくれちゃってかわいらしいピンクのパンツ見えてるぜ」

「かわいいっしょ、あたしのお気に──ってそれは早く言ってよ！」

　もう、と唇を尖とがらせて拗すねたように僕を叱りスカートの裾を直した。

　直してなお丈が短いため、むっちりとした太ももは半分程度しか隠れていない。

　良く見れば相あい原はらさんの太もも、いや、足全体に肉がついている。しかし、ぱっと見た感じはむしろ細く見える。太いが引き締まった鍛えられた足という感じだろうか。

「あんまり見られると気になってアニメに集中できないんですけどー」

「ごめん」

　まだちょっと怒っているのだろう、じろっと睨にらまれた。

　謝りながら、見られたくないならもっと長いスカートはけよと胸中で呟つぶやく。

「スカートが短いと足が長く見えるからだよ。パンツ見られたいわけじゃないからね」

「エスパーかおまえは！」

「図星かよこのむっつりカレシめー！　パンツ代にさっさとコーラ持って来いやー」

「はいカノジョー、わかりやしたカノジョー」

　僕は部屋を出て、コーラを取りに行った。

　しかしあのギャル、よく他人の部屋であそこまで容赦なく寛くつろげるものだ──




　本日唯一の日常系『きたくしたい部！』を見ながら、僕は相原さんを膝ひざ枕まくらしていた。

　甘かった、相原さんの持つ『他人の部屋で寛ぎ力』がこれほどとは思わなかった。

　どうしてこうなったか説明すると長くなるのだが説明しよう。

「カレシー、膝枕してー」

「カノジョー、了解っすカノジョー」

　思ったより短かった。つうか二行しかなかった。

　相原さんに膝枕をした僕は果たしてまともにアニメを鑑賞できるのか。

　結論から言えば案外平気だった。

　きっと、アニメ鑑賞会を包み込むグダグダな空気のせいだろう。僕は膝に猫でも載せているような気分で膝枕をしていた。猫なんて飼ったことないけど。

「よくさー、『このアニメには中身がない』って批判あるじゃん？」

「あー、美少女だらけの日常系アニメとかね。まさに今、見てるような」

　因ちなみにこの『きたくしたい部！』は、学校で死んだ女生徒のゾンビがメインヒロインの日常ものである。『したい』と『死体』をひっかけたタイトルらしい。

　ヒロインの死の謎なぞやゾンビ化については全く触れないあたりが逆に男らしいと思う。

「でもさー、こういうアニメってまさに美少女の日常が中身だよね。動物の生態を淡々と映すドキュメンタリーに向かって『中身がない』なんて批評が意味ないみたいに」

「そもそも『中身』の定義を間違えてるってことか。確かに、サメ映画を見て『このサメ映画にはサメが足りない』って騒ぐ奴やつはいないからな」

「それはちょっと違わない？　っていうかサメ映画なんだからサメは出るっしょ」

「おまえ、サメがちゃんと画面に映るサメ映画がどれだけ貴重なものか知らないのか！　サメが画面に二回しか映らないサメ映画『スナイパーシャーク』を見せるぞ！」

「知らないよ！　どうなってるのサメ映画業界！」

　どうなっているのかと聞かれたら答えねばならないだろう！

　僕は眼鏡のブリッジを中指でくいっと持ち上げて位置を直した。

「『スナイパーシャーク』は凄すごいんだぞ、まずオープニングでサメが登場する、これが貴重な一回目のサメだ。そしてサメ退治に雇われたスナイパーが見回りをしていると偶然薬物の取引現場を目撃してしまい、サメそっちのけで中国人マフィアと戦うことになり、最後はいきなり出て来たサメに食われて全滅するんだ！　これが二回目のサメの登場だ！　あまりにもサメが出て来ないから僕は途中でこれがサメ映画だってことを忘れかけてたんだからな！　どうだ見たくなっただろ！」

「にはは」

　相あい原はらさんが笑う。

「なんだよ、アッキーにも好きなものあるじゃん」

「……別に、そういうのじゃないよ」

　ふと語ってしまった自分が恥ずかしくなり目線を逸そらす。

　きっと彼女は季節外れの向日葵ひまわりのように微笑ほほえんでいる。

「今度は二人でサメ映画を見に行こうぜ！」

「いや、それはやめとけ。サメ映画と書いてクソ映画と読むような世界だ。何の準備もなくサメ映画世界に飛び込むとかそれこそ自殺行為だぞサメだけに」

「お、おう。アッキーが超マジな顔してるよ……」

「まあ、気が付いたらそのＢ級っぷりがくせになっているわけだがな」

　少しだけ、相原さんがアニメ実況をする気持ちがわかった気がした。

「代わりに初心者にもオススメのサメ映画を貸してあげよう。空飛ぶサメと頭が五つあるサメと巨人と戦うサメのどれが良いい？　個人的には空飛ぶサメが一押し」

「サメが空を飛ぶの？」

「雪山を泳ぐサメとか宇宙を泳ぐサメとか時間の流れを泳ぐサメもいるぞ」

「よくわかんないけど、じゃあ空飛ぶサメで」

　他人の悪口は最高の娯楽だと言うが、好きなものを語るのも同じぐらいに楽しいのだ。

　そして長かったアニメ鑑賞会も終わる。

　エンディングテーマが流れ、次回予告までしっかりと見て、録画再生を終了。

　テレビ画面が夕方のニュースに切り替わり、僕たちの口から長い溜ため息いきが零こぼれ落ちた。

「んー、楽しかった。サンキューカレシ！」

「どういたしましてカノジョ。僕も楽しかった。けど、さすがに疲れたよ」

「にはは。ぶっ続けで五本も見ればねー」

　確かに疲れた。だが、同時にある種の達成感のようなものも感じていた。

　何より、見たばかりのアニメについて語りたかった。

　僕たちは達成感を共有するように、互いに感想を語る。

「カレシはどれが良かった？　あたし、『きたくしたい部！』」

「『最強チートなら無双できると思った？』かな。世界が平和過ぎてチート能力が意味ないって設定がまず好き。素直に笑えるドタバタコメディって貴重だよね」

「あれは設定勝ちだよねー。無双する気で転生したらめっちゃ平和な世界で、異世界もののお約束が何一つ通用しないんだもん。冒険者も魔物もないしさ」

「一話で自信満々に冒険者ギルドの場所を聞いて『現実と物語の区別がついてないかわいそうなひと』扱いされたのは泣けた。冷静に考えたら冒険者ギルドってわりと謎なぞだけどさ」

「あたし、ヒロインが職業安定所の窓口（非正規）ってファンタジー初めて見たよ」

「つうかあれ異世界版ドン・キホーテだよなあ」

「安売りのお店？」

「古い小説。とりあえず、そろそろ立ってくれ足が痺しびれて痛い」

「はーい……あ！」

　にやり、と相あい原はらさんが笑った。

「これはあれですかな？　立ち上がった拍子にアッキーよろめいてあたしが押し倒されてイヤーンバカーンラッキースケベー、ってお約束の展開が！」

「起きてたまるか！　ラブコメじゃねえんだぞ」

「わかんないよー。アッキーがラブコメの神さまに愛されているかもしれない」

「彼女どころか女友だちすらいなかった僕が愛されてるわけねえだろ！」

「大丈夫、あたしは心が広いから事故なら怒らないぜ！　ツンデレ暴力ヒロインみたいにぶん殴ったりしないから安心してラッキースケベろう！」

　相原さんは立ち上がり、カモーンとばかりに両手で手招きする。

　おまえはどっかの格闘ゲームのキャラか。

　あんな前振りをされて転ぶわけにはいかないと僕は胸に固く誓い慎重に立ち上がる。

　足はぴりぴりと痺しびれ、生まれたての小鹿のようにぷるぷると震える。

「……どうよ」

　だが、それでも無事に立った。

　相あい原はらさんは呆あきれたように鼻で笑ってわざとらしく肩をすくめる。

「ふぅ、やれやれ……カレシのヘタレっぷりには困ったもんだよー」

「うわうぜえ」

　思わず呟つぶやいたが僕は悪くないはずだ。

　立ち上がった状態でしばらく我慢していると足の痺れも引いて来た。

「よし、相原さんはこれからどうするの？」

「家に帰って深夜アニメに備えて寝ます！」

　何な故ぜかドヤ顔で胸を張った。

　サイドテールの髪が揺れ、無駄にでかい乳がたゆんと弾む。

「あ、コップとお皿を片づけとくねー」

「後で片づけるからそのままにしておいて。家、どこ？　途中まで送るよ」

「おおっ、アッキーそれ凄すごくカレシっぽいよ。璃り子こさんポイントを三点あげちゃう！」

「マジで。それ集めると何が貰もらえるの？」

「璃子さんの愛が貰えちゃいます、きゃはっ」

　バチコーンと、キュートなウインクを飛ばして来た。

「アイテムとして使用すると自分の位置がわかる優れものだよっ！」

「スマホで良いいじゃん」

「いつでもあたしとお話ができるんだよ！」

「だからスマホで良いじゃん」

「うるせえ、黙ってあたしの愛を受け取るんだよ！　大事なアイテムだから捨てられないぞ！　永遠に持ち物欄を圧迫し続けてやるんだからな！」

「なんて迷惑な愛なんだ。つうかコンビニに行くついでだからね」

「えー、なんだよそれー。がっかりしたから璃子さんポイントは二点減点です」

「はいこれ、借りてたペンダーのボックスと空飛ぶサメ」

「サンキュー」

　ペンダーとサメのＤＶＤを紙袋に入れて渡す。夕方のニュースを流していたテレビを消して窓を閉める。どこかの家の夕飯だろうか、ふとカレーの匂においがした。

「そういや、コンビニでなにするの？　週刊ステップの立ち読み？」

「晩ごはんを買うんだよ。今日、母さんが仕事で遅くなるから」

「なんだ。じゃ、あたしがごはん作ってあげるよ」

「……Ｐａｒｄｏｎ？」

　思わず英語で聞き返かえした。

「やったねカレシ！　カノジョの手料理イベントだよ！」

　相あい原はらさんは軽やかにスルーして（英単語の意味がわからなかった可能性も高い）部屋を出る。無駄に軽やかな足取りで一階に降り、台所に入り、ナチュラルに冷蔵庫を開けた。

　冷蔵庫の中身をしげしげと見回して一つ頷うなずき、振り返って僕に問う。

「これならいけるね。アッキーさんやエプロンありますかな？」

「そこの椅い子すのところに母さんがいつも使ってるのがかかってるけど……いや、マジでそこまでしていただかなくても全然大丈夫なんですけど」

「あたしも全然大丈夫。なーに、気にせず璃り子こさんの厚意に甘えなさいな。あ、もしかしてアッキー、手料理はお母さんの以外食べられなかったりするタイプ？」

「そんな末期的なマザコンになった覚えはないな」

「なら良いいじゃん。カノジョの手料理とかラブコメだったら外せないぜ！」

　確かに女の子の手料理という響きに心の天てん秤びんが傾くのは否定できなかった。

「そりゃそうだけど……いや、相原さんも帰り遅くなったら困るでしょ」

「へーきへーき。ちゃっちゃっとやれば三十分もかかんないし」

　言う間にも相原さんはエプロンを手に取り身に着ける。

　エプロンにはデフォルメされたサメが描かれている。僕が小学校の家庭科で作ったエプロンだ。放置していたらいつの間にか母さんが使い始めていた。

　小柄な母さんに丁度いいサイズなので、相原さんだと少し丈が足りない。

　きゅっと、腰の後ろでエプロンの紐ひもを結ぶ仕草がかわいかった。

　うし、と、相原さんが制服の袖を捲まくる。

　僕は根本的かつ根源的な問いを口にする。

「そもそも、相原さん料理できるの？」

「うん。ギャルでオタクだけど普通に料理できるよ」

「マジかよ。ギャルでオタクだけど普通に料理できるのかよ」

「マジマジっすよ。璃子さんわりと料理得意っすよ」

「得意料理は？」

「冷蔵庫の中の余り物でちゃちゃっと作るおかずです」

　なんだこの謎なぞのやりとり。

　僕たちの会話はたまに意味のわからない時空に飛ぶな。

　あっはっはっ、と相原さんも意味のわからなさに笑っている。

「何なら、そこで見てるー？　あたしどっちでもいいけど」

「炭が出来そうになったら容赦なく止めるからな」

　と、いうことで僕は椅子に座って料理する相原さんを監視……見守ることになった。

「カレシー、冷蔵庫の卵とベーコンと野菜を使うねー」

「ああ」

「フライパンとサラダ油は……あ、流しの下か」

「なに作るの？」

「オムライスとコンソメスープだよん」

「……へえ」

　生あい憎にくと、気の利いた返事は思いつかなかった。

　てきぱきと相あい原はらさんが台所で動いている。

　鍋を火にかけ湯を沸かす間に野菜を切ってレンジで温め、その間にベーコンをフライパンで炒いためて、とメインとスープを同時並行で作り進めている。

　めっちゃ手際が良かった。

　本当に普段から料理をしていて作り慣れているひとの動きだ。

　僕なら多分、お湯が沸くのをじっと待って、それから野菜を切ってるだろう。

「……」

　バターの香り、口ずさむ鼻歌、腰の後ろで結んだエプロンの紐ひもが揺れている。

　二人でぐだぐだのオタトークをしている時とはまた違う居心地の良さがそこにあった。

　台所に優しい匂においが広がっていく。

　僕は黙って彼女の後姿を眺めていた。

　不意に彼女が振ふり返かえり、僕は思わずドキリとする。

「もうちょっとで出来るから、待っててね」

　綺き麗れいだなと、思ってしまったのは内緒である。

　そして本当に三十分もかからず、僕の前にオムライスとコンソメスープが並んだ。

　エプロン姿の相原さんがケチャップを手に問う。

「オムライスになんて書く？」

「『諸行無常』」

「オッケー、カノジョＬＯＶＥっと」

「相原さんって、ちょくちょく僕の扱いが雑になるよね」

「それアッキーに言われたくないなあ」

　ケチャップで『ＬＯＶＥ』と書かれてオムライスが完成した。

　鮮やかな黄色と赤色。ふんわりと残るバターの香りが食欲をそそる。

　相原さんはエプロンを外して、食卓を挟んで反対側、僕の正面に座った。

「さ、食べて食べて」

「いただきます」

　僕はスプーンでオムライスを口に運んだ。

　ああ──おいしい、な。

　ごく自然にそう思った。

　ほっとする味、とでも表現するべきだろうか素朴に美う味まい。初めて食べるのにどこか懐かしい気すらする。

　そして僕のそんな感想が雰囲気に出ていたのだろう、相あい原はらさんは猫を思わせる瞳を輝かせ期待するように僕を見詰めていた。

「どうよどうよー」

「相原さん、きみは、それでも本当にギャルなのかい？」

　僕は大仰な仕草で額に手を当て首を振り、わざとらしく大きな溜ため息いきを吐つく。

「ギャルというキャラクターに従うなら料理が下手である方がそれらしい。裏をかくなら満漢全席が出て来るレベルで料理が得意であるべきだ。翻ってキミはどうだね？　ここにあるのは平凡なオムライスだ。『無難に料理ができるギャル』、オタクとして言わせて貰もらえば、一番つまらない結果と言わざるを得ないね。キャラが弱いよ、キャラが」

「長い一行で」

「普通に美味いっす！　璃り子こさんパネェっす！　自分間違えてたっす！」

「でっしょー？」

　にんまぁぁぁぁぁぁぁぁっと相原さんが嬉うれしそうに笑う。

　くそっ！　絶対にこういう反応をするとわかっていたのに！

「あああああああああ、なんだこの敗北感！」

「どうだいアッキー。カノジョの手料理は美お味いしいかい？」

「うめっ、うめっ！　めっちゃうめえ！」

「たっぷり食え、おかわりはないぞ！」

　美味い、けれども悔しい。

　この目の前でドヤ顔で勝ち誇っているクソギャルの鼻を明かしてやりたい！

　なにかこのギャルを動揺させる台詞せりふを！

　僕の中にある無駄な反骨心が湧き上がり、そして言ってしまった。

「き、きっと、相原さんは、い、良いいお嫁さんに、なれるよ」

「にゃ？」

　一瞬、きょとんとして、瞳をぱちくりさせ──

「ぶひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃ！」

「そこまで笑うか！」

　指さして大爆笑してくれやがった。

　瞳にうっすら涙が浮かんでおり、片手で自分のお腹なかを押さえている。

　わかってるよ！　自分でも似合わないこと言ったなと思うよ！

「だって、い、今時っ、そんな、ベタな台詞せりふっ！　アッキーが、やばっ、オモロー！」

「二度と言わん、帰れ！　今すぐ僕の目の前から消えろ！」

「あはっ、ごめん、ごめんって」

　ひーひーとまだ肩で息いきをしているが、やっと普通に会話できる程度に回復したようだ。

「だってさ、すっごい真顔なのに、声は震えてるし、どもってるし、すっごい照れてるの丸わかりだし、どったのラブコメっぽい台詞を言ってみたかったの？」

「忘れろ、気の迷いだ」

　確かに、全くそういう意識がなかったとは言わない。

　自然に、あの場面ならこの台詞を言うべきなんだろうなと思った。

　実際に口に出してしまったのは、まあ、雰囲気に流されたからで……

　僕は頭を抱えた。

「一生の汚点だ、よりにもよって相あい原はらさんみたいなクソギャルに」

「にはは。もう一回言ってよ、今度はスマホで撮っとくから」

「誰が言うか、冗談じゃない」

　僕はオムライスの皿を持ち、顔をそむけてがつがつと食べ始める。

　ああくそっ、美う味まいなあ！

「でも、あたしはアッキーのお嫁さんになっても良いいよ？」

　げほっ！　ごほっ！　がほっ！

　やばいっ、オムライスが変なところに入った！　苦しっ、むせるわ！

「わ！　ちょっと待ってね、はいアッキーお水だよっ！」

「あ、ありが、ごほっ！」

　慌てて相原さんがコップに水を入れて持って来てくれた。

　僕はそれを一気に飲み干して、少し落ち着いた。

「カ、カノジョから何段飛ばしだよ！　反撃がオーバーキルにも程があんだろ」

「そっかな？　あたしはアッキーと一緒にいると楽しいけど」

　相原さんが小首を傾かしげる。

　いや楽しければ結婚して良いとかちょっと簡単すぎるだろ、と反論するつもりだった。

「大切にしてくれそうだしね」

　にこりと季節外れの向日葵ひまわりが咲く。

　優しい瞳が僕を見詰めていた。

　するりと風のように彼女が僕の心に入って来たような気がした。

「相原さん」

　自分の肩から力が抜けるのがわかった。

「美味いよ、ありがとう」

「どういたしまして」

　何な故ぜだか嬉うれしそうに、彼女は僕がオムライスを食べるところを眺めていた。

　一人で食事をすることには慣れている。

　むしろ誰かと食事をすることに慣れていない。

「あたしね、食べるのも好きだけど食べてるひとを見るのも好き」

「変わった趣味だね」

「伝わって来るから、そのひとの『好き』が」

　けれども悪い気分ではなかった。




　僕たちは連れ立って家を出た。

　茜あかね色いろの空が一面に広がっていた。

　夕焼けの美しさは悲しみに似ている。

　去り行く時間を惜しむ、別れの色だ。

　相あい原はらさんが夕焼けを見上げて言った。

「これだけ綺き麗れいな夕焼けならさー、明日もきっと良いい天気なんだろうね」

「……その発想はなかったな」

　僕たちは茜色の空の下を二人並んで歩あるき出す。

　他た愛あいなく意味もなく、しかし楽しくはある話をしながら。

　長い影もまた僕たちの後ろに続いていた。

　話は途切れることなく、影もまた永遠のように長い。

「あ、この辺で良いよ」

　そして僕たちは互いに足を止める。

「あのさ……」

「どしたねアッキーさんや？」

「あー、うん、なんてーかさ、うん。えーと、あれだよ」

　呼び止めておきながら言い淀よどむ自分が少しばかり滑こつ稽けいでもあり悲しくもある。

　相原さんは僕をまっすぐに見上げている。

　風が吹いた。

　サイドテールが揺れて、穏やかな茜色に輝く。

「……今日は楽しかったです。よろしければまた一緒に遊びませんか」

　たとえ僕の顔が赤くなっていたとしても、それは夕焼けのせいだ。

　相原さんがバシバシバシと乱暴に僕の肩を叩たたく。

「なんだよー、愛の告白みたいな雰囲気出してんじゃねーよ！　おまえ馬鹿だな、そこで敬語になるあたりが特に馬鹿だぜ。めっちゃマジな顔しやがってよー」

「うっせ、仕方ないだろ。こんなこと言うの生まれて初めてなんだよ！」

「にはは。アッキーは本当に面倒くさい奴やつだね。かわいかったから頭撫なでちゃる」

「おい、こら、やめろ！」

　がしりとヘッドロックでもするかのように僕の頭を抱えて撫でて来る。わしゃわしゃと髪型をめちゃくちゃにするような、じゃれつく犬にするような手付きだ。

　すぐ傍そばに彼女の顔がある。

　満開の向日葵ひまわりのように笑っている。

　ただの友だちには近過ぎて、恋人と呼ぶには少しだけ遠い。

　今の、僕たちの距離。

「今度、どっかにお出かけしようぜー。オタデートしようぜー」

「はいはい、楽しみにしておきますよ。だからいい加減に──しろっ！」

　相あい原はらさんを引ひき剥はがし、仕し返かえしの一つでもしてやろうかと思い手を伸ばす。

　しかし、彼女はひょいと僕の手を避よけて身をひるがえした。

「へっへっへっー、こー見えて、あたしスポーツは得意なんだぜ！　そんな速さじゃあたしは捕まえられないなー。ってことで、あばよー、カレシ！」

「覚えてろよカノジョー！　今度は僕の得意分野でぼっこぼこにしてやるからな！」

　サイドテールの髪を、茜あかね色いろの光になびかせて、相原さんが歩あるき出す。

　遠ざかる背中を僕は見送る。

　くるりと、相原さんが振り返る。

　大きく手を振って彼女は言った。

「また明日ねー！」

「……ああ！」

　僕もまた笑顔を返して手を振る。

　やがて相原さんの姿が見えなくなった。

　夕暮れに吹く五月の風はまだ冷たい。けれど、不思議と寒くはなかった。




　風呂に入り、今日の復習をして、明日の準備をする。寝る前には深夜アニメの録画予約にミスがないかを確認する。全すべてが終わると丁度、日付が変わる直前ぐらいだった。

　そろそろベッドに入ろう。

　ピロリンと、音がしてスマホにメッセージが届いた。

『サメ見たよ！　ちょーおもしろかった！』

　もう寝る前だし、少し悪い気もするが適当に切り上げよう。

『チェーンソーでサメと戦うシーンが無駄にスタイリッシュで笑ったよ。ちょっとご都合だなーって思ったけど、サメと人間の空中戦が面白かったから許す』

『わかる。超わかる』

　そして、気付くと一時間もサメ映画について語っている僕がいた。

　いかん、さすがに寝ないと明日に差し支つかえる。

『ごめん、そろそろ寝る』

『おｋ。あたしアニメ実況して寝る！　お・や・す・みー♪』

　おやすみと挨あい拶さつをして僕はベッドに寝転んだ。

　目を閉じると相あい原はらさんの匂においがした。

　石せつ鹸けんを思わせる柔らかい香り、相原さんの残り香だ。

　アニメ三本分くらいはこのベッドの上で寝っ転がっていたのだから香りも残るだろう。

　僕はまるで相原さんに抱き締められているような気分に──

　っていうか、僕の枕まくら、相原さんがずっとクッション代わりに抱きしめてたよな。

　あのおっぱいの下に、この枕があったわけで。

　枕からもあの柔らかい匂いがするわけで。

　つまりこの残り香は……

　がばり、と僕は起き上がる。

　落ち着こうと深呼吸する──相原さんの匂いを肺いっぱいに吸い込んでしまう。

　気にするな、気にするな、気にするな、ちょっと石鹸の香りに似てる──

　うおおおおおおおおお！

　意識しないようにすればするほど気になるんじゃああああああ！

　ちくしょうおっぱいめええええええええええええええええええ！

「こんなもん、寝られるわけねえだろがあああああああああああ！」

　結局、その夜、僕はほとんど眠ることができなかった。

　大体全部、相原さんのせいだ。




　案の定、翌日はひどい寝不足で僕は吸血鬼にでもなったような気分だった。

　朝の日差しがちくちくと痛い。通学路を歩あるく足取りも必然重いものになる。

「アッキー、おっはよーん！」

　ばっしーん、と、僕の背中を盛大に叩たたいて、相原さんが現れた。

　季節外れの向日葵ひまわりのような笑顔を僕に向ける。

　眩まぶしくて思わず目を細めた。

「おはよう。アニメ実況とかで夜更かししてるくせに元気だね」

「にはは。体力には自信がありますので。アッキーはなんか元気ないね。どったの？」

　ベッドにおまえの匂いが残っていたせいで悶もん々もんとして一晩眠れなかったんだよ──とはさすがに言えなかった。むしろ言ってたまるか。

「知ってる？　夜はちゃんと眠らないと体が成長しないんだよ」

「ふーん？　でも、これ以上育つとさすがに邪魔になるからなー」

　何を勘違いしたのか、相あい原はらさんがたゆゆんと大きく膨らんだ乳を両手で持ち上げた。

「脳の話だよ。ったく、もうすぐ中間試験だけど大丈夫なのかよ」

「……えへっ」

　相原さんが無駄に媚こびた感じのかわいい顔をした。

　どうやら見た目そのままに勉強の方は駄目らしい。

「勉強できなくても、ほら、あたしアッキーのお嫁さんがあるじゃん？」

「馬鹿はお断りだ」

「やーん、アッキーがカノジョに冷たいよー、優しくないよー」




　ふわりと、風に乗り石せつ鹸けんに似た香りがしていた──





第三話「カノジョ（仮）とデートと新たなる仲間」










　相原さんは人気者だ。

　僕が校内で見かけた相原さんは、いつも誰かと一緒にいた。

　いわゆるリア充、体育会系っぽい上級生、いかにも変わり者な美術部員、僕が言うのもなんだがモブっぽい普通の生徒、なんで校内にいるのかわからないお爺じいさん、校内に迷い込んで来た犬──などである。

　自分の『好き』を伝えたい。

　誰かの『好き』を受け止めたい。

　彼女はいつだって誰かの傍そばにいて、いつだって誰かに笑顔を向けている。

　だからこそ、彼女がいるだけで場は華やいで空気が和らぐのだろう。

　さすがに僕が見た中で一番意味不明なサメ映画を見せた時は無表情になったが。

「ちょりーっす。アッキーは中間テストどうだった？」

「余裕」

　衣替えで夏服になった六月の半ば、相原さんが数日ぶりに放課後の教室に姿を見せた。

　試験期間中はさすがに相あい原はらさんの襲撃も少なく（つまりゼロではなかったということだ）平穏な日々を過ごしていたが、それも今日で終わりということだ。

　いつものように相原さんが前の席から椅い子すを拝借して腰かける。僕は返却された答案を鞄かばんから取り出して机に広げた。

「うわっ、九十二点とか九十八点とか見たことのない数字が並んでるよっ！」

「相原さんこそどうなの？」

「赤点は回避したよっ！」

　サイドテールの髪、猫のような瞳、胸元の開いたシャツに短いスカート。

　自慢気げなブイサインと共に宣言された。

「やるじゃん」

「まあね……って、それ褒めてないっしょ！　むしろ馬鹿にしてるでしょ！」

「そこに気付くとは、さてはおまえ天才だな」

「ま、いいや。別にあたし勉強に生きてるわけじゃないしねー」

　負け惜しみゼロ％のあっさり感。

　爽さわやかな笑顔を浮かべて、びしりとサムズアップ。

「ってことで試験の憂さ晴らしにデートしようぜ！　オタクデートしようぜ！」

「え、やだ」

「オッケー、じゃ次の土曜日ね。一日遊び倒そうぜ！」

「すげえ、言葉が通じているはずなのに会話が成立してない」

「にはは。まあ聞いてくださいよカレシどん」

「お聞きしましょうかカノジョどん」

「実はあたしの友だちが『ときパン』って乙女ゲーのファンなのですよ」

　相原さんがスマホを操作して、公式サイトを見せてくれた。

　正確には『ときめきパンデモニウム』というタイトルのゲームらしい。

　平凡な少女のマリカ（儚はかなげな印象で個人的にはストライク）が手違いで地獄にある悪魔たちの学園『聖パンデモニウム学園』に通うことになる──という、ありきたりを通り越して安心感すらある設定で登場する悪魔たちも乙女ゲーらしくイケメン揃ぞろいのようだ。

「……とりあえず、悪魔が通ってるのに『聖』ってのが気になるんだけど」

「にはは。まあ細かいことは気にしなさんな。で、このときパンがですな、今度、スイートパレードとコラボすることになったのさ」

「ごめん、スイートパレードもわからない。それも乙女ゲー？」

「スイパレはケーキとお料理が食べ放題のお店だよ」

「話が見えて来た。つまり、そのときパンのコラボ喫茶とやらに付き合えと？」

「いぐざくとりぃ！　その通りでございます！」

「英語らしく発音しろとまでは言わないからせめてカタカナっぽく発音しようか」

　つうかそれ、デートじゃねえよな。

　話の流れ的に、僕と相あい原はらさんと相原さんの友だちの三人でコラボ喫茶に行くんだよな。

「ときパンが好きだからコラボ喫茶に行きたい、でも一人じゃお店に入り辛づらい。だったらあたしたちがお付き合いしましょうってことさ！」

　弾はじけるような満面の笑みと共に相原さんはサムズアップする。

「カノジョの道はオタ友から！　まずはフレンズを増やしてこうぜ！」

「……大体わかった。要するに双方向にお節介を焼いたわけだね」

　確かに、友だちもいない奴やつにカノジョが出来るわけはないだろう。僕はカノジョが欲しいわけではないが理屈としては理解できる。つうかこのギャル本気でこんなクソオタクにカノジョを作るつもりか。無駄な努力という言葉を知らないようだ。

「暇だし良いいけどね」

「ありがとアッキー！　なんだかんだ言って付き合いが良いおまえが大好きだぜー！」

「はいはい、うざいうざい」

　冗談めかして抱き着いて来ようとした相原さんの額に軽いチョップを叩たたき込こむ。

「相原さんはやったの、その、ときパン？」

「うん、あたしあんま乙女ゲーとかやらないけど面白かったよ」

　瞳を輝かせて僕に微笑ほほえみかける。

「ヒロインのマリカが健けな気げでめっちゃかわいかった！」

「……ふぅん、それなら僕も少しは予習しとくか」

「にはは。アッキーならそう言うと思ってソフト借りて来たぜ！」

　じゃじゃーんとばかりに鞄かばんからゲームソフトを取り出して僕に押し付けて来る。

「本当ならあたしもアッキーの家に押しかけて一緒に乙女りたいところなんだけどねー」

「乙女りたいってなんだよ。いや意味はわかるけど」

　彼女はわざとらしい大仰さで肩をすくめて首を振り、やはり大おお袈げ裟さに溜ため息いきを吐つく。

「残念ながら璃り子こさんは部活なのですよ。そろそろ出ないと部長に怒られるのです」

「相原さん部活に入ってたの？　いっつも遊んでるし帰宅部だと思ってた」

「水泳部だよん。ここ公立だけど温水プールあるから一年中泳げるんだよね」

　確かに、うちの高校には何な故ぜか温水プールがある。パンフレットにも載っていた。

　そうか相原さんは水泳部なのか……水泳、か、うちの学校の水着どんなのだっけ。

「ま、あたしは記録とかにはきょーみないエンジョイ勢だけどね」

「好きなんだ、水泳」

「うんっ、泳ぐのって気持ち良いよ」

　弾ける水の雫しずくのように爽さわやかな笑顔そして巨乳。

　一転、相あい原はらさんは悪戯いたずら猫のように笑う。

　その巨乳を両腕で挟み込んで持ち上げ──谷間を強調して──上目遣いに僕を見た。

「んふふー、あたしの水着を想像してるだろー。このエロアッキーめー」

「し、してねーし。興味ねーし。二次元じゃねーし」

　このギャルはエスパーかよ！　いや今のは僕がわかりやす過ぎただけか！

　でもしょうがねえよな、水泳部とか言われたら絶対に水着を連想するっての！

　思わず視線を逸そらすが、相原さんは身を乗り出して強引に視線を合わせて来る。律儀にもたゆゆんとその巨乳を持ち上げて強調したままでだ。

「本当かにゃー？　知ってるんだぞー、璃り子こさんのおっぱいをちらちら見てるのー」

「そ、それは、無駄にでかいから目が行くだけで、見たいわけじゃない！」

「とか言いながら、今も見てないかにゃー？」

　たゆゆんたゆゆん。

　うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおあああああああ！

　わざとらしく見せつけやがってこのクソギャルめえええええええええええええ！

　もっと説得力のある言葉で対抗しなければ巨乳大好き星人にされてしまう！

「そもそも僕の好みはな、黒髪ロングでスレンダーで陰のあるタイプなんだよ！」

　今の台詞せりふは──言うべきじゃなかったかもしれないと後から思った。

　相原さんは、カノジョで、僕の言葉は、ただの全否定で。

「あー、確かにアッキーはそういうタイプが好きそうだよねー」

「……え、あ、はい。そうですね、大体そういうヒロインを好きになりますね」

　普通に肯定されたぁ！

　良かったと安心する反面、ちょっと複雑な気分ですよ相原さん！

「っていうか、あたしの要素が一つもなくない？」

　遅っ！

「なるほどね、つまりアッキーは──」

　全すべてを理解したように彼女は頷うなずく。

「まったく好みじゃなくても惚ほれちゃうぐらいあたしが『好き』ってことか！」

「……」

　やだ、このギャル超ポジティブ。

　ばちこーんとサムズアップしながらウインクしてる。

「ふふっ……んなわけねーだろ、バカ」

「にはは。照れてんじゃねーよ」

　思わず口元に浮かんだ笑みを隠す。

　けらけらと笑いながら彼女が僕の肩を小突く。

　友だちと呼ぶには近く、本物の彼女になるには少し遠く。

　この距離とこの空気は嫌いじゃない。

「あっ！　部活忘れてた！　あたしもう行かないと！」

「僕も帰るわ。途中まで一緒に行こう」

「ひゅー、今のは久しぶりに璃り子こさんポイントを追加するしかないぜ。カレシも段々、女の子の扱いがわかってきたじゃねーか」

「カノジョが良いいからねー。色々と学ばせて貰もらってますわ」

「照れますなー」

「遠回しに『おまえ、くっそ面倒くさいよな』って言ってるつもりなんですけど？」

　他た愛あいのない話をしながら放課後の学校を歩あるいた。

　いつもより昇降口が近くなったような気がした。




　正直な話、あまり期待してはいなかった。

　ときパンのことだ。ありがちな設定にいかにも女性向けな耽たん美びなキャラデザイン。あらすじを読む限りではよくある学園ラブコメという印象しか受けなかった。

　夕食と入浴を済ませ一応、ぐらいの気持ちでソフトを起動させた。

　プレイ中に相あい原はらさんからメッセージが届いた。

『待ち合わせはスイパレ前に十時半でよろ。あたし、先に整理券取って待ってるから』

『了解』

『ときパンやってる？』

『体育祭が終わった。そろそろ個別ルート入れそうな雰囲気』

『そか、邪魔したら悪いから大人しくしてるねー』

『おやすみ』

　ゲームを再開する。そして気付いたら午前三時を過ぎていた。




　土曜日の朝、僕はきちんとアイロンをかけたアニメＴシャツ──洒落しやれで一度着たら、毎回着る破目になった──にスラックスを身に着け、上に一枚軽い上着を羽織る。肩にトートバッグを下げて家を出た。

　休日の電車で四十分（快速）、スイパレのあるちょっと賑にぎやかな町に出た。僕はもっぱら通販派だが、地元にはないオタクに優しい書店（漫画やラノベが豊富で同人誌、いわゆる薄い本なども取り扱っている）などもあり町のオタク力は高めだ。

「相原さんの友だち、か」

　果たしてどんなキャラクターなのだろうか、休日で賑わう町を歩きながら予想する。

　乙女ゲーのコラボ喫茶に行きたがるということは女性オタクで、一人ではお店に入り辛づらいということは人見知りする方か……小動物タイプと見た。

　悪くない。これで黒髪ロングなら最高に悪くない。

　僕が脳内で相あい原はらさんの友人（仮）を想像している間に目的地に着いた。

　スイパレはショッピングビルの二階にテナントとして入っており、付近は僕たちと同じくときパンコラボ目当てであろう女性たちで非常に賑にぎわっていた。

　アニメＴシャツの男オタクには場違い感が強い。まるで、オタクに優しい書店の女性向けフロアのＢＬコーナーに紛れ込んでしまったようだ。

「アッキー、こっちこっち！」

　賑わいから少し離れた壁際で相原さんが手を振り僕を呼んでいた。

　サイドテールに明るい笑顔、ギャルっぽいとしか僕には形容できない私服と無駄にでかい乳。要するにいつもの相原さん（私服）である。

　見慣れた姿にほっとした僕は、手を振ふり返かえしながらそちらに向かう。

　相原さんの隣に、ちょっとばかり予想外の人物がいた。

「……こんにちは」

「……」

　グラサンかけて派手なアロハシャツを着たヤンキー（男）である。

　背は高く肩幅も広く、サングラスをつけていてもわかる程に顔つきが厳いかめしい。ポケットに手を突っ込み、周囲を威嚇するような空気を放っている。

　相原さんがいなかったら間違いなく目を合わさないように後ずさりして逃げてる。

　カノジョの道はオタ友からって言っても、これは難易度が高すぎだろ！

　第一歩からベリーハードじゃねえか！

　いやちょっと待て、今日って乙女ゲーのコラボ喫茶に行くって話じゃ──

「いやー、今日はおれに付き合って貰もらって悪いべな！　あ、おれは四組の新にい浪なみ健けん司じだべ。こんな形なりしてるけどガチオタクなんでよろしくするべやー」

「あ、ども。綿わた貫ぬきアキラです。よろしく新浪くん」

「健司で良いいべや。同じオタク同士仲よくするべ」

　超友好的だ！

　口調がなんか漫画のヤンキーだけど！

「ときパンはどうだったべ。プレイしてくれたんだべな？」

「一応、コンプしたよ、トゥルーエンドも見てＣＧ回収も終わった」

「おお、やるべな。どうだったべ」

「よくあるドタバタ学園ラブコメ──」

　僕は眼鏡のブリッジを中指でくいと押し上げる。

「──だと中盤までは思っていました。『強欲』だから守しゆ銭せん奴どとか、『色欲』だからプレイボーイとか、単なるキャラ付けだと思っていた悪魔としての『業』が個別ルートに入ると意味が全然違って来るのが凄すごい。マリカを愛したことが悪魔としての『業』つまり自己存在の否定に繋つながり結果として『業』の暴走を招きマリカを傷つけてしまう。愛しているからこそ『業』に苦しみマリカを遠ざけなければならない悪魔の葛かつ藤とうとそれでもひたむきに愛そうとするマリカの健けな気げさはまさに──」

「天使……だべな？」

　くいっ、とヤンキーいや、健けん司じがサングラスのブリッジを押し上げる。

　僕たちは手を握り合った。

　なんだよこのヤンキー普通に良いい奴やつじゃないか、ヤンキーだけど！

　相あい原はらさんがけらけらと笑っていた。

「アッキーちょろーい」

　やかましいわ。

　そして相原さんはわざとらしく、乳を押し付けるようにして僕の腕に抱き着いた。

「因ちなみにあたしたち、カレシカノジョやってまーす！」

「マジだべか！　おめえと付き合うなんて物好き、いや、かわいそう、あー、とにかく、ついにおめえにも彼氏が出来たんだべなおめでとう！」

「さんきゅー！　もう毎日がいちゃらぶフェスティバルさ！」












「いや付き合ってない付き合ってない。話すと長くなるから省略するけど、あくまでカノジョ（仮）だから！　お試しの練習台だからこのギャルは！」

　既成事実が作られそうになった僕は慌てて反論する。

　わりとひどい扱いをした気がするが、まあ相あい原はらさんだし良いいだろう。

「そんな！　あたしと過ごしたあの熱い日々は嘘うそだったの！」

「バトペンやってただけじゃねえか」

　案の定、面白がって悲劇のヒロインぶる相原さんを一刀両断に否定する。

　眼鏡のブリッジをくいっと押し上げ首を振った。

「そもそも、ギャルにちょっと優しくされた程度で僕の好感度が上がると思わないで欲しいね。二次元は至高、三次元はクソ。ノー二次元、ノーライフ、オーケー？」

「ヒュー！　見ろよあのクールな態度、只ただ者ものじゃないぜ。きっとやべえオタクだぜ」

　ＨＡＨＡＨＡＨＡと、僕たちは揃そろってアメリカンに笑った。

　一緒になって健けん司じもアメリカンに笑っている。

「仲が良いのは分かったべや。相原のノリに付き合えるとかアキラもやるべな」

「アッキーはクール系真面目まじめ眼鏡と見せかけて面白いキャラしてるオタクだぜ！」

　びしぃ、と何な故ぜか関係ない相原さんが自慢そうにサムズアップする。

「因ちなみに、あたしとケンジはおなちゅーのオタ友だよ」

　おな？　ああ、同じ中学ってことか。

「中学時代はあたしもワルでね。ケンジとはあーんなことやこーんなことをしたもんさ」

「バトペンしたりゲーセン行ったりカラオケ行ったりだべな。色っぽいことは何一つなかったべ。つうか、二人きりですらなかったべ」

　要するに仲良しだったわけだ。

　今の僕と同じポジション……でもない、のだろうが。

　少しだけ、落ち着かない気分になる。

　スマホを取り出し時間を確認した。あと十分ほどで十一時になるようだ。

「僕たちの番はいつなの？」

「十一時から十二時までの一時間だね。コラボ中は完全入れ替え制だって」

「なんだ、もうすぐじゃん」

「そうだぜー、並んで待ってたあたしたちに感謝しろよー」

「はいはい、感謝感謝。今度、ジュースを奢おごってあげよう」

「わーい」

　僕たちのやりとりを健司が感心したように見ていた。

「アキラは相原の扱いに慣れてるべなあ」

「え、あたしとアッキーがラブラブ？　いやー照れますなー」

「相あい原はらさんを相手にするときは徹底的に無視して自分の言いたいことを言うか、全すべてを諦あきらめて従うかのどちらかを選べば良いいんだよ。どうせ大したことは言ってないんだ。きちんと会話を成立させようとすること自体が間違いなのさ」

「つまり愛の力だね！」

「そうだよ、愛の力だよ」

「なるほど、今のが実例だべな」

　健けん司じが感心したように深く頷うなずいた。

　この調子だと、中学時代は随分と振り回されてたんだろうなあ。




　十一時の五分前になると、ウェイトレスさんが店先に出て来た。

「お待たせしました。十一時からの整理券をお持ちのお客様、今から入場できます」

　話を切り上げ相原さんを先頭に入店する。

　店内は白地にハートを散らした乙女チックな空間であちらこちらにときパンのイラストやボードが飾られている。案の定、僕と健司以外に男性客の姿は見えない。

「……なるほど、これは男が一人ではいるのは無理だ」

「だべ？」

　女オタクだらけの空間をメイド服っぽい制服のウェイトレスさん（眼鏡をかけたクール系美人）に案内されて四人掛けのテーブル席に通された。

「コラボ期間中は一時間交代制になっております。通常商品はバイキング形式となっていますが、限定ストラップ付きの『ときめきパンデモニウム』コラボ商品は注文制になっております。ご注文がお決まりでしたらお受けしますが」

「はーい。アッキーは注文決まってる？」

「決めてるよ」

　僕は頷き、聖パンデモニウム学園の校章が入ったコラボ専用メニューを見る。

「『サタン王子の怒りのシチュー』と『マモン博士のゴージャスジュース』をください」

「あたしは『ルシファーさまの天に届くパンケーキ』と『アスモデウス先輩のラブピンクジュース』でお願いします」

「おれは『ベルゼブブさまの欲張りバーガー』と『ベルフェくんのナイトミルク』で」

　かしこまりました、と一礼して美人のウェイトレスさんがテーブルを去る。

　相原さんがふぅ、と一ひと息いきついて、例の如ごとく無駄にでかい乳をテーブルに載せた。相変わらず、つきたてのお餅のように柔らかく、マシュマロのような弾力を期待させる乳だ。

「よしっ、ときパントークでもしながら待とっか。まずはアッキーどうぞ！」

「僕？　じゃあミルトンの失楽園を下敷きにときパンのシナリオ考察でも」

「カレシどんや、それを語るのに何時間かかりますかな」

「安心してくださいカノジョどん、ほんの一時間……長いな」

「カレシはときどき頭の良いい馬鹿になるね」

　相あい原はらさんに完全に素の顔で言われた。

　やだ、ちょっとショック。

「いや、おれは興味あるべ？」

　健けん司じのフォローが心に染みる。

　こいつやっぱり良い奴やつだな、ヤンキーで見た目は怖いけど。

「気を遣ってくれてありがとう。好きなキャラは……マモン博士かな」

「守しゆ銭せん奴どクールなマモン博士かー」

「最初は嫌いや味みなキャラだけどデレたら一いち途ずなところがキュンと来るべな」

「そこだよ。金にならない話には一切興味がない嫌味な男が、個別ルートであんな熱いキャラになるとは思わなかった。ギャップって意味では一番かもしれない」

「序盤は嫌味キャラ、中盤はギャグキャラ、終盤では熱血キャラって変化が良いべな！　おれもかなり好きだべや。つうか、ときパンキャラはみんな良い味を出してるべ！」

　健司が身を乗り出し凄すごい勢いで食いついて来た。念願のときパンコラボ喫茶でテンションが上がっているのかサングラス越しの瞳がきらきらとピュアな輝きを放っているように見える。

「因ちなみに健司は誰が好きなの？」

「ルシファーさまだべな！　あの王道ツンデレっぷりが良いべや」

「あたしマリカ。学園祭のお姫さま衣装が好きー」

「学園祭は良かったね。個別ルート前のクライマックスだけあって力が入ってた」

　盛り上がるときパントーク。趣味さえ合えばオタク同士、打ち解けるのはあっと言う間だ。十分後にはもう何か月も前から友人だった気さえしている。

「お待たせしました。こちら、ご注文の品で間違いないでしょうか」

　わいわいしていると先程の眼鏡クールなウェイトレスさんが注文の品を運んで来た。

「どもー、ありがとうございましたー」

　相原さんがにこっと笑ってお礼を言う。

　ウェイトレスさんは軽く微笑ほほえみ返かえすとコラボメニューに付属するストラップをテーブルに置き一礼し去って行った。

　やっぱ美人だな……

「──いでっ！」

「なに見み惚ほれてんだよー、拗すねるぞこらー」

　相原さんが頬ほおをぷくっと膨らませて、僕にチョップする。

「べ、別に見惚れてねーし。ただ美人だなって思っただけだし」












「あたしは？」

「おまえはかわいい」

「やーん」

　照れ照れした感じに首を振る相あい原はらさんは本当にちょっとかわいかった。

　こいつたまにリアクションがピュアになるな。

「いちゃついてるとこ悪いけど、料理が冷めるべ？」

「い、いちゃついてねーし！　僕は三次元に興味とかねーし！」

「ふひひひひひひひ。カノジョでござるからな、隙あらばいちゃつくでござるよ」

　何キャラだよ！

「じゃせっかくだし乾杯でもしようぜ！」

　そしていきなり元に戻るのな！

「何に対してさ」

「来期のアニメが豊作であるように祈願します」

「おめえ、単に乾杯したいだけだべ」

　相原さんが勝手にグラスを掲げて音頭を取り、僕たちも仕方なくそれに続く。

「それでは、オタ友との新しい出会いを祝ってかんぱーい！」

「恥ずかしいなおい！」

「まあ、夏アニメよりは乾杯っぽいべ」

　僕は不承不承に、相あい原はらさんは笑顔で、健けん司じは苦笑を浮かべてグラスを軽くぶつける。

　黄色が鮮やかなゴージャスジュースを口に含むと、爽さわやかな酸味と甘あま味みが舌の上に広がった。柑かん橘きつ系けいのミックスジュースだろうか、どことなく甘夏の香りがする。

　一方、ラブピンクジュースに口を付けた相原さんが小首を傾かしげていた。

「ねえねえアッキー、ちょっとこの先輩ジュース飲んでみてくれない？　甘酸っぱくて美お味いしいんだけど何のジュースなのかいまいちわかんない」

　そんなことを言って、グラスを僕の傍そばに置いた。

　だから間接キスじゃねえか。

　うん、もう慣れたよ。相原さんがそういうのを気にしない人だってわかってるよ。

　僕は気になるんだよ！

「相原は相変わらずぐいぐい行くべなあ」

　少しばかり懐かしそうに健司が呟つぶやいた。

　僕はその鮮やかな──作中の表現に倣ならうならば『恋のような』──ピンク色のジュースを口に含む。

　悪魔アスモデウスは七つの大罪の一つ『姦かん淫いん』を象徴するとされている。ときパンゲーム内では、マリカ（主人公）の先輩のセクシー系プレイボーイキャラだ。

　ドリンクはなるほど甘い見た目とは裏腹に酸味が強い。

「ザクロ、かな？　つうか、店員さんに聞けばよかったんじゃないの」

「あー、ザクロかー。ケンジのは？」

「ベルフェくんのナイトミルクだべか？　シロップ入りのホットミルクだべ」

「二度と目が覚めないぐらいに良く眠れそうだね」

「お見舞いイベントだべか」

　へへっ、と健司が照れたような笑みを浮かべた。

　悪魔ベルフェゴールは『怠惰』を象徴するとされている。ときパンのベルフェくんはいついかなる時も枕まくらを手放さない昼寝大好きのかわいい系キャラだ。

　お見舞いイベントでは特製ホットミルクを用意してくれ『二度と目が覚めないぐらいに良く眠れるよ』と小動物のような笑顔で悪魔らしくえぐいことを言うのだ。

　飲み物はなかなか美う味まかったが、料理はどうだろうか。

　僕が注文した『サタン王子の怒りのシチュー』は見事に赤くスパイシーな香りが食欲をそそるチリ風味のピリ辛シチューだ。ごろっとした大き目の牛肉も入っている。

「そだ、食べる前に写真撮っちゃお。インスタ映えーなんちゃって」

　パシャパシャと相原さんがスマホでパンケーキの写真を撮る。『ルシファーさまの天に届くパンケーキ』は段重ねにされたパンケーキにたっぷりと生クリームを盛った、ちょっと胸焼けしそうな感じのスイーツである。まあ女の子は好きそうだ。

「アッキーも撮って良いい？」

「どうぞ」

　真っ赤なシチューの皿を相あい原はらさんの方に寄せる。

　ぐいっ、と、いきなり肩を抱かれる。スマホで上からパシャリ。肩を組んでツーショットしてる姿を撮られた。

「カレシとデートナウっと……」

「全世界にデマを拡散するんじゃない」

　相原さんにチョップして僕はシチューに手を伸ばす。

　いただきますと呟つぶやき一口、見た目通りにスパイシーな味が舌の上に広がる。

　食欲をそそる程よい辛さが後を引く。

「ほいケンジ」

「おう、すまんべ」

　ナチュラルに相原さんと健けん司じが料理の皿を交換していた。

　怪け訝げんそうな僕の視線に気付いたのか相原さんがにやっと笑う。

「ヤンキーなのに甘いものを注文するのが恥ずかしいんだってさ」

「……言うなや。ヤンキーが甘党で悪いかべや」

　健司が俯うつむいて、恥ずかしそうな声で呟いていた。

　見た目はヤンキー。けれど本当はちょっと恥ずかしがり屋さんで胸キュンな少女マンガと乙女ゲー、甘いものが好きな乙女チックな趣味を持っている。

　これは、あれだな。

「萌もえキャラかよ！」

「ぶひゃひゃひゃひゃひゃ！　ですよねー！」

「うるせーべや。誰がなんと言おうとおれはこのパンケーキを食うべ」

　開き直ったようにナイフとフォークを手に取り件くだんの胸焼けがしそうな『ルシファーさまの天に届くパンケーキ』を食べ始めた。本当に甘いものが好きなのだろう、パンケーキにたっぷりと生クリームを載せて口に運ぶと頬ほおが緩み世にも幸せそうな顔をする。

　やだ、このヤンキーかわいい。

「あたしも食べよっと」

　一方の相原さんは『ベルゼブブさまの欲張りバーガー』に豪快に齧かじりついた。欲張りバーガーの名に恥じぬサイズで高さは十センチ、直径は二十センチほどもあるだろうか。切り分けるためのナイフとフォークもついているのだが、完全に無視である。

　おまえはもうちょっと女の子らしくしろよと思わなくもないのだが……もぐもぐと幸せそうに食べている姿はわりと普通にかわいいような気がしなくもない。

　僕の所有する価値観にいかなる変化があったのか、最近は相あい原はらさんがかわいく見えることが多くなって来た気がする。

「一口食べる？」

「食べない」

　思わず相原さんを見詰めていたらしい。

　にこりと笑う相原さんから目線を逸そらし再びスプーンを動かした。怒りのシチューは名前の通りに赤くて辛くて美う味まい。牛肉や野菜もしっかり入っており食べ応ごたえもある。

　なかなか満足の行く一皿だった。

「『で、貴様はいくら欲しいんだ？』って台詞せりふがまさかマモン博士なりの愛の告白だとは気付かなかった。いや普通気付かねえよ。個別ルートで種明かしされてびっくりした」

「でも良いいシーンだったべ。金を渡すことでしか自分の気持ちを表現できない博士の『業』が悲しくもせつなく表現されていたべや。あのシーンがあるからこそ、学校の屋上から札束をばら撒まく告白シーンが生きるんだべ」

「んああああああ！　マリカ！　マリカ！　かわいいよあたしのマリカぁあああああ！　文化祭のドレスも海イベントの水着も浴衣も最高だよマリカぁあああああああ！」

　そして食事を終えた僕たちは紅茶を片手に再びぐだぐだのオタトークをしていた。健けん司じと相原さんは通常メニュー（バイキング）のミニケーキもつまんでいる。

　ふと、ケーキを口に運ぶ手を止めて健司が言った。

「忘れてたべ、二人とも今日は付き合ってくれてありがとうな」

「にはは。オタ友同士、助け合うのは当たり前のことだろ！」

「おかげで面白いゲームに会えたから良いさ」

　実際、健司は外見こそヤンキーだが話しやすい男だった。

「いや、アキラには特に感謝だべ。スイパレはちょくちょくこういうコラボやるけど男一人で入るのはマジきついべよ。いつもは相原に付き合って貰もらってたんだけどな……」

　サングラスを外して、静かに首を振った。

「正直、相原と二人きりってのも精神的にきつかったんだべ」

「わかる」

「えー、あたしの何がきついのさー」

　相原さんが不満そうに唇を尖とがらせた。

　僕はシニカルな態度で肩をすくめる。

「うざくてうるさいところじゃない？」

「アッキーひどくない！　あたしのことをそんな風に思ってたの！」

「毎日のように思ってるよ。でも、そこがキミの素敵なところだろ、ばきゅーん！」

　真顔で指鉄砲を撃つ真ま似ねをした。

　相あい原はらさんがあの巨乳を下から持ち上げるように腕を組み、どこぞの殿様の如ごとく偉そうな態度で頷うなずいた。こういうところが実にうざかわいいと思う。

「よし許す！」

「相変わらずちょろいべな、おめえ」

「心が広いのさ！」

　びしりと相原さんがサムズアップする。

　物は言いようだなと僕は胸中で呟つぶやく。

　考えて見れば相原さんと健けん司じの関係もわりと謎なぞだ。

　中学時代からの、友人、らしいけれど。

「そういやギャルとヤンキーって珍しい組み合わせ……ギャルとオタクより普通か」

「あー、大したことじゃないべや」

　砂糖とミルクをたっぷり入れた紅茶を飲み、ふぅと健司が息いきを吐く。

　かちり、とカップを置く音がした。

「おれな、小学生の頃に少女漫画読んでるのがばれていじめられてたんだべ」

「……ふぅん」

　大したことあるだろそれは！

　話が予想外の方向に飛んだ、つうか、これ普通にして良いい話なの？

　乙女ゲーのコラボ喫茶でやるにはちょっと重過ぎない？

「で、自殺するぐらいならあいつらぶっ殺してやろうと思ってナイフ買いに行ったべ」

　行動に迷いがないな！

　もちろんその前に葛かつ藤とうとか色々あったんだろうけど、そういう省略されるとイジメから即ナイフに走ったキリングマシーンみたいだぞ！

「その途中で古武術の道場を見つけたんだべよ。ナイフと古武術なら断然古武術だべ？　ナイフ買うために下ろした貯金で道着買ってその場で入門だべよ」

「なるほど」

　ツッコミどころぉおおおおおおおおおおおおおお！

　でも、これ、ツッコミ入れて良い話じゃないよなあ！

「わかるー。古武術って憧あこがれるよねー」

「だべなー。しかもあの頃は『鎧よろい通どおし』が流は行やってたべ。殴った瞬間に拳こぶしを捻ひねって即二発目を叩たたき込こむってな。めっちゃ真ま似ねしたべ」

　すげえなこいつら。

　いや、古武術に憧れる気持ちはオタクとしてよくわかるけどさ。

　僕も真似したさ『鎧通し』。傘を使って居合い切りとかもやったさ。で、うっかり傘をぶつけて壊して怒られるわけだよ。気持ちは超わかる。

「んで師匠の影響でヤンキーになったんだべ」

　いじめの話どこ行った。

　しかも相あい原はらさん一回も出て来なかったぞ。

「そしたら今度は中学で思いっきり孤立したんだべや」

「で、あたしとフレンズになったわけさ」

「相原にはマジで感謝してるべよ。学校行くのが楽しくなったべや」

「気にすんなよ！　あたし、野良犬とか野良猫をほっとけないタイプだからさ！」

　イイハナシダナー。

　さりげなく健けん司じが野良犬と同列扱いされてるのは気付かなかったことにしよう。

　そして彼女はサイドテールを揺らして残念そうに肩をすくめた。

「まー中三頃から疎遠気味だったんですけどねー。今日は久しぶりかな」

「そうなの？」

　言われてみれば、同じ学校なのに相原さんと健司がつるんでるの見たことないな。健司みたいな目立つ男と一緒にいたら気付かないってこともないだろうに。

　すまんべやと健司が苦笑し頭を下げる。

「道場と彼女の相手で忙しかったんだべよ」

「これですよ、彼女が出来る前は毎日のように遊んでたのに今じゃ璃り子こさんは後回しですよ。そのくせ、こういう時だけ誘って来るんですからねー」

「おめえが彼女を一番に考えて大事にしてやれって言ったんだべ！」

　へえ、彼女いるのか──何な故ぜだか、僕は少しだけ安あん堵どした。

「健司の彼女ってどんなひとなの？」

「え、あ、いやー、へへっ。美人だべよ、写真あるべ」

　おーおー、ヤンキーが露骨にデレデレと嬉うれしそうな顔をしやがって。よっぽど彼女が好きなんだなこの野郎、なんか理不尽にイラッとして来たぞ。

「もしおまえの彼女が黒髪ロングでスレンダーで陰のある美人だったりしたら呪のろう」

「んなこと言われたら黒髪ロングじゃなくても見せられないべ！」

「見せろ、彼女、写真！　呪う！　不思議な力で！　おまえを呪う！」

「やべえ、こいつ本当にちょっと面白いべ！」

　健司がスマホを抱きしめるようにして庇かばっている。仕草が完全に乙女だ。僕はスマホを奪い取らんとゾンビよろしく手を伸ばし続けた。

「つうか、おめえには相原がいるべや」

「相原、さ、ん？」

　僕は静かに彼女を見た。

「きゃはっ♪　オタクでギャルな相原さんだよん、よろしくダブルピース」

　向日葵ひまわりのような笑顔と馬鹿みたいなダブルピース。

　これをかわいいと思ってしまうあたり、僕はもう駄目かもしれない。

「……『オタギャルの相あい原はらさん』ってラノベのタイトルみたいだよね」

「クール気取った面倒くさい主人公と、健けな気げで素直なヒロインのラブコメだねっ」

「待て、そのクール気取った面倒くさい主人公って誰のことだ」

「おまえに決まってんだろー」

「おい、こら、やめろ、指で突っつくな」

　ぐいぐいぐいーと指で頬ほおを押された。

　このギャル、マジで何がしたいのかわかんねえ！

「いやー、ラブコメしてるべなあ」

　そこのヤンキーは優しい眼まな差ざしをしてんじゃねえよ！




　あっという間の一時間だったように思う。

　僕たちは店を出て、ショッピングビルのロビーまで移動する。時刻は十二時を少々回ったあたりだ。電車に乗って帰ってしまうには少しばかり早すぎる。

「これからどうする？　健けん司じは時間とか大丈夫？」

「悪い、二時に彼女と待ち合わせだべ」

「そりゃ仕方ない……あ、そうだ。えーと、良ければだけど、連絡先、交換しない？」

「お、おう！　ちょっと待つべ、スマホスマホ……と」

　自分で言うのもあれだが相原さんと出会う前の僕なら絶対にしなかった申し出だろう。健司も驚いたような、そして照れたような嬉うれしそうな顔をしてスマホを取り出した。

　二人揃そろって不慣れで少々手間取ったが、無事に連絡先を交換する。

　新しく増えたアドレスを見つつ僕は奇妙な達成感すら覚えていた。

「ケンジもＬＩＮＥしてるよね。せっかくだしあたしらのグループにも入らない？」

「もちろん入るべや！」

　喜び勇んで加入した健司は、そのグループ名を見るや微妙な顔をする。

「……『青春オタク同盟』ってなんだべ」

「オタク同士で協力して青春しようぜって素敵な同盟さ！」

　たゆゆんと胸を張り、自慢げに相原さんが言う。

　理念に反対するつもりはないが、その名前だけは絶対にないと僕は今でも思っている。

「そういや、おめえネーミングセンスだけは悪かったべな」

　ぼそりと健司が呟つぶやいたが、もはや後の祭りである。

　こうして僕らの青春オタク同盟に新しい仲間が加わった。




「じゃあ、あたしたちも行こうか」

　健けん司じと別れ二人きりになる。

　当たり前のように彼女は僕の手を握る。

　驚いて彼女の顔を見る。

　にこりと相あい原はらさんは季節外れの向日葵ひまわりのように微笑ほほえんだ。

「今日は二人でデートの約束じゃん？」

「……そんな話もあった気がする」

　僕が強く反論しなかったのは手を繋つないだぐらいでぎゃあぎゃあ騒ぐほどに子供じゃない……いや、はっきりと言おう、悪い気分ではなかったからだ。

　柔らかな手、細い指、繋いだ手の感触は優しくて嫌いじゃない。

　彼女は僕の手を引っ張るように歩あるき出す。

「具体的にはどこに行くわけ？」

「オタクに優しい書店で新刊を漁あさるの！」

「んなことだろうと思ったよ。つうかそれデートじゃなくて単なる買い物じゃね」

「ふぅ、カレシー、そんな寂しいことを言うもんじゃないぜ？」

　相原さんがわざとらしくアメリカンな態度で肩をすくめる。

「デートは二人で作るものだろ。お互いが楽しめる場所を選んで、お互いに楽しむ努力をして、お互いに楽しかったねと思い出を作る──そう」

　繋いだ手を掲げて、空に誓うかのように彼女は告げる。

「ただの買い物でも、二人がそれをデートだと思えばデートなのですよ！」

「なるほど。さすがカノジョっすわ、自分勉強になったっす！」

　このギャルはたまに僕がはっとするような真理を突くことがある。

「で、本音は？」

「ヒャッハー、試験だから我慢していた新刊だー！」

「モヒカンかおまえは」

　しばらく進んでお目当てのオタクに優しい書店に到着した。

　そのビルでは二階から上がオタクに優しい書店になっているため、僕と相原さんは少々手狭な階段を二人で並んで進む。因ちなみに二階は男性向け、三階が女性向けで四階が同人誌いわゆる薄い本のコーナーだ。

「ＢＬとか見るならお互いのために別行動するけど」

「あたしＢＬはよくわからないんだよね。アッキーこそ、年齢を誤ご魔ま化かして十八歳未満購入禁止の薄い本をお買い上げになったりしないの？」

「しねえよ」

「──きゃっ」

　どすん。

　会話をしながらだったので注意力が散漫になっていた僕は、踊り場のところで上から降りて来た女の子とぶつかってしまった。

　幸い僕はよろめいただけ、向こうの女の子も尻もちをついただけのようだ。

「ごめん、大丈夫」

　地味な髪型（前髪パッツン）で地味な服を着てシンプルなトートバッグを肩から下げた黒タイツの小柄な女の子（悪くない、むしろ好みだ）に手を差し出す。

　女の子はちょっと、いや、かなりびっくりした顔をする。

　…………そりゃそうか！

　アニメＴシャツのオタクにいきなり手を差し出されたらびっくりするわな！

　やべえ！　相あい原はらさんに慣れてちょっと女の子に対して気安くなってた！

　でも、今更手を引ひっ込こめるのもカッコ悪いよな！

　でも、女の子はめっちゃびっくりしてるし！

　でも、隣で相原さんが、にやにや笑ってるんだよなあ！

「ヒュー、アッキーかっこいいー。ジェントルナイトさまみたーい」

　殴りてえ。

　因ちなみにジェントルナイトさまとは、一昔前に大人気だった少女漫画に登場する仮面の紳士（二十代前半）だ。ヒロイン（中学生）の危機に颯さつ爽そうと現れては気き障ざな台詞せりふを投げかけて去って行く。彼が初恋だったオタク女子は多いと聞くが、近年では『あいつ、実はただの気障な変人じゃね？』という説も強い。そもそも年齢的にアウトではないだろうか。

　さり気げなく相原さんが僕を横に押して、女の子の前に立ち話しかける。

「だいじょーぶ？　怪け我がない？」

「──あ！　はい、大丈夫です。ごめんなさい！」

　弾はじかれたように、と言うのだろう。女の子は我に返ると立ち上がり、小さく頭を下げると相原さんの横をすり抜けて階段を下りて行った。

　僕はようやっと手を引っ込めることができた。

　ぽん、と相原さんが肩を叩たたく。

「元気出せよ」

「うっせえ黙れ。うっかりしてただけだ」

「にはは。他人に優しくできるのは良いいことだよ、恥ずかしくてもさ」

　彼女はいつも正しいことを言う。

　にかっ、と、僕を元気づけるように笑う。

「そんなアッキーがあたしは好きです」

「馬鹿」

　休日ということで、店内はそれなりに混雑していた。客層は言うまでもなくオタクが十割である。ちらほらと少年漫画や青年漫画を買う女性オタクの姿も見える。

「よーし、今日は毛穴から溢あふれるぐらいにオタク粒子を吸収して、中間テストから解放された喜びを堪たん能のうするぜ！　もうあたしには勉強なんて必要ないのさ！」

「七月になると速攻で期末テストがやって来るんですけどね」

「期末テストそいつの話はするな」

　顔がマジだった。

　僕たちはまずレジ前に広がる新刊コーナーに突撃した。

　ずらりと整列した新刊はまさに圧巻。

　はっきりと言おう、特に明確なお目当てのなかった僕もわくわくして来た。

「本屋さんって良いいよね。好きなものに囲まれて」

「あ、バサハンの新刊が出てるよ！」

「マジで！」

　バサハンこと『狂戦士狩り──バーサーカーハント──』は青年誌で連載されているダークファンタジーだ。舞台は死者の魂を食らい成長する生物鎧よろい『狂戦士』によって荒廃した世界。主役は自らもまた『狂戦士の鎧』を身に纏まとい狂戦士化するリスクを背負って戦う傭よう兵へい『狂戦士狩り』の男。骨太のストーリーと圧倒的に精密な絵柄で人気を得ている。

「三年ぶりの新刊か……バサハンにしては早い方なのかな？」

　問題は、作者が描き込みを頑張りすぎて原稿を落としまくることだ。月刊連載のはずなのに一年で一、二回程度しか掲載されず、話がちっとも進まない。

「作者が生きてる間に最終回まで行くのかなあ？」

「漫画家って生活が不規則になりがちだと聞くからねえ……」

　とりあえず、購入は決定なので確保しておいた。

「おっ、きたくしたい部も出てんじゃーん！」

「グラハムベルの漫画版も出てるぞ！」

「ベルさんとエジソンの顔芸対決が今度は漫画で見られるんだね！」

　新刊を確保したり確保しなかったりしながらレジ前の新刊コーナーをぐるりと回る。この時点でお互い五冊ほど手に持つことになったのでかごに持ち替えた。

「ヒャッハー！　まだだ、まだ、あたしの新刊購入欲は止まらないぜー！」

　新刊欲に突き動かされるままに各出版社の棚前に平積みされた準新刊コーナーを巡る。

　ここに来て相あい原はらさんはかなりのペースでかごに本を突っ込み始めた。

　テンションが目に見えて上がっており、非常に生き生きしている、輝いている。

　良い笑顔だ！　百点かわいい！

　しかしそれこそが罠わな。

　オタクの買い物はすぐに膨れ上がり、荷物が大きくなるのが宿命である。

　そして、帰り道でこんなに買うんじゃなかったと後悔するのが運命である。

　いかに己の新刊欲を抑制するか、それが生死の分かれ目なのだ！

　僕は鷹たかの瞳で狙ねらうべき価値のある獲物を探す。ふと、準新刊コーナーの隅っこに平積みされた漫画が視界に飛び込んで来た。

『教えてギャルのＡＢＣ』という読まなくても中身が想像できるタイトルで、表紙ではギャルっぽい──相あい原はらさんにいくらか似ている──美少女がブイサインしていた。

　帯には『家庭教師にギャルが来た！　これが本当に知りたいＡＢＣ！』とある。

　裏表紙のあらすじを読んだ。案の定、少年誌や青年誌によくあるちょっとエッチな（つまり十八歳未満購入禁止にならないギリギリの線まで攻める）ラブコメのようだ。

　けっ、こんなこと現実にありえねーよ。

　おれの隣にいるギャルはアニメ見てゲームしてサメ映画見てげらげら笑ってんよ。

「……くすっ、アッキーも男の子だもんね」

　その相原さんが優しい目で僕を見ていた。

　あまつさえ、少年の性的な好奇心に理解のあるお姉さんみたいな台詞せりふを吐いていた。

　急ぎ棚に戻そうとするが遅かった。

　彼女は僕の手から『教えてギャルのＡＢＣ』を奪い取りしげしげと眺める。

　にんまぁああああああああとチェシャ猫めいて世にも嬉うれしそうに笑った。

「『テストで百点取れたら何でもしてあ・げ・る♪』かー、たはー！」

「読んでんじゃねえよ！」

　因ちなみに今のは帯の裏面に書かれていた台詞である。

　なんでそんな嬉しそうなんだよ！　あと、僕の背中を叩たたくな！

「ね、ね、この女の子さ、ちょっとあたしに似てない？」

　だからなんでそんな嬉しそうなんだよ！　そしていい加減に背中が痛いわ！

　いらっと来た僕は思い切り真面目まじめに返かえしてやった。

「似てるね。でも、僕は相原さんの方がかわいいと思う」

「……アッキー、台詞が恥ずかしい」

　勝った。

　相原さんが頬ほおを赤く染めて拗すねたように唇を尖とがらせている。

　ふふっ、照れ隠しなのがバレバレだぜ。ストレートに褒められると照れるなんてこのギャルにもピュアなところがあるものだなあ。

　問題は、僕も大ダメージを受けているということだろう。

　冷静に考えると確かに今の台詞めっちゃ恥ずかしいですね！

　僕はいつからあんな風に女の子を褒められる男になったんだチャラ男かっ！

「にはは。アッキーはそれ買うの？」

　相あい原はらさん（まだちょっと照れてる、思ったより効いたみたいだ）が二人の間に流れる微妙な空気を誤ご魔ま化かすように聞いた。

「いや、たまたま手に取っただけだから」

「そなんだ」

「まあ僕はギャル属性ないしね。これが黒髪ロングでスレンダーな陰のあるギャルなら読書用、保存用、布教用で合わせて十冊は買ってたところだけど」

「どんなギャルだよそれ。ったくもー、アッキーは黒髪ロングが好きだなー」

「もはや愛していると言っても過言じゃない」

「ふぅん？」

　相原さんは何なに気げない仕草でサイドテールに纏まとめた髪を触る。

「あたしもねー、これ解ほどいたらわりと長いんだよね」

「だろうね」

　ふと彼女は僕を見上げて、見詰めて、小首を傾かしげて、問いかける。

「あたしが黒髪ロングにしたら、嬉うれしい？」

「──」

　多分、相原さんにとってはどうということのない質問だったのだろう。

　何な故ぜだか胸が痛んだ。

　黒髪ロングの相原さんを頭の中で想像してみた。

　かわいい、のだろう。

　美人、と呼んでも良いいかもしれない。

　好みかと言われたら好みだと答える、と思うきっと、恐らく。

　嬉しいのかと言われたら……

「相原さんにはそれが似合ってると思うよ」

「そか、じゃあこのままでいいや」

　向日葵ひまわりのように、ただ無邪気に、彼女は笑った。

「あたしね、アッキーのそういうところ好きだよ」

「どんなところだよ」

「面倒くさいところかな」

「褒められている気がしない」

「にはは。おまえは良い奴やつだなってことだよ」

　もしかしたらこれはさっきの意趣返がえしだったのだろうか。だとしたら負けを認めてやらないでもない。笑いながら彼女は親しみを込めて僕の背中を叩たたく。

　そして僕からも一つ相原さんに、どうしても、言いたいことがあった。

「でもさ、これは絶対、オタクに優しい書店でする会話じゃないよね」

「……Ｏｈ！」

　掌てのひらで口を押さえ、さも驚いたと言わんばかりにアメリカンな反応をした。

　周囲からの視線が痛い。

　先程の会話を客観的な視点で見ればこうなるだろう。

「聞いて！　あたし、ラビューンなカレシのために髪型変える！」

「ノンノンノン、カノジョは今のままが一番プリティでキュートさ」

「やーん、そんな優しいカレシにモアラビューン！」

　死ねば良いいのに、と、僕でも思う。

　ここはオタクに優しいオタクのための書店だ。断じてカップルがラブコメって良い場所ではない。もっと神聖であるべきオタクの聖域だ。

　これが逆の立場、僕がもしオタクに優しい書店でラブコメしてるカップルを見たらどうする？　間違いなくネットで悪口を言う。言われても仕方がないことをしたんだ。

「よし、逃げるぜアッキー」

「おいこら待て！」

　僕たちは店員さんに怒られない程度の速足でその場から逃げ出した。

　四コマ漫画のコーナーで一ひと息いきつき、ここでも改めて新刊や準新刊を探索する。

「あ、やべ」

　うっかり『教えてギャルのＡＢＣ』を手に持ったままだった。

　僕の肩を叩たたき、相あい原はらさんが良い笑顔でサムズアップする。

「エロ面白かったら教えてね。あたしも買うから！」

「……了解」

　それから、たっぷりと時間をかけてオタクに優しい書店を満喫した。

　今日の戦果は僕が紙袋一つ。相原さんは紙袋がたっぷり三つ。

「買い過ぎじゃね？」

「うむ……ちょっと買い過ぎたかもしれん」

「貸しなよ、持ったげる」

「にはは。大丈夫っすよ、こう見えてあたし力持ちだから。水泳で鍛えてますから！」

「あ、そう。じゃ一個だけな」

　返事を聞く前に、ひょいと相原さんの足元の大きく膨らんだ紙袋を一つ奪い取る。

「……アッキーさんや。拙者、今のはちょっとキュンとしましたぞ」

「マジすか、きっとカノジョに鍛えられてるからっすねー」

　まだ日は高い。喫茶店にでも入って休憩するか他の店にも寄ってみるか……

「僕、ちょっとＤＶＤが見たいんだけど。荷物多いし喫茶店かどこかで休んでる？」

「んー、あたしも見たいし一緒に行く」

「そ、じゃ行こうか」

　僕たちは並んで休日の街を歩あるく。

　こうして見ると学生らしき男女の姿が多く目についた。

　自分がその一員であることに不思議な気分になる。

　隣を見れば相あい原はらさんがいる。

　カノジョ（仮）という曖あい昧まいな関係である僕たちは、他人からはどう見えるのだろう。

　彼女は僕の視線に気付いてにこりと笑う。

「最近、笑顔が多くなって来たよね」

「……そう？」

　自分では全く自覚がない。

　けれど、本当に僕がよく笑うようになったのならばそれは彼女のおかげだろう。

　もちろん、絶対に言うつもりはないけれど。

「サメ買うの？」

「いや、今日はワニ映画にしようと思う。具体的にはワニＶＳサメ」

「結局サメじゃねーか！」

「ちげーよ！　メインはワニだからワニ映画なんだよ！」

「アッキーのそのクソ映画に対するこだわりはどこから来てるの？」

「貴様、見る前からクソ映画だと言ったな！　まあクソ映画だろうけどさ！」

　ただ、相原さんと一緒にいることを楽しいと思う僕がいるのだけは間違いない。

　そして──




　帰り道、僕たちは電車に揺られていた。

　ロングシートに二人並んで座り、差し込む夕日に照らされる。

　相原さんの言葉に従うなら、二人が楽しめる良いいデートだったと思う。

「……」

「……んぅ」

　彼女は僕の肩にもたれて眠っていた。

　はしゃぎ過ぎたのか、歩き疲れたのか、ともかく眠っている。

　石せつ鹸けんに似た彼女の香り、柔らかな膨らみが体に当たる。

　サイドテールが茜あかね色いろに染まり穏やかに輝いている。

　電車の振動に体が揺れて僕を見上げるように寝顔がこちらを向いた。

　思ったよりも幼い顔立ちをしていることに気が付いた。

　赤子のように無防備な寝顔がすぐ目の前にある。

　かわいいと思ったことは何度もある。

　綺き麗れいだと心の底から思ったのはこれが初めてかもしれない。

「う……アッキー？」

　思わず息いきを呑のんだ。

　まつ毛が震えてぼんやりと瞼まぶたが開く。

　僅わずかに潤む瞳が僕を見上げて、まだ半ば眠りの世界にいる唇が名前を呼ぶ。

「ごめん、あたし、寝てた？」

「寝てて良いいよ。ついたら起こすから」

「……ありがと」

　眩まぶし気げに目を細めて再び目を閉じた。

　電車が揺れる。

　肩にかかる重さを心地良く感じている。

　彼女の寝息、心臓の鼓動すらも聞こえて来そうだった。




　窓の外を見る。

　燃えるように鮮やかな夕焼けが広がっていた。

　けれど、すぐにトンネルに入って見えなくなった。





第四話「相あい原はらさんマジ天使」










「もうすぐ夏休みだべ」

「まだ六月だろ」

　健けん司じを加えた我ら青春オタク同盟はもっぱら学食に集まるようになっていた。クラスが全員バラバラなので、その方が都合が良いという単純な理由である。

　梅雨の合間の珍しく晴れた日。

　いつも通り学食に向かうと定位置と化した窓際の席で丸まる椅い子すに腰かけた健司がスマホを弄いじっていた。僕は対面の席に座り、何をしているのかと挨あい拶さつついでに聞いてみた。

「夏休みに備えてそろそろバイトでもしようと思う、ってことだべや」

「なるほど、彼女と楽しい夏休みを過ごすために軍資金を貯ためておこうってことか」

　余談だが、絶対に不思議な力で呪のろったりしないという約束で見せて貰もらった彼女の写真は、黒髪ロングでこそなかったが普通に美人だったのでとても不思議な力で呪っておいた。

「そういうことだべな。できればちゃっちゃと金になる短期バイトが良いべ」

「ハハッ。死なねえかなあこのリア充」

「なに言ってんだべ、おめえには相あい原はらがいるべよ！」

「猿の飼育員が羨うらやましいならいつでも変わってやるよ」

「ヒュー、相変わらずクールな男だべ」

　ＨＡＨＡＨＡＨＡと僕たちはアメリカンに笑った。

　次の瞬間だった。

　ぐいっと横合いから伸びた手が僕の肩を抱きそのまま引っ張り寄せられる。僕の左顔面につきたての餅の柔らかさとマシュマロの弾力を持つなにかが押し付けられた。

「誰が猿だってー、あーん、言ってみろこらー」

　正体は言うまでもないだろう、見慣れたギャルの顔が僕のすぐ真横にあった。

　衣替えで夏服になっているため感触がよりダイレクトに伝わって来る。

「バナナ食うぞこらー」

「猿じゃねえか！　でも、ごめんなさい僕が悪かったです。カノジョは今日もサイコーにキュートでプリティーっすよ！」

「オッケーカレシ、許したげるからジュース奢おごれ」

「サンキューカノジョー」

　相原さんが腕を解ほどき、たゆゆんといつもながら豊かな胸を張る。

　健けん司じが何か微笑ほほえましいものを見るような目で僕たちを見ていた。

「Ｙｏｕたち、もう付き合っちまえよ！」

「嫌だよ黒髪ロングじゃねえもん」

「なにそれー、『璃り子こは璃子のままが一番かわいいよ』って台詞せりふは嘘うそだったのー？」

「言ってねえ、いや、似たような意味のことは言ったような気がする！」

「ちょっとカッコ良かったから璃子さんポイントを二点進呈しようと思ってたのに」

「今更かよ！」

　僕のツッコミを無視して、相原さんがバチコーンとウインクする。

「璃子さんの愛が貰もらえるまで、たったのあと二七〇〇七ポイントだよっ！」

「上等だこら、一生かけても二七〇〇七ポイント集めてやるぞ覚悟しろよ」

「その男気に璃子さんポイントを二七〇〇〇点！」

「おい、このギャルちょろいぞ！」

「カノジョ（仮）だかんね！」

　ドヤ顔でびしりとサムズアップする。

　ふと、健司が不思議そうな顔で言った。

「結局、カノジョ（仮）ってなんなんだべや」

　僕は思わず相原さんを見た。

「……なんだっけ？」

「おまえが忘れてどうするんだよー！」

　べちこんとチョップが飛んで来た。

　わざわざ立ち上がってチョップするものだから、一緒にたゆゆんとダイナミックな乳がダイナミックに揺れていた。

　間近で揺れて気付いたのだが夏服になったから薄うっすらと透けている、何がとは明言しないがライトブルー……だと思われる。

「アッキーにカノジョが出来るまであたしがカノジョの代わりになるって話じゃん？」

「またそんな誰も覚えてないような設定を引っ張り出して来やがって」

「初期設定じゃーい！」

　もう一発チョップが来ました。

　うん、良いいね。

　とても良いね。

　鬱うつ陶とうしいからぞんざいに扱うことも多いけどやっぱりかわいいよね相あい原はらさん。

　なるほど、と健けん司じが一人で納得したように頷うなずいている。

「仲の良い友達だと思ってたらいつの間にか……って少女漫画の定番パターンだべな！」

「ぶち殺すぞヤンキー」

「そうだー、ヤンキーをぶち殺せー」

「ヤンキー差別反対だべ！　ヤンキーだって生きてるんだべよ！」

「当たり前だろう、生きているからこそ死ぬんだよ」

「で、出たー！　アッキーのなんか深いことを言ってるように聞こえるけど実際は大したことを言ってない攻撃だー！」

「そもそもおまえはどうして僕たちをくっつけたがるんだ。嫌がらせか」

「おめえと相原が付き合ったら、おれだけリア充扱いされて攻撃されるの減るべ？」

　正直すまんかった。

「ところで、一か月ぐらいの短期で良いバイト知ってたら教えてくれや」

「バイトしたいの？」

「夏休みの軍資金をいまのうちに作っておきたいんだべよ」

「彼女さんと過ごす夏休みのためにバイトかー、青春してんなこのヤンキー！」

　何な故ぜだか嬉うれしそうに笑って、相原さんは軽く自分の胸を叩たたいた。

　そしてやはり謎なぞのドヤ顔である。

「オッケー、この璃り子こさんに任せんしゃい」

「よろしくお願いするべ」

「怪しいバイトと危ないバイトと怪しくて危ないバイトならすぐにでも紹介できるよ！」

「普通のバイトを紹介しろや！」

「仕方ないにゃあ……確かー、ここでー、募集してたようなー」

「サンキューだべ……お、時給も高くて良さそうだべな」

「ちょっと体力いるけどケンジなら余裕っしょ？」

「力仕事はどんと来いだべよ、早速、連絡してみるべ」

　意気込んで健けん司じは立ち上がりスマホを片手に学食を出た。

　どうやら好感触だったようで、電話を終えると履歴書を書くんだと帰って行った。

「彼女のためにバイト、か」

「ケンジは彼女が大好きだからねー」

　残されたのは僕と相あい原はらさんだ。

　このまま帰ってしまうには、少しばかり早すぎる。

　にやにやと、彼女は猫のような瞳を輝かせて僕の顔を覗のぞき込こんで来た。

「寂しいの？」

「別にそういうわけじゃないよ」

「にはは。ま、カノジョが出来たらそっち優先になっちゃうのは仕方ないさー」

「だろうね」

「むしろ優先しないとあたしは怒りますよ」

「相原さんは良いい奴やつだね」

「そうでもないよ。本音を言えばやっぱちょっと寂しいもん」

　にこりと、彼女は向日葵ひまわりのような笑顔を浮かべる。

「けどさ、友だちには幸せになって貰もらいたいじゃん」

「訂正するよ、相原さんはお人ひと好よしだ」

　僕は呆あきれて肩をすくめる。

　これで見た目がギャルじゃなけりゃ天使扱いしても良かったかもしれない。

　肝心の天使は気にした様子もなく携帯用ゲーム機を取り出してスタンバイしていた。

「ってことでバトペンでもしようぜカレシー！」

「オッケーカノジョー、でもその前にジュース買って来るわ。なに飲む？」

「あたし、いちごミルク」

「はいよ」

　まあこんなグダグダのノリが、僕たちの日常である。

　漠然と、こんな日常が続くのだろうなと思っていた。

　バトペンしながらだけど。

「待ってくれ！　僕はただ、きみに触れていたいだけなんだ！」

「うっせええー！　電磁バリアを引いたの音でわかんだからなー！」

　電磁バリアは一定時間、他プレイヤーからの攻撃を無効化し体当たりすることで相手を電撃で痺しびれさせることができる。公式チートと名高い核ミサイルこそ防げないが、攻防一体の比較的強力なアイテムだ。

「そこにいたんだね相あい原はらさん！　僕の気持ちを受け止めてくれ！」

「にぎゃああああああ！　しまった追いつかれたあああああああああああ！」

　斜め後ろから電磁バリアつきの体当たりを叩たたき込こみ相原さんのペンダーを吹き飛ばす。吹き飛ばし＋痺れ＋コースアウトのトリプルコンボ成功だ！

　これで約二十秒は操作不能！　普通に考えれば逆転は不可能！

「ちくしょー、カノジョが相手なんだから少しは手加減しろよー！」

「優しさだけが愛じゃない、だろ？」

　ばきゅーん。

　そのまま見事に勝利した僕は指鉄砲で相原さんを撃った。

　にはは、と力なく笑って相原さんがぺったりとテーブルに顎あごをつけた。

　正確には、まず、あの無駄にでかい乳がたゆゆんとテーブルに載せられた。さらに身を屈かがめて顎をつくことで乳はむにゅにゅんとつきたてのお餅のように楕だ円えんを象かたどった。

　そのまま、のそのそと顔だけを動かし器用にいちごミルクのストローを咥くわえる。

　行儀悪いなおい。

　僕は自分のレモンティーを一口飲む。

「また勝ってしまった、そろそろ敗北が知りたい」

「うるへー、勝ちって言ってもギリギリだろー」

「ハハッ、この負け犬は人間の言葉を喋しやべるのか」

「わんわんっ！　わうっ！」

「……ごめん僕が悪かった」

　まさか躊ちゆう躇ちよなく犬の鳴なき真ま似ねをするとは。

　しかも普通にかわいいんでやんの。

　キーンコーンカーンコーン！

　その時、チャイムの音がして校内放送が聞こえた。

『下校時刻になりました。校内に残っている生徒は速やかに下校してください』

「わっ、もうこんな時間だよっ」

　対戦に熱中して気付かなかったが、学食に残っているのは僕と相原さんだけだった。

「アッキー時間ある？　あたしもうちょい遊びたい気分なんだけど」

「良いいよ、付き合う」

　そして僕たちは近場のファミレスに場所を移し、心行くまで対戦した。

　ちょっと対戦し過ぎた。

　家路につく頃には太陽がすっかり沈んでいた。

「陽ひが沈むとまだちょっと寒いね」

「ですなー」

　街灯に照らされた夜の帰り道を他た愛あいのない話をしながら二人で歩あるく。

　あっ、と声を上げ相あい原はらさんが足を止めた。

「見て見てアッキー」

「ん？」

　彼女が指さす。

　梅雨の晴れ間の夜空。

　長い雨が空の汚れを落としてしまったかのように雲一つなく──

「月が綺き麗れいだよ」

「……」

　一瞬、どきりとして彼女を見た。

　夜の風が吹く。

　金色に似た髪がなびく。

　月明りを浴びて星ほし屑くずのようにきらきらと輝いていた。

「なんつってー、今のあたし、超ヒロインっぽくなかった？」

「その一言で台無しじゃーい！」

　はしゃいでぴょいんと跳び上がる──サイドテールが揺れて、白いブラウスに包まれた乳がたゆゆんと弾む──相原さんにチョップを叩たたき込こむ。

　彼女はどうしてかにんまりと、楽し気げに笑う。

「でもちょっと、ドキっとしただろ？」

「黙秘します」

「にはは。アッキーは面倒くさいなー」

「じゃあ、僕が『月明りの下で踊る妖よう精せいかと思ったよ』って答えたらどうする？」

「びっくりする！　そんで爆笑する！」

「おまえやっぱりヒロインに向いてねえよ」

「いやいやいやカレシどん、そんな台詞せりふが許されるのはあだ名が『王子さま』になるような超絶パーフェクトイケメンだけだよ」

「ですよねー」

　僕たちは顔を見合わせて笑う。

　ギャルとオタク。

　全く、二人揃そろってラブコメには向いていないみたいだ。

　パシャリ──相原さんがいきなりスマホで僕の顔を撮った。

「な、なに？」

「いやー、アッキーは笑うと意外にかわいいですなー」

　ほれ、とスマホの画面を向けた。

　なんか爽さわやかな笑顔を浮かべてるクソオタクが映っていた。

　僕は急に照れ臭くなり顔を背けつつチョップする。

「勝手に撮んな」

「良いいじゃんかー、何なら待ち受けにしたげるよー？」

「なんの罰ゲームだよ」

「にはは。でもさ、あたし本当にアッキーの笑顔さん好きですよ」

　にぃ、と両手の人差し指を口元に当て笑顔を作って見せた。

「表情は大事だよー。笑顔が素敵だとそれだけで五割増しイケメンに見えるからね」

「マジすか。自分無表情なクール系じゃダメっすか」

「無表情キャラがたまに見せる笑顔って破壊力高いじゃん」

「確かに！」

　やべえ、超納得したわ。

　にぃ、と彼女を真ま似ねするように指で唇を横に引っ張り笑顔を作って見せた。

　爆笑された。

「あはははははははは！　変な顔ー！　めっちゃ無理してるから引ひき攣つってやんのー」

「笑うと思ったよ、ちくしょうがこのクソギャルめ！」

「ね、本当に消した方が良い？」

　カノジョが小首を傾かしげる。

　夜の風にサイドテールが僅わずかに揺れる。

　きらきらと。

　僕は肩をすくめる。

「……ま、カノジョが欲しくないとは言わないけどさ。僕もまだまだこうやってバカやってる方が楽しいってことかもね」

「おっ、照れ臭いからって話をまとめに来ましたな」

「僕の心を読むのやめてくれる？」

「にはは……あ」

　ぴこーんと、相あい原はらさんの頭の上に電球が輝いたように見えたのは気のせいだろうか。

「ね、いきなりだけどさ──週末、空いてる？」

　夜の下、向日葵ひまわりのように、カノジョが笑った。




『ねーねーカレシー、明日の週末おデートさー、着る予定の服とか見せてー』












『突然だなおい。ちょい待て、写真撮ってあげる』

『……で、出たー！　アッキーお得意のアニメＴシャツだー！　線画だからちょっとシャレオツな感じがするぜー！』

『気が付いたら、僕の持ってるシャツの半分がアニメＴシャツだった件について』

『にはは。似合ってるから良いいじゃん』

『おう、間接的に僕のクソオタクっぷりを強調すんのやめろ』

『でもね、アッキーは薄い色とか暗い色でコーディネートしちゃうくせがあるから、ちょこっと派手な色を混ぜたらもっと良くなると思うよ』

『別に良くなりたくねえよ』

『黒髪ロングのお堅いお嬢さま』

『大好物だ』

『そこに日本刀を持たせてみますとー』

『オーケー、わかった。ともすればテンプレで没個性になりがちなキャラクターにプラスワンポイントすることで全体が引き締まるということだな。何か色を追加しておこう』

『……今の喩たとえで完かん璧ぺきに理解しちゃう辺りがオタクだね』

『やかましいわ。で、なんだったのこれ？』

『カノジョ（仮）らしく、カレシのファッションに口出ししてみた』

『要するに暇だったんだな』




　日曜は見事な快晴だった。

　梅雨の終わりと夏の始まりを感じさせる暑い午後。

　僕は相あい原はらさんのアドバイスに従ったニューファッションで駅前に向かう。

　待ち合わせ場所は駅前のロータリーにある噴水の傍そばだ。定番と言えば定番で、僕と同じように待ち合わせをしているらしき人々の姿が多く見えた。

「お待たせ」

「やほーアッキー」

　相原さんが手を振るので、僕も軽く手を振ふり返かえした。

　相変わらず僕の語ご彙いではギャルファッションとしか呼びようがない、派手で露出度がお高めの私服姿で小さな鞄かばんを持っている。

「ひゅー、良いい感じじゃーん」

　いつも通りの全開ギャルが親しみを込めて僕の肩を叩たたく。

　相変わらず見事なおっぱいがたゆゆんと揺れていた。

　おまえも良い感じだよな、と言いかけたのは我慢した。

「……ってカレシどん、後ろに寝癖がついてますぞ」

「マジ？　全部直したと思ってたんだけど」

「仕方ないにゃあ。ほれ、あたしが直したげるからそこに座りんしゃい」

「お願いします」

　ぺこりと素直に頭を下げ、僕は噴水の縁に腰掛けた。

「女の子用だけど、まー、良いよねー」

　整髪料だろうか相原さんが小さな缶と櫛くしを取り出す。

　僕の正面で身を屈かがめる──

　夏服！　でかい！　谷間！　スゴイ！

　あまりに迫力のある乳に一瞬言語能力がおかしくなった。

　しかしこの無防備ギャルは気にした様子もない。

　彼女の指が僕の髪を撫なでた。

「やわらかーい髪してますなー」

「……そう」

　おまえの乳ほどじゃない、と、またも言いたかったのを誤ご魔ま化かした。

　くそっ、乳による思考の侵食が強すぎる！

　このまま目を開けていたらろくなことを言いそうにない、惜しいが目を閉じよう！

「ふんーふーん、ふーん」

　鼻歌混じりに動く柔らかな指が少しだけくすぐったい。

　音もなく櫛くしが通り、石せつ鹸けんに似た彼女の香りが届く。

　今が春ならば、そのまま眠りに落ちていたかもしれない。

　そういえば、相あい原はらさんも女の子なんだよな──急にそんなことを思った。

　もう少しで僕は何かに気付いていたのかもしれない。

「よし、出来た！」

　けれどその何かは目を開けると同時に消えてしまう。

　満足気げな向日葵ひまわりの笑顔。

　たゆゆんと胸を張り、鏡を向ける。

「……微妙に髪型が変わってませんか？」

「ちょっとだけあたしの好みを混ぜてみました！　爽さわやかさをプラスワン！」

　びしりとサムズアップ、そしてウインク。

　相原さんの好み、か。

「悪くないね。これからも、こうしようかな」

「じゃ、写真撮ったげるから参考にして」

「マジかよ。サンキューカノジョ」

「おう、そこのバカップル。公衆の面前でいちゃついてんじゃねーべ」

　スマホを渡して写真を撮って貰もらっているとそんな声がした。

　見慣れたグラサンアロハヤンキーが、ポケットに手を突っ込んで僕たちを眺めていた。

「待たせたべ？」

「いや別に、つうか、今日は健けん司じも一緒だったんだ」

「そだよ、言ってなかった？」

「聞いてない」

「おめーは相変わらず大事なことを言い忘れる奴やつだべなあ」

「にはは。ごめんごめん、なんかこー、言ったような気がしちゃうんだよね」

　あ、と健司が声をあげる。

「じゃ、おめえ、あいつのことも言ってねえんだろ」

「あいつ？」

「あたしのオタ友だよん。エイミーって言うの」

「なるほど新キャラ登場か。名前からするとパツキンのボインかな？」

「なんでおめえ、ちょくちょく言葉のチョイスが古くなるんだべ」

「あ、来た。エイミーこっちこっちー」

　相原さんが大きな声で叫び、ぶんぶんとやっぱり大きく手を振った。

　金髪巨乳は嫌いじゃないが別に好みでもないなあ。

　そんなことを考えながら僕は彼女と同じ方向に目を向ける。

　次の瞬間に、僕は心を奪われた。

　しゃらり、しゃらりと、夏の始まりの風に長い黒髪をなびかせて歩あるく一人の少女。

　相あい原はらさんが向日葵ひまわりならば、彼女は白しら百ゆ合りの花だろうか。

　長い黒髪、白い肌、黒曜石を思わせる冷たくも美しい瞳。

　呆ほうけたようにただ彼女を見詰める僕の前で、彼女は立ち止まる。

　身長は僕や相原さんよりいくらか低い。大人びた雰囲気とスレンダーな体つきにシンプルなワンピースが似合っている。余計な装飾がないからこそ際立つタイプの美しさだ。

　相原さんが僕と彼女の間に立ち、告げた。

「あたしのオタ友の吉よし野の詠えい美みちゃん。あだ名はエイミーだよ」

「初めまして、かしら」

　黒髪の少女──詠美さんが微笑ほほえんだ。

　息いきを呑のむほどに彼女は綺き麗れいだった。

　僕の理想そのものと断言しても良いい。

　その声もまた、容姿に違たがわず美しく、そして微かすかな冷たさを含んでいる。

「私は吉野詠美、詠美で良いわ。聖システィナ女学院の一年生よ」

「……」












　相あい原はらさんに爪先で脛すねを小突かれ、僕はようやく自己紹介を促されているのだと気付く。

　間抜けのように見み惚ほれていた僕は慌てて噴水の縁から立ち上がった。

「ちょ、ちょりーっす、アキラでーす、よろぴこー！」

　慌て過ぎてなんかありえねー挨あい拶さつをしてしまった気がする。

　相原さんすらぽかんとして僕を見ている。

　健けん司じに至ってはご愁傷さまと言いたげに手を合わせた。

　くすりと彼女は笑ってくれた。

「面白い挨拶ね」

　やだ、普通に良いい子。

　黒髪ロングってだけで好きになりそうなのに、優しくされたら愛しちゃうわ。

　詠えい美みさんを連れて来てくれた相原さんにジュースを一ダースぐらい奢おごってあげたい。

　こんな超絶美人の黒髪ロングと一緒に過ごせるなんて楽しい一日になりそうだなあ！

「ハハッ。僕は相原さんと同じイチコーに通ってる綿わた貫ぬきアキラです。アキラって呼んでください。聖システィナって、あのミッション系のお嬢さま学校の？」

「そうだよー。凄すごいでしょー、黒髪ロングのお嬢さまだぜー！」

　何な故ぜか相原さんの方が自慢げにたゆゆんと胸を張っている。

　僕は満面の笑みと共に、びしりとサムズアップする。

「おまえはやればできる子だと信じていたよ！」

「ぶひゃひゃひゃひゃひゃひゃ！　すげー、喜び過ぎっしょー」

　それにしても、だ。

　僕は改めて相原さんとエイミー……詠美さんを交互に見た。

　どっから見ても全力のギャルにどっから見ても凛りんとしたお嬢さま。

　金色に似たサイドテールと長い黒髪。

　露出度の高いギャルファッションと清せい楚そなワンピース。

　巨乳とそうでない乳。

　どこまでも対照的で、ある意味では、オタクとギャル以上に異質な組み合わせだ。

「……どこに接点があったの？」

「にはは。おなちゅーだったのさ」

　お、おな？　あ、同じ中学って意味だったな。

「連絡は取っていたけれど、こうして会うのは久しぶりね」

「そだねー、卒業してからは初めてかな？　そっちはどんな感じ？」

「それなりに楽しくお嬢さましているけど、全寮制だから息いきが詰まるわね」

「にはは、じゃ今日は思いっきり息抜きしないとねー」

　親し気げに彼女は詠美さんの肩を叩たたく。

「新にい浪なみくんも元気そうね」

「おう、久しぶりだべ委員長。あんまり変わってるから一瞬誰だかわかんなかったべ」

「美人になったと褒めてくれてもいいのよ。もう、委員長ではないけれどね」

　昔は委員長キャラだったらしい詠えい美みさんがにこりと微笑ほほえみかける。

　健けん司じが照れたように頬ほおを掻かいた。

　とりあえず、羨うらやましかったので健司を不思議な力で呪のろっておくことにした。

「じゃ、行こっか！」

「どこに」

「ゲーセン！」

　最近はアミューズメントパークとも呼ぶらしい。僕たちが向かったゲーセンはビルの一階と地階を利用したもので古く薄暗い雰囲気だったが、一年ほど前に改装され今は明るくポップな雰囲気を発している。

　それでも、ゲーセン特有の電子音の洪水は変わらない。

　様々なゲームの駆動音、ＢＧＭ、メダルが落ちる音などが入り混じって耳に届く。

　懐かしいな、昔、格ゲーにはまってた頃は毎日のように通ってたけど。

「相あい原はらさんや、ちょっとよろしいですかな」

「うむどしたねカレシどん」

「何な故ぜに本日はゲームセンターに来ることになったのですかな？」

「それはエイミーが久しぶりにゲームセンターに行きたいとリクエストされたからです」

「なるほど、あそこに、ペンダーマスコットシリーズ第十二弾『ペンダーが死んだ！　このひとでなし！』が入荷しました！　と書いてあるのは偶然ですかな？」

　つい、と彼女は目線を逸そらす。

「にはは……それは偶然だねっ！」

「僕の目を見て言ってみろこのペンダニストがぁ！」

「ふふっ、私がリクエストしたのは本当よ。それにしても璃り子こさんは相変わらずね」

「だって聞いてよ！」

　ぐっと拳こぶしを握り相原さんが力説する。

「このマスコットシリーズは毎回無駄にクオリティが高いことで評判なの！　しかも、第十二弾はユーザー投票で選ばれたベスト死亡シーンを忠実に再現してるんだよ！　さすがに教育に悪いだろって声も大きくて幻のシリーズになるかもしれないとペンダニストの間では囁ささやかれているの！　こんなのコンプするしかないじゃん！」

「さすがペンダーだ。公式もファンもいかれてやがる」

「ふふんっ、最高の褒め言葉だねっ」

　たゆゆんと、ギャルファッションに包まれた胸を張り勝ち誇る。

「もしかして、おれが呼ばれた理由もそれだったりするべ？」

「ケンジはクレーンゲームが得意だもんねっ！」

　ちゃっかりしてんなあこのギャル。

「ま、別に良いいけどね」

「じゃ、あたしケンジとペンダーしてるからエイミーのことよろしく！」

「……うん？」

　相あい原はらさんがすげえ良い笑顔をしていた。

　まさに満面の笑み、満開の向日葵ひまわり畑、そして最高に面白がっている。

「がんばっ！」

　なにをだ！

「よっしゃ、行くぜケンジ！　今日は全種コンプするまで帰さねーからなー！」

「あ、おい！　おめえやっぱり全然説明してねえな。アキラ固まってるじゃねえか！」

　そのまま、何も説明することなく健けん司じの手を掴つかんで店の奥に消えて行った。

「……え？」

「それじゃあ、私たちも行きましょうか？」

　僕の隣で、詠えい美みさんが物静かな微笑ほほえみを浮かべた。

　白しら百ゆ合りのように可か憐れんな微笑みに、僕の胸は否いや応おうなく高たか鳴なった。




　いや、だからって出会って十五分の相手と二人きりにされても困りますよ！

「え、ええと……相原さんとは中学時代の友だち、なんだよね？」

「そうよ」

　ゲームセンターを歩あるきながら僕は詠美さんとぎこちなく会話をする。

　いや正確には、僕が一方的に緊張してぎこちなくなっているだけだ。

　クソオタクのくせに『ぎこちなくなる』程度ですんでいるのは、悔しいが相原さんのおかげかもしれない。あれと毎日のように会話してたらそりゃ慣れる。

　慣れるけど、黒髪ロングの超絶美人お嬢さまは別腹ですよ！

　ちらと僕は横目で彼女を見た。

　しゃらりと、長い黒髪が僕の隣で揺れていた。

　ゲームセンターの客層はやはり同じ年頃の学生が多い。大半は同性の友だち連れのようだ。ちょこちょこデート中のカップルらしき姿も見かけた。

「確か、聖システィナって中高一貫じゃなかった？」

「私の父親は小さな会社で社長をしていたの、それが一発当てて会社が大きくなり、娘の私は高校から聖システィナ女学院に通うことになったというわけよ。未いまだに、一定以上の年齢の方々にとっては娘を聖システィナに入れることがステータスになるらしいわね」

「……そうすか」

　やべえ、軽い気持ちで振ったら思ったより家庭の事情に踏み込んだ気がする。

　健けん司じもだけど、重そうな過去をさらっと明かすのやめてくれないかな。

「誤解しないで。確かに成金らしい見み栄えの張り方だと思わなくもないけれど、娘の教育にお金をかけてあげたいという親心は理解しているし感謝もしてるわ」

　くすくすとからかうような響きを込めて彼女が笑う。

「制服もかわいくて気に入ってる」

「ハ、ハハッ。確かに聖システィナの制服はかわいいって有名だね。やっぱり、ガチなお嬢さま学校だけあって校則も厳しいの？」

「どうかしら、普通の学校とあまり変わらないと思うわ」

　しゃらりと詠えい美みさんは長い黒髪をかき上げた。

「ただ、挨あい拶さつが『ごきげんよう』で！　上級生がお姉さまと呼ばれていて！　中庭にマリアさまの像があるくらいで！」

「オタクの想像するお嬢さま学校そのままじゃねえか！」

　思わずツッコミを入れていた。

　しまった、こいつちょっと面白いぞ！

　控え目な乳を精いっぱい大きく見せてるみたいに腕組みをして、勝ち誇ったような顔をしているところとか特に面白いぞ！

　ふ、と彼女は微笑ほほえみを柔らかくして、僕の額を指先で突いた。

「やっと、私を見たわね」

「……あー」

「ガチガチに緊張されたら私も困るわよ。お喋しやべりも楽しめない」

「ごめん」

　僕は大きく溜ため息いきをつき、首を振り、ばちんと自分で頬ほおを叩たたいた。

　よく考えれば、出会っていきなり二人きりにされたのは彼女も同じだ。

　どうやら僕は詠美さんに気を遣わせてしまったらしい。

　気にしないでと彼女が微笑んだ。

「このデートの結果によっては、私たち、お付き合いすることになるんですものね」

「──！」

　待ってそれこそ聞いてない！

　ちょっとどういうこと説明して！

　そもそもこれってデートなんですか！

　あら、と彼女はからかうように瞳を細めて僕を見上げた。

「私はそういうつもりで紹介を受けたのだけれど、あなたは違うのかしら？」

　紹介も何も、僕はあなたが来ること自体を全く聞いてなかったんですよ。

　っていうか、あのクソギャルはちょっと大事なことを言い忘れ過ぎだろ！

　っていうか、っていうか、この口ぶりだと詠えい美みさんも満更じゃなかったり？

　このまま今日の、その、デート？　が上う手まくいけば？　詠美さんとお付き合い？

　わーお、すっげー、大チャーンス！

　って喜べるかあああああああああああああああああああああ！

　難易度高いんじゃああああああああああああああああああ！

　こんな陸海空に加えて宇宙と時空を制覇したパーフェクトシャークみたいな黒髪ロングが来ると知ってたらもうちょっと事前に作戦とか考えて来てたぞ僕だって！

　ど、どうすれば良いいんだ。

　僕のデート経験なんて相あい原はらさんオンリーだけど、あのクソギャルとのお気楽オタクデートとは次元が違い過ぎて何もわからない。こちとらアニメＴシャツのクソオタクだぞ！

　助けてデート仙人！

　思わず脳内でわけのわからないキャラクターに助けを求めてしまう。

『弟子よ……弟子よ……思い出すのじゃ』

　うわあああああああ、デート仙人（白しろ髭ひげの生えた相原さん）が本当に脳内に現れた！

　僕の脳内はどんだけテンパってんだ！

『デートは二人で作るものじゃ。お互いに楽しむ努力を忘れるでないぞ──』

　やべえ、デート仙人のアドバイスが意外にちゃんとしてるよ！

　つうか相原さんが言ってた。ギャルのくせに良いこと言うなって感心したの覚えてる。

　今の今まで僕には縁のないアドバイス過ぎて思い出せなかったけど。

　ありがとう相原さん。ありがとうデート仙人！

　邪念は捨てます。

　余計なことは考えず、普通に、詠美さんと楽しく遊べるように努力します。

　結果として、良い感じになれたらそれで良いと考えます。

　っていうか、それ以上はハードルが高いです勘弁してください。

　なお、ここまでの思考時間は約二秒！

「まあ、それは置いておこうよ」

「因ちなみに私、髪を触らせてあげるのは家族と恋人だけと決めているの」

「生まれる前から愛してましたああああああああああああああ！」

「嘘うそよ」

「ちくしょう！　っていうか、気付いたんだけどさ」

「なにかしら？」

　艶つややかな黒髪を僅わずかに揺らして小首を傾かしげる姿すら彼女は美しい。

「僕をからかって遊んでない？」

「あら、意地悪な女の子はお嫌い？」

　黒髪ロングに限っては大好きです。

　基本的にストレートな相あい原はらさんと違って彼女は言動の一つ一つに含みを感じさせる。

　神秘的あるいは小悪魔的と言えば良いいのだろうか、ぶっちゃけ超好みだ。

　あー、仲間だと思ってたのにエンディング直前で裏切られてラスボス化されてぇー。

「私、付き合うなら、一緒にいて楽しいひとが良いわ」

「玩具おもちやが欲しいって意味にしか聞こえない」

「ごめんなさい。でもアキラも悪いのよ、リアクションが面白いんですもの」

　ひどい言いがかりだ。

　そう思う傍かたわら、アキラと極自然に呼び捨てにされたことにドキリとした。

　誤ご魔ま化かすように僕は一つ咳せき払ばらいをした。

「何して遊ぶ？　格ゲーでもメダルでも僕は構わないけど」

「そうね──勝負したいわ、あなたと」

　彼女が目線でそれを指した。

　視線の先にはゲームセンターの定番『ペンダーパニック』があった。

　略称はペンパニ。ゲームとしてはモグラ叩たたきに近い。横に五つ並んだ穴から、例によって仕事を選べないペンダーが顔を出すので片っ端から魚型ハンマーで叩いて行く。

　ゲームは前半後半に分かれており、前半で一定以上の点数を取ると『ペンダー劇場版モード』に入り、顔がきりっとしてスピードが増す。

　この劇場版モードでいかに点数を稼ぐかがコツである。最大得点は二五〇点だが人間には到達不可能と言われており、大体二〇〇点前後が平均だそうだ。

　因ちなみに、力の入れ所を間違えることで有名なペンダーらしく無駄にフルボイスである。

「でも、ただの勝負では少し退屈ね。刺激が欲しいわ」

「ジュースでも賭かける？」

「悪くはないけれど即物的過ぎるわ。特に、知り合ったばかりの男女には」

　詠えい美みさんが悪戯いたずらっぽい──けれど相原さんとは趣が違う──微笑ほほえみを浮かべた。

　相原さんが悪戯に成功した子猫なら、彼女は悪戯を誘う小悪魔と形容するべきだろう。

「私に勝ったらキスしてあげる」

「僕の負けデス」

「冗談に決まっているじゃない。本気にしちゃって、かわいいわね」

　両手を上げて降参の意を示した。

　小悪魔は微笑んで、人差し指をぴんと立てる。

「勝った側は負けた側に一つだけ質問する権利を得る──なんてどうかしら？」

「面白そうだね、それでやろうか」

　文字通りゲーム感覚で相手のことを知ることができる。僕たちが初対面であることを考えたらとても良いい案だろう。変に際どい質問をぶち込まない限りは。

　……同意した瞬間に凄すごく嫌な予感がした。

「レディーファーストで良いかしら？」

　しかし時すでに遅し。

　彼女は長い黒髪をしゃらりとかき上げペンパニの筐きよう体たいにコインを入れていた。

　筐体は氷と水──ペンダーのアジトである動物園のペンギンコーナーを模したデザインをしており穴は柵さくの隙すき間まにある。脱走するペンダーを追い返かえすという設定だ。

　彼女が備え付けのハンマーを手に取ると安っぽいＢＧＭが鳴なり始め、渋い男性の演技に定評があるベテラン声優中なか塚つかさんの声が響いた。

『さあ、抑圧された自由への闘争を始めよう』

　台詞せりふの意味はよくわからない。

　おまけにペンダー本編でこの台詞が使われたことはない。

　もっと言えばペンダーの声優は中塚さんじゃない。

　開始一秒でツッコミどころが用意されているのがいかにもペンダーである。

　開発した連中はペンダーが子供向けアニメだということを忘れているに違いない。

「さて──と」

　一度、静かに息いきを吸った。

　彼女の纏まとう空気が変わった。

　凛りんとして、より鋭く、より冷たく──僕はその後ろ姿に凍いてつく風を幻視した。

　速い。

　ハンマーを振り下ろす姿に無駄がない。

　手首のスナップを使い次々に出て来るペンダーを片っ端から叩たたいてスコアを重ねる。

　欠片かけらほどの危うさもなく前半をノーミスで終了し後半の『劇場版モード』に入る。

　例によって無駄に渋い声で、

『ペンギンはどこから来て、どこへ行くのか。誰も教えてはくれない！』

　と、世界観と対象年齢を全力で無視した台詞で後半がスタートした。

『劇場版モード』は完全なるスピードの世界だ。ペンダーが同時に二匹、三匹、五匹と飛び出して来る。叩く猶予もほとんどない。フェイントをかけてくるパターンまである。ペンダーが出たと思ったら消えている。

　前後半でパーフェクトを取れば二五〇点になるが平均は二〇〇点前後、トップクラスのプレイヤーでも二四〇点を超えることは少ない……と以前、相あい原はらさんが言っていた。

　しかし、彼女なら幻の二五〇点もありえるのではないかと思わせる何かがあった。

　ペンダーが加速するほどに彼女の動きもまた加速する。

　最小の動きと最高の速度。

　長い黒髪はその背中で僅わずかにも揺れることはない。

　いつの間にかギャラリーが出来ていた。

「間違いない……『黒の女王クイーン』だ」

「久しぶりだね、彼女の姿を見るのも」

「ふふっ、『完全に最も近い生物』と呼ばれた腕は落ちてないようだね」

「ひゅー、相変わらずエイミーはカッコ良いいなー」

　なんか見知ったギャルがいる。

　つうか何だこのノリ！

　世界観がおかしくねーか！　ペンギン叩たたいてるだけだよな！

　そして、やはり意味は分からないが渋い台詞せりふと共にゲームが終わる。

『夢は終わった。我々もまた現実に帰る時間が来たのだ』

　スコアは二二七点、パーフェクトまであと二三点という……

　……上う手まいんだけどコメントに困る微妙な上手さだな。

「あれが『黒の女王』、凄すごそうな雰囲気に反して腕前は普通よりちょい上ぐらい」

「久しぶりだが安心感すら覚える普通よりちょい上っぷり」

「ふふっ、我らバイト三人衆の間でも何なに気げに有名人よ」

　おまえら（女・女・男）バイトかよ。

　確かに良く見ればバイトだよ、思いっきり店の制服を着てるもんな。

「因ちなみにあたしの友だちです」

　んなことだろうと思った。

　つうかこのギャルは何をしに来たんだ。

「上手くやってるか、ちょっとだけ様子を見に来ました」

「……あー、それは、なんか、ありがと」

　にこりと彼女が笑って、僕は毒気が抜かれる。

「にはは、上手く行ったら松牛奢おごれよ」

「卵もつけてやるよ」

「やったー、愛してるぜアッキー」

「安いなおまえの愛」

　抱き着こうとした相あい原はらさんをチョップで迎撃する。

　ばんばんと、彼女は僕の背中を叩いて去って行く。

「頑張ってくださいアッキーさん！」

「応援してます！」

「ファイトっすよ！」

　バイト三人衆も何な故ぜか僕を応援するようにサムズアップして仕事に戻って行った。

　マジでなんだったんだあいつら。

「何をぼうっとしているのかしら、次はあなたの番でしょう」

　こつん、と、後頭部を詠えい美みさんにハンマーで叩たたかれた。

「ところでさっき璃り子こさんがいなかった？」

「いつものお節介だよ。様子を見に来たらしい」

「あらそう、璃子さんらしいわね」

　詠美さんからハンマーを受け取り、筐きよう体たいの前に立つ。

「接待プレイは嫌いよ」

「もちろん」

　勝てるかどうか普通に怪しいけどねと胸中で呟つぶやき、コインを入れた。

『ようこそ新兵ニユービー、ここが地獄だ！』

　余談だが、ゲーム中の台詞せりふはランダムで百パターン以上用意されているそうだ。

　絶対に力を入れるところを間違えていると思う。

　そしてゲームが始まり、僕は無心になってひたすらペンダーを叩く。終盤のペンダーラッシュは運任せだ、狙ねらわず適当に振り下ろして当たればそれでよし──

『戦場が兵士を育て兵士が戦場を産み出す、戦争は決して終わらない』

　結果は二二八点、運任せ戦法が文字通り運よく高得点を連れて来たようだ。

「……あ、一点勝ってる」

「……あなた終盤は適当に叩いていたでしょう、あんなの邪道よ」

　クールに、あるいは素そっ気けなく詠美さんが言う。

　腕組みをして冷たい瞳でじっと僕を見ていた。

「もしかして拗すねてる？」

「拗ねてないわ」

　その早口な口調が完全に拗ねているみたいで僕は思わず吹き出した。

「何がおかしいのかしら」

「ハハッ、いや、ごめん、意外と、かわいいところあるんだなと思って」

「……ふん、次はエアホッケーをしましょう。私、エアホッケーは得意なの」

　つん、と控え目な胸を強調するように腕組みをしてそっぽを向く。

　やだ、この子、やっぱりかわいい。

　クールで大人びてるくせに、意外に負けず嫌いで子供っぽいところもあるのね。

　つかつかと、彼女はエアホッケーの筐体に向かう。

　僕は苦笑してその背中を追いかける。

「詠えい美みさんはゲームが好きなの？」

「それは質問する権利の行使と見み做なして良いいのかしら？」

「ただの世間話のつもりだったけど、まあ、別に良いよ」

「なら答えてあげる」

　しゃらりと長い黒髪が揺れる。

　詠美さんが振ふり返かえり僕を見る。

　雪原に春が咲く──




「大好きよ」




　──僕に向けた言葉ではないとわかっているのに、それでも勘違いしたくなった。

　からかうように彼女が指先で僕の額をつんと突く。

「なに赤くなっているのよ」

「いや……その、かわいかったから」

「そう、ありがとう。嬉うれしいわ」

　ごく自然な動きで彼女が僕の手を握った。

　繋つないだ手は柔らかく、僕の心臓は飛び出しそうなほどに大きく跳ねた。

「え、詠美さん？」

「行きましょう」

「そ、そうですね！」

　あ、あれ、なんかすげえ良い感じじゃないか？

　これ、もしかしてワンチャンあるんじゃないか？

　僕の期待は否いや応おうなく高まり、ドキドキが止まらない。

　それから僕たちはめちゃくちゃ対戦した。

　正しく言うならば、半端に勝ってしまったせいで詠美さんがムキになった。

　ペンパニから始まり、エアホッケー、木魚の達人、クレーンゲーム、ちょい昔に流は行やった格ゲー、ガンシュー、なんか踊る奴やつと対戦系のゲームを片っ端からプレイする。

「ふ、ふふ、あなたもなかなかやるじゃない。これで六勝五敗、ね」

「つ、疲れた。つうか、さすがに、ちょっと、休まない？」

「そうね、私も疲れたわ」

　白い肌にうっすらと汗を浮かべて彼女は微笑ほほえむ。

「でも、楽しかったわ、久しぶりに」

「僕もだよ、なんかすっきりした」

　因ちなみに、詠美さんの腕はどれも普通よりちょい上ぐらいだった。これは冷静に考えると結構凄すごいのではないだろうか。『黒の女王』の名は伊だ達てではない……かも？

「何か飲む？」

「アイスティーのストレート、なければレモンで」

「じゃあレモンティーだ」

　一階の端にある休憩コーナーにはジュース、アイス、カップ麺の自販機と数脚のベンチが置いてあった。天井には、月と喩たとえるには少々安っぽい蛍光灯が設置されている。

　僕は紙パックのレモンティーを二つ買い詠えい美みさんの隣に腰を下ろす。

「どうぞ」

「ありがとう」

　ストローをさし込みレモンティーを飲む。

　紅茶の仄ほのかな苦みとレモンの香り、渇いた喉のどにひやりとした冷たさが心地よい。

　自然と溜ため息いきが零こぼれる。

「それじゃあ、お互いに賭かけの結果を清算しようかしら？」

「『勝った側は負けた側に一つだけ質問する権利を得る』だったね。詠美さんが六個に僕が五……一つ使ったから四個か。先攻は詠美さんに譲るよ」

「紳士的ね」

　彼女は長い黒髪をしゃらりとかき上げ足を組む。

　どこか演技っぽく、人差し指を唇に当てて考える仕草をした。

「あなたってどうて──」

「ぶっ殺すぞこのクソお嬢！」

「冗談よ。場を和ませるためのちょっとしたジョークじゃないの」

「宣戦布告をジョークとは言わない」

「一つ目の質問はそうね、好みの女性のタイプでも聞こうかしら」

　クールな瞳で僕を見詰めて静かに微笑ほほえむ。

「私を騙だまし切れる自信があるなら嘘うそを吐ついても良いいわよ？」

「……好みのタイプは黒髪ロングの女の子です」

　僕は僅わずかに視線を逸そらして答えた。

　当人を目の前に言わされるとか何のバツゲームなんだろうかと思った。

　案の定、彼女はおかしそうに目を細めた。

「正直だこと」

「嘘かもしれない」

「それはないわ。だって璃り子こさんから聞いているもの」

「……性た質ち悪っ！」

「ありがとう、最高の褒め言葉よ」

　この性悪お嬢め、今の質問にどう答えるかで僕自身のことを計りに来やがった。おまけに、相あい原はらさんから情報を仕入れていることを教えることで、僕が嘘うそを吐つき辛づらくなるように仕向けて来たわけだ。

　一方、僕は彼女の言葉の真偽を判断する情報を持っていない。

　これはアンフェアな勝負になりそうだ、思わず天を仰ぐ。

「さ、次はあなたの番よ」

「じゃあ……どうして僕と会う気になったの？」

「写真を見せて貰もらったのよ、あなたの」

　くすくすと彼女は笑っている。

「私、クール系の眼鏡男子に弱いの」

「……おう」

「クール系眼鏡男子が不意に見せた笑顔とかそれだけでごはんが三杯はいけるわね」

「ちょっと待って何か嫌な予感がする。あのさ、その写真ってもしかして」

「あなたって、笑うと意外にかわいいのね」

「……」

　恥ずっ！

　やだ、なにこれ、超絶恥ずかしいわ！

　こんなのクソオタクがする会話じゃないわ、どこの青春ラブコメなの！

　あたい、耐えられない！

「璃り子こさんの惚気のろけを聞いているうちに実物に会いたくなった──というのもあるわ」

「惚気って」

「言葉の綾あやよ、聞き流しなさいな」

「因ちなみにどんな内容」

「あなたという友人がいかに愉快で、誠実で、親切であるかを事あるごとに」

　ベタ褒めじゃねーか。

　そんなん普通に照れるわ。

「今から思えば、あの時点で、あなたを紹介するつもりだったのかもしれないわね」

「……次の質問に行こうか」

「良いいわよ。二つ目の質問はそうね、休日はいつも何をしているのかしら？」

「アニメ、ゲーム、漫画、映画も見るよ」

「ふぅん……これは失敗かしら、意味のない質問だったわ」

「オタクの休日だしね。ああ、でも最近は相原さんと遊びに行くというか振り回されることも多かった気がするね。部活もやってるのになんであんなに元気なんだか」

「ふふっ、璃子さんも変わらないわね」

「楽しくないわけじゃないんだけどね、楽しいからこそ疲れるって言うかさ」

「彼女はいつだって全力なのよ、よく方向を間違えるけれど」

「それだ」

　僕たちは顔を見合わせて少し笑う。

「僕も聞きたいんだけど寮生活ってどんな感じ？」

「面白いことなんて何もないわよ。ただ寮と学校を往復しているだけ。週末は家に帰って録とり溜ためた深夜アニメを消化しながらゲーム三ざん昧まいかしら」

「あんまり楽しそうでもないねえ」

「女子校らしく、百ゆ合り百ゆ合りなお話でもあれば良かったのでしょうけどね」

「……ないの？」

「ないわよ」

「そうか」

　今日、僕の中にあった幻想が音もなく一つ壊れた。

「三ターン目に入りましょうか。映画好きだって聞いているけれど、どんな映画を？」

「サメ映画だ」

　僕はきっぱりと答えた。

「サメ映画だ」












　おまけに繰くり返かえした。

　何な故ぜか彼女はコーラと勘違いして醤しよう油ゆを飲んでしまったような顔をする。

「……璃り子こさんに勧められて空飛ぶサメとチェーンソー男が戦う映画を見たのだけれど」

「名作だろう」

「物もの凄すごいＢ級映画だったわよ！　なんなのあれ！」

「それがサメ映画だイツト・イズ・サメエイガ」

「真剣な顔で言わないで、私の感覚がおかしくなりそうだわ」

　何故か詠えい美みさんは渋い顔をしたままジト目で僕を見ていた。

　もしかしたら彼女はサメ映画に水が合わないのかもしれない、サメだけに（どやぁ）。

「……真面目まじめな顔して物凄くくだらないことを考えてなぁい？」

「気のせいだよ」

　しかし……あれだな、思ったよりも、詠美さんって表情豊かだな。

　黒髪ロングだし、オタクだからか話しやすいし、言うまでもなく美人だし、わりと茶ちや目めっ気けもあって黒髪ロングだし、これはもしや結構な幸運なのではないだろうか。

　ラッキーなのでは！

「次の質問は？」

「少しクールダウンするわ。好きな食べ物でも聞いてみましょうか」

「なんだろ……聞かれると思いつかないな。わりと好き嫌いなくなんでも食べるよ。ああ、前に相あい原はらさんが作ってくれたオムライスは美お味いしかったかな」

「璃子さんは料理上手よね。私も何回かご馳ち走そうになったことがあるわ。因ちなみにお菓子作りはちょっと苦手なのよ」

「そうなの？　それは知らなかったな」

「お菓子作りは計量が大切なの」

「大体わかった」

　相原さん大おお雑ざつ把ぱだもんなあ。

「詠美さんは？」

「人並み程度かしら。得意料理はオムライスよ」

　くすくすと冗談めかして彼女が笑う。

　僕はわざとらしく大おお袈げ裟さに肩をすくめて見せた。

「次の質問を良いいかしら」

　詠美さんが一度足を組み替える。

「カレシってどういうこと？」

「……え？」

　思わず、絶句した。

「璃り子こさんが、あなたのことを、カレシって呼んだわ、一回だけ」

　微笑ほほえみを浮かべたまま、じっと冬の朝のような瞳で僕を見ている。

「とっても自然で、二人とも慣れていたようだけど、何な故ぜかしら？」

「……あー、えーと、それはですね。違うんです。はい、なにもやましいことは」

　別に悪いことはしていないはずなのに背中に冷や汗が流れる。

　やだ、この黒髪ロングちょっと怖い。

「やましいことがないなら、説明できるわよね？」

「ソウデスネ」

　ど、どう説明すれば良いいんだ。

　繰くり返かえし主張するが別に悪いことはしていないはずだ、が、冷や汗が止まらない。

　僕の困りっぷりが面白かったのか、悪魔は我慢しきれなくなったように吹き出した。

「あはははははっ──聞いていたとおりね、反応が楽しくてからかい甲が斐いがあるわ」

「あっ！　まさか、そっちも相あい原はらさんから」

「聞いてるわよ。カノジョ（仮）なんてラブコメみたいなことをしていたのね」

　しゃらりと彼女は長い黒髪をかき上げる。

　僕はがっくーんと強く肩を落とし、全身から力が抜けてぐったりとする。

「本気で性た質ちが悪いぞこの女……」

「あら、性質の悪い美少女に振り回されるのってナイーブなオタク男子の夢でしょう？」

　冗談か本気かわからない口ぶりで言い、彼女は口元に手を当て小さく笑った。

　ハハッ、と僕は彼女に合わせて笑い頭を抱える。

「否定できねー」

　だってちょっと楽しいからなあ！

　相原さんに振り回されるのとは別ベクトルでちょっと楽しいもんなあ！

　ずるいよ！　黒髪ロングのお嬢さまで、オタクだから話が合って、おまけにオタクの気持ちを理解してる女オタクだなんて、勝てるわけがないよ！

『オタクってこういうのが好きなんでしょ？』って露骨にあざといキャラを出されたら口ではなんだかんだ言いながら喜んでご馳ち走そうになっちゃうのがクソオタクだよ！

「もう好きにして！」

　ばたーんと、僕はベンチに倒れて両手両足を投げ出して見せた。

　彼女が笑い、僕も笑った。

　居心地の良い空気が僕たちの間に流れる。

　お互いにオタクであることを差し引いても、彼女に近付けた気がした。

　僕のスマホが鳴なった。詠えい美みさんに一言断り電話に出た。

　聞き慣れたギャルの声がした。

『ヤッホー！　エイミーとはどんな感じですかにゃー』

「わりと良いい感じだった気がするんだけど、この電話でぶち壊された」

『にゃんと！　あたしやっちまいましたか！』

「松牛は取りやめだ」

『ガーン！』

「冗談はともかく、どうかしたの」

　と、ここでいきなり詠えい美みさんにスマホを奪われた。

「もしもし璃り子こさん？　ええ、とても面白い玩具おもちやをありがとう」

「おうそこのクソお嬢、はっきりと玩具呼ばわりしてんじゃねえよ怒るぞ」

「記念にプリクラを？　良いわね、すぐに行くわ」

　ツッコミを入れる僕を軽やかにスルーしたまま通話を終えると、僕の手を握るようにしてスマホを渡して何事もなかったかのように微笑ほほえむ。

「四人でプリクラを撮らないかってお誘いだったから受けておいたわよ」

「……別に良いけどさ」

　相あい原はらさんとは方向性が違うがこいつはこいつで相当にフリーダムだなと胸中で呟つぶやく。

　多分、相原さんの場合は天然で、詠美さんの場合はわかってやってる……やっぱ性た質ち悪いなこのお嬢。

　嘆息し、僕は紙パックのジュースを握り潰つぶしてゴミ箱に放ほうり投げ席を立つ。

「じゃあ行こうか。プリクラコーナーって入り口の近くだっけ」

「まだ最後の質問が残ってる」

「そうだった」

　ラストターン。

　彼女が立ち上がり、一歩だけ僕に近付く。

　深い湖のような瞳が僕を見詰める。

　ゲームセンターの休憩所、安っぽい蛍光灯の下、吸い込まれてしまいそうになる。

　しゃらりと長い黒髪をかき上げた。

「触らせてあげましょうか？」

「……」

　性質の悪さが極まった質問だった。

　何より性質が悪いのは、彼女がひどく真剣な目をしていたことだ。

「髪の毛は、恋人にしか触らせないんじゃなかったの」

「だから、そういうことよ」

　ぷいと、彼女が視線を逸そらした。

　多分、照れている。

「顔と眼鏡を差し引いても、まあ、その、悪くはないと思ったの」

「……」

　僕は、もっと喜んで良いいはずだ。

　心臓が飛び出すほどに高たか鳴なって、心の中に春が訪れたような気分になる。

　はっきり言って、外見だけなら詠えい美みさんは理想のタイプだ。

　性格も嫌いじゃない。性た質ちの悪さなんてそれこそ愛あい嬌きようの内だ。

　目の前にいる、ちょっと照れてる詠美さんなんて吐血しそうなほどかわいい。

　黒髪ロングの美少女で、お嬢さま学校に通っていて、おまけにオタクで趣味も合う。

　そんな彼女の方から僕に好意を示してくれる。

　最高だ。完かん璧ぺきだ。人生最良の日だ。

　このチャンスを逃す奴やつは馬鹿だ。

「僕は……」

　なのに、どうして、僕は、戸惑っているのだろう。

　なにを、僕は、迷っているのだろう。





第五話「僕たちはラブコメができない」










「──ごめん」

　どうして断ってしまったのか僕は今でも理解できないでいた。




「あああああああああ何度思い出しても勿もつ体たいねええええええええええええ！　詠美さんと付き合えば良かったあああああああああ！　いちゃいちゃしたかったあああああああ！」

「まだ言ってんのかおめーは」

「うるせえ、彼女持ちのリア充野郎に僕の気持ちがわかってたまるか！」

「リア充になるチャンスを逃がしたおめえの自業自得だべや」

「ちくしょう！　正論過ぎて反論の余地がねえ！」

　返かえす返がえすも、勿体ないことした！

　七月になった。

　僕と健けん司じはいつものように放課後の学食で駄だ弁べっていた。

　いつものように詠えい美みさんと付き合うチャンスを潰つぶしたことを愚痴っていたとも言える。

　最初は慰めてくれていた健けん司じも、いい加減うんざりしているのだろう、反応が辛辣だ。

「相あい原はらの奴やつ、今日は遅いべな」

「そういや遅いね。部活ってことはないか、試験期間に入ったし」

　イチコーの試験期間は約一週間だ。そこから試験本番（一週間）、テスト返かえし（約一週間）、夏休み開始──と七月は強制イベントの如ごとく予定が詰まっている。

　そのため放課後の学食はいつもより空すいていた。変わりに普段は閑古鳥が常連の図書室が賑にぎわっているのだろう。あちらには色々と参考書も置いてある。

「ま、そのうち来るべよ。アキラは試験勉強の調子どうだべ」

「普通。そもそも試験なんて日頃から予習復習してれば慌てる必要ないし」

「やべえ、そういやこいつ優等生だったべ！」

　その時だった。

　何か、喩たとえるならば、ゾンビのような存在が僕に抱き着いて来たのは。

「だーずーげーでーおねがいアッギィイイイイイイイ！」

「うおおおおおわあああああああああああああああああ！」

　ほ、本気でびっくりした！

　本気でびっくりしたけどよく見れば普通に相原さんだった。

　目が完全に死んでるけど。

「ど、どしたの、相原さん」

「べんぎょうおじえでえええええええええええええええええ！」

　天使が通った。

　場に唐突な沈黙が落ちることを欧米ではそのように言うらしい。

　僕たちは揃そろって相原さんの顔を見て、ぽかんと、間抜け面を晒さらす。

「健司、救急車だ！　救急車を呼んでくれ！　相原さんが大変だ！」

「お、おう！　わかったべ！　おい、１１９番って何番だべ！」

「そこまで驚くこと！　あたし、ただ勉強を教えてほしいだけなんだけどっ！」

　僕たちはぴたりと動きを止めて再び相原さんを見る。

「当たり前だろ」

「おめーが勉強とかありえねーべ」

「魚が空を飛びたいと言い出すようなもんだぞ」

「そうだべ、自覚しろや」

「あたしそこまでバカな子だと思われてるのっ！」

「当たり前だろ」

「おめーが勉強とかありえねーべ」

「魚が空を飛びたいと言い出すようなもんだぞ」

「そうだべ、自覚しろや」

「リアクションが使い回しなんですけど！」

　相あい原はらさんが拗すねたようにぷくぅと頬ほおを膨らませて僕の隣に腰を下ろした。

　うむ、かわいい。

　が、自分から勉強をしたがる相原さんとか間違いなくただ事ではない。

「とりあえず、説明」

「えっとね──」

　てへりと、相原さんがはにかみダブルピースを披露する。

「赤点を一つでも取ったら地獄の夏合宿に強制連行するから覚悟しろよってうちの部長に脅されちゃった」

「まあ、かわいい。そうなの期末試験で赤点を一つでも取ったら地獄の夏合宿に強制連行するから覚悟しろよって水泳部の部長さんに脅されちゃったのね」

　水泳部の内部事情とか力関係とか地獄の合宿とか気になる要素が多いな！

　個人的には部長のキャラクターが一番気になる！

「参考までに聞くけど、中間テストは何点ぐらいだったの？」

「いやー、あははー」

　相原さんの瞳が盛大に泳いだ。水泳部だけに（どやぁ）。

「平均よりは下だけど赤点ギリギリじゃないくらい……かな。てへぺろー」

　リアルな成績の悪さだ。

　僕の呆あきれが混ざった視線をどう受け止めたのか、相原さんはきゃるんと無駄にかわいい顔をしてかわいさをアピールして来る。

　つうか割と余裕あるだろこいつ。

「で、勉強を教えてほしいってわけね。それぐらい構わないけどさ」

「おおー、サンキューアッキー！　愛してるぜー」

「やめろ暑苦しい」

　がばぁと両腕を広げて抱き着いて来たのでチョップで撃退した。

「……ついでに、健けん司じも教えようか？」

「おれは余裕あるから良いいべ」

「ちくしょー、ヤンキーのくせに真面目まじめに勉強しやがってー」

「当たり前だべ。赤点なんか取ったら彼女と過ごす時間が減るべや」

　ちっ、僕は盛大に舌打ちをして、やさぐれた眼まな差ざしで健司を睨にらむ。

「死ねよこのクソリア充め」

「うるせえべ、このリア充に成り損なったクソオタク」

「せいぜい赤点取らないように頑張るんだな」

「おう、帰って復習だべや」

「わからないところがあったら連絡するんだぞこら」

「そん時は遠慮なく頼むべ！」

　健けん司じは鞄かばんを片手に颯さつ爽そうと学食を出る。

　僕は相あい原はらさんに向き直る。

「じゃ、勉強しよっか」

「はーい！」

　相原さんが出席を取る小学生みたいに元気よく手を上げて返事をした。




　十五分後。




「うおー、もう無理じゃー。頭が死ぬー」

「安心しろ、勉強のやり過ぎで死んだ人間は今のところいない」

　僕の予想より五分も長く頑張った相原さんが死んだ。

　うにゅーっと、隣の席でその豊かな乳をテーブルに置くようにして突っ伏している。心なしか、サイドテールの髪も元気がなく、萎しおれているように見えた。

　僕は暇つぶしに始めた復習を（さすがに勉強している隣でゲームをするほど非道ではない）止めて、相原さんのノートを横から覗のぞき込こむ。

「基本問題でいきなり間違えてるぞバカ、さては公式の使い方を理解してねえなバカ」

「バカバカうるせー、大体よー、勉強なんて社会に出たら何の役に立つんだよー」

「何の役にも立たない。学校の勉強は社会に出るための基礎トレーニングだよ。社会で役に立つ知識や技術を習得するのはその後だ。水泳だって最初は筋トレからでしょうが」

「ううー、軽い愚痴のつもりだったのに全力で逃げ道を潰つぶされたー」

　半分死んでいた目が完全に死んだ。

「そもそも勉強すらできない奴やつが社会に出て何をするのさ」

「……ラノベ作家とか？」

「ハハッ。基本問題なんてのは公式の使い方がわかってれば解けるよ。手順をきちんと覚えているかを試すチュートリアル後の戦闘みたいなもんだから」

　と、実際にノートを借りて問題を解いて見せる。

　おおー、と相原さんはスーパープレイでも見たように感心の声を上げた。

「じゃ、もう一回やってみようか。数学の基本は暗記と慣れだ。公式を暗記して、実際に問題を解いて、使い方を体で覚えるのが一番手っ取り早い」

「うえー、マジすかー」

「マジです。全く、それでどうやってこの学校に受かったの」

「にはは。いやー、受験はねー。イチコーに入ったら泳ぎ放題だからさ。あたしにしては珍しく塾なんて通って頑張りましたよ。辛つらかったー」

「で、無事に入学したけど水泳部をさぼり倒してると」

「にはは、ほら、あたしエンジョイ勢だからさー」

　てへりと誤ご魔ま化かすようにかわいいポーズをする。

　実にあざとい、だけど手加減はしてやらない。

「じゃ続きを頑張りなさい」

「ひーん、わかりましたー」

　情けない声を上げ相あい原はらさんは勉強に戻る。

　そして今度はちょっと頑張ったらしく一時間後。

「出来たー！」

「どれどれ、見せてみ」

　たゆゆんと胸を張り誇らしげに渡して来たノートをチェックする。基本から応用まで一通り問題を解いたようだ。残された途中式や消しゴム跡を見れば一生懸命なのはわかる。

　正答率は四割程度だろうか。

　ヤバイな。

「どう？」

「うん、予想より悪くない。この調子で頑張れば補習はないよ」

　ぱあっと相原さんがわかりやすく嬉うれしそうな顔をした。

「えへへー、そうかなー。あたし、やればできる子？」

「できる子だよー。でも、やらないとできない子になるからもっと頑張れー」

「ひーん、アッキーがまたもやあたしの心を叩たたき潰つぶしに来るよー」

　調子に乗る→釘くぎを刺される→凹へこむ、という黄金パターンである。

　相原さんがまたもや、べたーんと乳を机の上に載せて突っ伏した。

「ま、ちょっと休憩にしようか」

　僕は相原さんが問題を解いている最中に買って来た紙パックのジュース（いちごミルク）を渡す。ついでに自分用のレモンティーにストローをさす。

　気付けば食堂に生徒の姿は少なくなっていた。

　茜あかね色いろの光が隣り合う僕たちを照らす。

「ねーねーアッキー」

　きらきらと、彼女の髪が金色に光る。

「なんでエイミーのことふっちゃったの？」

「僕が知りたいぐらいだよ」

「エイミーって、アッキーの好み百パーセントって感じだよね」

「そうだね、めっちゃ好みだよ。ギャルゲーなら真っ先に攻略するよ」

　詠えい美みさんのことを思い出して、僕はまた溜ため息いきを吐ついた。

　今から思えば、あれ大分キャラ作ってたよなあ。ところどころで素が漏れてたような気がするもんなあ。でもそんなところもかわいいと思うんだよなあ。

　あああああああ何度思い出してもやっぱり勿もつ体たいねえ！　未練が断ち切れねえ！

　本当に、どうして、断ってしまったのだろうか自分で自分が理解できない。

「仕方ないにゃー。また誰か紹介してあげるよ」

「いや、しばらくは良いいよ。なんかそんな気分になれない」

「……ふーん？」

　じーっと相あい原はらさんが僕を見ていた。

　そして、何かに気付いたように、にんまりと悪戯いたずら猫のように唇で笑みを作る。

「あたし、わかっちゃったー」

　誰かが学食のドアを開けて、茜あかね色いろの風が吹いた。

　秘密の箱を開けるように彼女は告げる。

「好きなひとが、できたんでしょ」

「──は？」

　寝言は寝て言えと、笑い飛ばそうとした。

　風に揺れる金色の髪に目を奪われた。

　夕焼けを浴びて向日葵ひまわりが笑う。

　宝石の瞳が僕を見ている。

　その眼まな差ざしが胸に突き刺さる。

　綺き麗れいだ──そう思った刹せつ那な、石せつ鹸けんに似た彼女の香りが僕の情動を揺り動かす。

　ずっとずっと眠っていたものが揺り起こされて胸の奥から溢あふれて来る。

　それは種だ。

　僕の心に眠っていた種だ。

　種が、芽吹いて、茎をのばして、僕の胸を割って花を咲かせた。

　太陽のような、金色の、向日葵。

「ね、誰？　あたしの知ってるひと？　友だちじゃん、教えろよー」

　おいおい、嘘うそだろ？

　なにか、性た質ちの悪い冗談だろ？

　誰か、この冗談を笑い飛ばしてくれ。

「僕の好きなひとは」

「うん」

　無む垢くに、無邪気に、彼女が微笑ほほえんでいる。

　数えきれないほどに見た、彼女の微笑み。

　向日葵ひまわりのような笑顔。

　今更、この微笑みに心を動かされることがあるなんて思いも、しなかった。

「目の前にいる、みたいだ」

　風が止まる、時間のように。

　沈黙が、心臓の鼓動一つ分。

　ぱちくりと、彼女が瞬まばたきする。

　そして──

「ぶひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃ！」

　盛大に大爆笑してくれた。

「ハ、ハハッ、アハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハ！」

　僕もまた、声を上げて笑った。

　笑う以外に何ができただろうか。

　相あい原はらさんが笑いながら、ばんばんと、僕の肩を叩たたいている。

「う、うけるー。アッキー顔が超マジっぽいんだもん！　おまえ、それ、あたしじゃなかったら信じちゃうぞ」

「おまえじゃなきゃ言わねえよ」

「にはは。それもそうっすねー」

　あー笑った笑ったと、彼女は目に涙すら浮かべて呟つぶやく。

「オッケーオッケー、璃り子こさんの助けが必要ならいつでも言いんしゃい」

「……そうだね」

　僕と相原さんはオタク仲間で、仲の良いい友人で、カノジョ（仮）で──

　胸の奥で、何か、大切なものが、ぎしりと軋きしむ音がした。




　初恋、なのだろうか。

　僕は昨日の深夜アニメをベッドに腰掛けて眺めていた。

　内容がろくに頭の中に入って来ない。

　ヒロインの声すらも右の耳から左の耳に通り過ぎ全すべてが上滑りしているように感じた。

　ふと気付けば異世界転生した主人公がチート能力で問題を解決しゲストヒロインに惚ほれられていた。主人公は順調にハーレムを築いているようだ。

「……よくやるわ」

　それに比べて僕は相原さん一人ですら持て余していた。

　どうするべきなのだろうか。

　答えは出ないまま、明日はやって来る。

　いつものように相あい原はらさんはやって来る。

「うおー、英単語があたしを苦しめるのじゃー」

「頑張れ。英語は暗記だ。文法どうこう以前に単語が出ないとしょうがないからな」

　放課後の学食で今日は英語を教える。

　単語書き取りをする相原さんを監視しながら、隣で、試験に出そうな問題をノートや教科書からチョイスする（いわゆる、ヤマを張っている）。

　一時間ほどで休憩を挟み、二人でジュースを飲みながら軽く駄だ弁べる。

「そだ、忘れてた！」

　いちごミルクを飲んでいた相原さんが胸の前でぽんと手を叩たたいた。

　ごそごそと鞄かばんを漁あさり、取り出した二枚の紙切れ──チケットを僕の前に突き出す。

「じゃーん！　見て見て、サメ映画のチケット！」

「マジで？　どしたのそれ」

「ネットの懸賞で当たりました。タイトルは『スナイパーシャーク２』だよ！」

「なん、だと……あの、サメである必要性が全然ない、そもそもサメが二回しか出て来ないけどアクション映画として見たら普通に面白い『スナイパーシャーク』の続編だと」「タイトルは『スナイパーシャーク２・愛と青春のサメたち』だよ！」

「やべえ、もう地雷の雰囲気しかしないぞ超見たい！」

「でっしょー、あたしも色んな意味でわくわくしてるぜ！」

「これはもう見るしかないな！」

「見るしかないよね！」

　突然のサメサプライズに思わず僕の心は躍り弾む。

　相原さんが笑顔のまま言った。

「試験休みは、二人でサメ映画デートだねっ！」

「──」

　一瞬、言葉に詰まった。

「そうだね。だから勉強しろ」

「イエスサー！」

　びしりと敬礼し、相原さんが元気よく勉強に戻った。

　基本的に素直なのが相原さんの良いいところである。

　僕は彼女の横顔を静かに眺める。

　忘れてしまおう、ふと、思った。

　彼女の中で、僕は恋愛対象そういうキャラクターじゃない。

　はっきりと、それは、わかる。

　恋愛対象でないからこそ親切に詠えい美みさんを紹介してくれた。

　わざわざ、僕の理想の、女の子を。

　今更、告白したとして、どうなる？

　告白をしたとして、ただの友だちでしかないと改めて現実を突きつけられたとして。

　そのまま、何もなかったことにして、友だちに戻れるだろうか。

　きっと戻れないだろう。

　相あい原はらさんは──何事もなかったかのように接してくれるかもしれない。

　けれど、僕はそれに耐えられない。

　きっと、耐えられない。

　この居心地の良いい関係は壊れて、それで、終わりだ。

「どったのアッキー？」

「……んー、いや、何となく」

　視線に気付いた彼女が僕を見る。

　僕を見て、にこりと笑う。

「へっへー、もしかして、ようやく璃り子こさんのかわいさに気付きましたかー」

「んなわけあるか」

　この笑顔を失ってしまうぐらいなら。

　こうやって、遠慮のない会話ができる相手を失ってしまうぐらいなら。

「そだ、ちょっと教えて欲しいんだけど」

　彼女がノートごと身を寄せる。

　肩と肩が触れ合い、ふわりと金色の髪から石せつ鹸けんに似た香りが漂う。

「ここのねー、単語の変化なんだけどー……って聞いてる？」

「聞いてるよ。ちょい待て、僕も怪しいから辞書を引く」

　全すべてを失うぐらいなら、この気持ちを忘れてしまえば良い。

　簡単な計算問題だ。

　誰も傷つかずにすむ。何も失わずにすむ。合理的な考えだ。

　なのに、胸の奥でまた大切な何かが軋きしむ音がした。

　僕は目を閉じて、その音を聞こえないふりをする。

　彼女は僕が『好き』なんじゃない。

　彼女はただ、優しい、だけだ。




　相原さんルートもあったのかもしれない。

　見た目が派手なギャルだから、あえて雑に扱って、遠ざけていた側面もあった。

　だからこそ、僕たちは気の置けない友人になれたとも思う。

　だからこそ、僕たちは気の置けない友人にしかなれなかったのだろう。

　諦あきらめ、受け入れてしまえば楽なものだ。

　僕は何も失っていない。

　何も失っていないはずだ。

「ひーん、勉強ばっかりで頭がフットーしそうだよー」

「もうちょいだから頑張れ。つうか、そこまで勉強漬けでもないだろ」

　諦めると、受け入れると、忘れてしまうと、決めたはずなのに。

　彼女が日に日に、綺き麗れいに見えた。

　教科書を見る真剣な眼まな差ざしが、ノートをめくる細い指先が、シャープペンシルを押しあてられた唇が、時折、風にそよぐ金色に似た髪が、何もかもが。

　僕は、どうかしている。

　相変わらず深夜アニメの内容は頭に入って来ない。

「アッキーさんや、最近ちょっと変ではないですかな？」

「ああ、誰かさんに勉強を教えてるせいで疲れてるのかもね」

「へへー、それはもう感謝感激雨あられでごぜーますだー……じゃなくて」

　じーっと、彼女の瞳が僕を見ていた。

　僕は目を逸そらす。

　澄んだ瞳が、僕の心の奥底を見透かしてしまいそうだったから。

「悩みがあるなら相談のるよ？」

「うるさいな」

　僕の声は必要以上に冷たかったかもしれない。

「他人の心配より、自分の心配をしなさい」

「……」

　沈黙、にこりと、彼女は優しく笑う。

「そだね」

　口の中に苦いものが満ちる。

　後悔が僕の良心を切り刻む。

　胸の奥から聞こえる何かが軋きしむ音は、日に日に大きくなる。

　やがて僕自身を覆いつくしてしまうかのように強く響く。

　こんな思いをするぐらいなら心なんて死んでしまえば良いい。




　録とり溜ためた深夜アニメを、見る気すらもしなくなった。

　最後に携帯用ゲーム機を起動したのは何日前だっただろうか。

　そう言えば、試験はいつから始まるのだろうか。

『暇ならちょっと顔を貸せや、試験前に一休みだべ』

　健けん司じに呼び出されたのは、そんなある日のことだった。

「……なんで日曜なのに制服なんだべ」

「……いや、なんか、間違えた」

　何も考えていなかった、が正しいかもしれない。

　そもそも今日が日曜だと言うことすら忘れかけていた。

　道理で、母さんが出掛ける僕を不思議そうな目で見ていたはずだ。

「で、どしたの」

「おう、美う味まいパンケーキを出す店があるから付き合えや」

「男二人でパンケーキかよ」

「まあそう言うなや」

　健司に連れられて僕は洒落しやれ乙おつでちょいシックな喫茶店に入った。

　照明は控えめで、同じく控え目にクラシック音楽がかかっている。店の雰囲気通りに年齢層は高めで、大半の席は埋まっていたが静かなものだった。

　静かに、ゆっくりと、そして密ひそやかにお茶を楽しむ場所なのだろう。

　どちらにせよ、高校生男子の二人組が場違いであることは変わらないが。

「ちょいとお高いからあんまり頻繁には来れないんだけどな、良いい店だべよ」

「だろうね」

　メニューを開くと、うん、何を注文しても四桁けた当たり前という感じだった。

「おすすめはパンケーキと紅茶のセットだべや」

「じゃあ、それで」

「紅茶は葉っぱが選べるべよ」

　ダージリンやアッサムのような僕でも知っている種類から、聞いたことがないような銘柄までメニューにはずらりと紅茶の名前が並んでいた。

　せっかくなので、ニルギリという聞いたことのない銘柄にした。

　健司が軽く手を挙げ店員さんであろう白いエプロンをしたお婆ばあさんに注文を通す。二十分ほどして同じお婆さんがパンケーキと紅茶のセットを運んで来た。

「とりあえず食べるべ」

　言いながら健司がいそいそとフォークとナイフを手に取りパンケーキに向かった。

　白い皿にふんわりと膨らんだパンケーキが三枚、折り重なるように並んでいる。

　その上には艶つややかな生クリームがたっぷりと、だがあくまで上品に、載せられている。

　別添えでイチゴのソースもあった。

　健司は実に幸せそうな顔をして、生クリームたっぷりのパンケーキを口に運んでいる。

　僕はまず、ニルギリとやらを味わってみようと紅茶を口に運んだ。

　芳ほう醇じゆんな香りが一気に口の中で花開いた。

　そのまま、香りが消える前にパンケーキに手を伸ばす。

　さくり、ふわり、パンケーキは一瞬の歯ごたえを残して口の中で溶ける。

　生クリームは見た目以上に濃く、強烈な牛乳の甘みが生きている。

　イチゴソースの甘酸っぱさは生クリームとの相性が抜群だ。

「悩んだときは、甘いものに限るべ」

　言葉少なに、僕たちは紅茶とパンケーキを口に運んだ。

　白いエプロンのお婆ばあさんが食器を下げ、二杯目の紅茶を注ついでくれた。

　これはパンケーキセットのサービスだそうだ。

「……」

「……」

　互いに口数は少ない。

「少しは、マシな顔になったべな」

「……」

「死人みてーな顔をしてたべよ」

「……ごめん」

　くくっと、健けん司じは紅茶を口に運びながら小さく笑う。

「それは相あい原はらに言ってやれや。心配しておれに声をかけて来たのはあいつだべ」

「あの世話焼きギャルめ」

　再び沈黙。

「で、どうするんだべ」

「なんの話かわからない」

「好きなんだべ、相原のこと」

「気のせいだよ」

「顔見りゃ、わかるべ」

「……」

「Ｙｏｕ、さっさと告っちまえよ」

「ぶち殺すぞクソヤンキー」

「かはは、いや、あいつ鈍いところあるから言わなきゃ絶対に気付かないべ」

「……それなら、それで良いいさ」

　薄暗い店内で僅わずかに目を伏せる。

　二杯目の紅茶は、少し、苦い気がした。

「出来もしねえことで強がるなや」

「余計な世話を焼いてる暇があるなら帰って試験勉強でもしてろよ」

「お、今度は八つ当たりだべか」

「違う。あのな、これは単純なリスクの問題なんだよ。得るものと失うものを天てん秤びんにかけて、失うものの方が大きい。僕なら、こんな分の悪い賭かけはしない」

「優等生らしい利口さだべな」

　皮肉っぽく健けん司じが唇を歪ゆがめる。

「おめえはそうやって、逃げ続けて、後悔だけ抱えて生きてくのか？」

「──ッ！」

　がたっ、思わず席を立った。

　もう少し僕の自制心が弱ければそのまま殴りかかっていたかもしれない。

　周囲の視線が僕に集まる。

　健司が穏やかな声で座るように促す。

「まあ、落ち着けや」

「……」

　僕は腰を下ろし、大きく息いきを吐いた。

「余計なお世話だ」

「だべな。所しよ詮せん、他ひ人と事ごとだべや」

　おれは相あい原はらほど優しくないべ──

　健司は頷うなずき、そう言った。

「もう一杯、飲むべ？」

「ああ」

　程なく、三杯目の紅茶が目の前に運ばれて来た。

　縁取りのないシンプルな白いソーサー、花を思わせる曲線が美しいティーカップ。

　琥こ珀はく色いろの紅茶から白い湯気が立ち昇り、心を鎮めるかのように穏やかに香る。

「おれなあ、中学の頃は相原のことが好きだったんだべ」

　思わず健司の顔を見た。

　紅茶の香りが遠い過去を思い出させたように、静かな目で天井を見上げていた。

「ま、何もなかったんだけどな。何にもないまま、普通に友だちやって、友だちのまんま、道場の先輩から紹介された今の彼女と付き合い始めて終わりだべや」

「……相原さんと疎遠になったのって、それが理由？」

「まあな。けど誤解するんじゃないべや。今更未練がどうとかじゃねべ。今の彼女のことは好きだし幸せだべよ。こうして話せるぐらいには昔のこと、終わった話だべや」

　終わった話。

　そのフレーズが僕の心の中で反響する。

「逆に言えば、おれは、その程度にしか、相原のことを好きじゃなかったんだべな。好きは好きでも、そのまま思い出にできる程度だった」

「……健けん司じ」

　僕は言った。

「ところで、ここの支払いはそっち持ちで良いいんだよな」

「ざけんな、割り勘だべ」

「今更だけどこの値段は洒落しやれにならないだろ。パンケーキセットが二五〇〇円って」

「だから彼女とすら滅めつ多たに来られないべや──とっておきの店だべ」

　ふっ、と健司は静かに微笑ほほえんだ。

　あるいはそれを友情と呼ぶのかもしれないが、結局、会計は割り勘だった。

　一人頭三五〇〇円、試験前の一休みにしては高くついた。




　試験期間中はろくに勉強が手につかなかった。教科書を読んでも頭に入らない、手を動かしていても気付けば立ち止まっている。

　我ながら可愛かわいげのないことに、そんな状況でも問題なく試験をパスした。

　少なくとも自己採点の結果は、今まで通りだった。

「いえーい！　今日は絶好のサメ映画日和だねっ！」

　サメ映画日和かどうかは知らないが、試験休みの日曜日は見事な快晴だった。

　駅前で十二時に待ち合わせ、オタクに優しい書店があるちょっと賑にぎやかな町へ行く。

　試験が終わった解放感からだろう、相あい原はらさんはご機嫌で、るんたったるんたったと足取りは軽く弾むようだ。いつも通りのギャルファッションに、小さな鞄かばんを肩にかけている。

　僕は──

「はいはい、上映時間に遅れないように移動しますよ」

「らじゃー！」

　敬礼の真ま似ねをして、相原さんが僕の顔をじっと見つめる。

「うむっ、なんかよくわかんないけど元気みたいで結構！」

「おかげさまでね」

　相原さんに手を差し出す。

　ぎゅー、何な故ぜか握手された。

「いや、鞄」

「にゃ？」

「鞄、持とうか」

「……アッキーが壊れた！」

「なんだてめえ！　ひとが珍しく気を遣ってみればその反応は！」

　ぶんと手を振ふり解ほどいて僕は怒ど鳴なる。

　けらけらけらと相あい原はらさんは気楽な調子で笑って、ぱたぱたと手を振る。

「だってそんなこと言うの初めてじゃーん。どったのさ急に優しくなってー」

「心境の変化があったんだよ」

「ふーん？」

　にんまりと、チェシャ猫のように彼女は笑っていた。

「オッケーオッケー、んじゃお願いしまーす」

「はい、お預かりします」

　鞄かばんを受け取り、小脇に抱えた。

　改めて空いている方の手を差し出す。

　ぽん、と、お手よろしく手を乗せられた。

　ちげーよバカ！

「にはは、冗談っすよー」

　はい、と彼女が手を繋つないできた。

　正直、わりと、うん、恥ずかしいなこれ。

「よーし、んじゃー映画館に行こうぜー」

「はいはい」

　僕たちは手を繋いで『スナイパーシャーク２』を上映しているミニシアターに向かう。

　大きく、元気よく、手を振って、恋人同士というよりは仲の良いい子供のように──

「ポップコーンいる？」

「いるいるー、キャラメルで頼むぜ」

　休日ということもありミニシアターはそれなりに混雑していた。座席の埋まり具合は八割程度だろうか、僕たち以外に男女の二人連れというお客はいない。

　ミニシアターでサメ映画を見るのをデートと呼ぶには色気がなさ過ぎるからだろう。

　それこそ今更だ、僕たちは所しよ詮せん、どこまで行っても、オタク同士の友だち同士だ。

　それで良い、この居心地の良い関係が許されている間は。

「お、始まりましたな」

　上映のブザーが鳴なって照明が落ちる。

　スクリーンに映像が投影されお約束の予告編が流れる。

　冷静に考えると、サメ映画で座席が八割埋まるって狂ってるな。

　そんな僕の思いを余よ所そに上映開始のベルが鳴る。

『もう、うんざりだ。この夏、おれは男になるぜ』

『ヒュー、やるじゃないかジョージ。相手はやっぱりケリー・ヒューズかい？』

『二人で海に行く約束を取り付けたんだ。ガソリンスタンドで、毎日毎日、おっさんの車をはげ頭よりピカピカに磨いた甲か斐いがあったってもんだよ』

『海でヒューズのヒューズをぶっ飛ばすってわけか』

　映画『スナイパーシャーク２・愛と青春のサメたち』はそんなクソのようなアメリカン青春トークから始まった。

　ジョージとケリー、友だち以上恋人未満な二人が夏休みを利用して海へ遊びに行く。当然のようにサメが現れ、地元観光業への影響を考えサメの存在は隠いん蔽ぺいされる。

　だが犠牲者が増えてサメの存在を隠しきれなくなり、満を持してサメ退治のスペシャリスト──前作でサメよりマフィア相手に活躍した（死んだはずの）スナイパーが現れる。

　サメ映画成分が三、青春映画成分が七、全体としては見事なＢ級映画だった。

　もしもこれがラブコメなら、上映中にそっと手を繋つないだりしたのかもしれない。

　しかし、僕の隣のお嬢さんは上映時間の大半をポップコーンを抱えて過ごし、そうでない時はスクリーンに拳こぶしを突き出して歓声を上げるか手を叩たたいて笑っているかだった。

　一つだけ言えることがある、サメ映画はデートに向いていない。

　ロマンチックな青春っぽいシーンも唐突に出て来るサメのせいでぶち壊しだ。

　しかしサメの出番は多いし、サメ映画フリークとしては悪くない百分間だった。

　ぶっちゃけわりと面白い。

　告白しようとして何度もサメに邪魔されるジョージに親近感を抱いた。

　映画が終わるとその足で駅傍そばのワクドナルドに入って軽食を取りながら感想を交わす。ある意味では、この感想戦が映画の最大の楽しみであるのかもしれない。

　昼を大きく回ったワクドナルドの二階席はがらんとしており、二人きりだった。

「わりと当たりだったね！」

「まあ、前作もサメ映画である理由が見当たらないだけで面白かったしね」

「今回はわりとサメが活躍してたじゃん」

「主に、主人公カップルが良いい雰囲気になったのをぶち壊すためにな」

　相あい原はらさんはリンゴパイを食べながら、アイスのカフェオレを口に運ぶ。

　僕はポテトをつまみながら、同じくカフェオレを飲んでいた。

「食べる？」

「食べる。サンキュー」

「たくさん食べて大きくなりなさい」

「おっぱいが？」

「誰もそんなことは言ってねえよ！」

　わざとらしく、相原さんは両腕で乳を挟んで強調して見せた。

　眼福なのは認めよう。

　けれど、それすらも、僕がただの友人でしかない──証左に過ぎない。

　僕たちの関係は冗談で出来ている。

　お祭りのように、ただ騒いで、喚いて、楽しんで、それで終わる。

　高校生活三年間限定の幻想だ。

　幻想は幻想のまま消える運命でしかない。

「さてと」

　ぱらぱらと手に着いたパイの欠片かけらを払い、アイスカフェオレを一口飲む。

　トレイを脇にどけて、ずい、と彼女は身を乗り出す。

　下から覗のぞき込こむような上目遣いで僕を見ている。

　口元には悪戯いたずらを企たくらむ猫のような笑みが浮かんでいる。

「璃り子こさんに、何か言うことがあるんじゃありませんかにゃー」

「……ないよ」

「んっふっふー、隠すなよー。急に優しくなってご機嫌を取ろうってんだろー。そんなことしなくても、璃子さんはアッキーのことが好きだから安心しろよー」

「友だちだからね」

「おうともよ」

　向日葵ひまわりのように彼女が笑う。

「さ、言ってごらんなさい。誰との間を取り持って欲しいんじゃね。やっぱりエイミーと付き合いたいならまたデートをセッティングしてあげようぞ」

「ありがとう」

　僕は迷っていた。

　ずっと迷っていた。

　今、この瞬間まで迷っていた。

　今もまだ、胸の奥で何かが軋きしむ音が鳴なり響く。

　傍そばにいるほどに思い知らされる。

　終わらせて、思い出にするには、僕の中の彼女は大きくなり過ぎていた。

　夏が来て、向日葵を見るたびに、僕は彼女のことを思い出すだろう。

「友だちだと思っていたんだ」

「うん」

「そのまま友だちでいようと思ったんだ」

「うん」

「好きになっちゃったみたいなんだ」

「うん？」

　何の話かわからない、そんな風に相あい原はらさんが首を傾かしげた。

「おまえが好きだって言ってるんだよ」

「えっと──」

　どう受け止めれば良いいのかわからないように困惑している。

　その姿が僕は可お笑かしくて、唇から小さな笑いが零こぼれ落ちた。

　ほっとしたように彼女は──冗談だと受け止めたように──小さく笑う。

　僕たちの関係はいつだって冗談で出来ている。

　僕たちはきっと、あまりにも簡単に仲良くなりすぎてしまったんだ。

　彼女の肩を掴つかんだ。

「笑うなよ、本気なんだ」

　キスをした。

　大きな瞳をさらに大きく見開く。

　茜あかね色いろに染まる頬ほおが綺き麗れいだった。

「──！」

　次の瞬間に、僕の頬が鳴なった。

　相あい原はらさんに叩たたかれたのだと気付く頃には、彼女は走り出していた。

　きらきら、きらきらと、願いを叶かなえそこなった流れ星のように金色の髪が揺れていた。

　追いかける気にはなれなかった。

　漠然と続くと思っていた日常は壊れた。

　僕が壊した。

　もう取り返かえしはつかないのだろう。

　彼女からの返事は、心臓に突き刺さるように痛い。

「ハハッ」

　全身から力が抜けて、僕はワクドナルドの安っぽい椅い子すにもたれかかる。

　残ったのは、石せつ鹸けんに似た、彼女の残り香だけ。

「ま、こんなもんだよな」

　わかりきっていた結末だ。

　そして、わかりきっていた結末の当然の帰結として。

　翌日から、めっちゃ避けられるようになった。

　電話もメールもＬＩＮＥもブロックされてこそいなかったが反応してくれない。




　相原さんのいない毎日はひどく静かだ。

　僕は誰とも会話することなく登校し、授業を受けて、下校した。

　健けん司じは夏休み前ということでバイトに精を出しているらしい。

『青春オタク同盟』と名付けられた世界一恥ずかしいＬＩＮＥグループも静かだ。

　あれほど鬱うつ陶とうしかった通知爆撃すらも懐かしく思う。

　校内で彼女を見かけることがあった。

　人気者の相あい原はらさんは、いつも、傍そばに誰かがいた。

　彼女の世界から僕が一人抜け落ちたところでなんの影響もない。

　僕がいなくても、彼女は笑顔を浮かべて、楽しく過ごしている。

　僕は、僕自身の存在の軽さを嫌というほどに思い知らされる。

　かつて静寂は無二の友であったのに、久しぶりに再会した静寂は別人のように僕に対して余よ所そ余よ所そしかった。

　僕は一人でいることが平気な子供だと、思っていた。

　思っていたんだ。

「……あ」

「……よう」

　放課後の駅前、珍しく一人きりの彼女とばったり出会った。

　相原さんのぎこちない愛想笑いを初めて見た。

　僕は、彼女になんと言えば良かったのだろうか。

「ご、ごめん、あたし、部活の友だちと待ち合わせしてるから！」

　目を逸そらし、逃げるように彼女は走り去って行く。

　手を伸ばさなければ何も掴つかめない、けれど、手を伸ばしても僕の手には何もない。

　叩たたかれた頬ほおの痛みを思い出し、僕は空を掴んだ手を握りしめる。

　頬よりも心が痛かった。

「ごきげんよう」

　そんな時に、僕は詠えい美みさんと再会した。

　いつの間にか、彼女が僕の前にいた。

　黒髪ロングでお嬢さま学校に通っているミステリアスなオタクの美少女という属性てんこ盛りの彼女を前に感情の整理が追い付かない。

「璃り子こさんと喧けん嘩かでもしたの？」

「だったらどうする」

　しゃらりと彼女は長い黒髪をかきあげて薄い微笑ほほえみを浮かべた。

「慰めてあげるわ」

　赤い唇が艶なまめかしかった。

　相変わらず彼女は美人で、相変わらず性た質ちが悪い。

「……で、結局ゲーセンなわけね」

「ふふっ、何を期待したのか知らないけど高校生のデートなんてこんなものでしょう？」

「別に何も期待しちゃいないさ」

　詠美さんと二人で並んで、僕は玩具おもちやの拳けん銃じゆうを撃ち続けていた。

『ペンダーと地獄の大隊』、例によって例の如ごとくペンダーゲーである。

　基本はよくあるガンシューティングなのだが至る所がペンダナイズされている。

　敵のシャチマフィアに混ざって登場するペンダーを撃つとライフが減る……のではなく、ライフが増える辺り開発がペンダーを完全に理解しているのが見て取れた。

「私、これが好きなの」

「そう」

「頭の中で、嫌いな奴やつの顔を思い浮かべて撃ちまくるとすっきりするのよね」

「コメントに困るな」

「冗談よ」

　もしも僕が嫌いな奴の顔を思い浮かべるなら自分自身以外にないだろう。

　ただ無心に銃を撃つ作業は心が落ち着く。

　狙ねらって撃ってリロード、狙って撃ってリロード、機械のように繰くり返かえす。

「告白でもしたの？」

「──」

　照準が思い切りずれて敵を撃ち損ねた。

　わっとシャチマフィアの雑魚が押し寄せて来てライフを一気に三つも削られる。

「図星みたいね」

　危なげもなく、彼女は隣で敵を撃ち倒してステージを進めて行く。

　彼女は僕以上に機械のようだった。

　銃を構える姿勢がすらりと綺き麗れいだ。

　僕は引き金を絞り続けるけれど弾は当たらない。

　プレイヤー２ゲームオーバー。

　コインを投入してコンティニューする。

「慰めてあげましょうか？」

「……」

「私にしておけば良かったのにね」

「……」

　無心で引き金を絞り続ける。

　銃弾は当たらない。

　コインを投入してコンティニューする。

　銃撃のＳＥだけが僕らを包む。

「私たち恋人に見えるかしら」

「……」

　黒髪ロングの美人と眼鏡のクソオタクじゃつり合いが取れていない。

　けれどオタクとギャルよりはマシだったかもしれない。

　所しよ詮せん、僕たちは住む世界が違っていた。

　自分に言い訳をする。

　銃弾は当たらない。

　詠えい美みさんがゲームをクリアして画面にとってつけたようなＥＤムービーが流れる。

「はい、おしまい」

　くるくると指先で拳けん銃じゆうを回転させ、すぽりと筐きよう体たい備え付けのホルスターに戻した。

「さ、次は何で遊びましょうか？」

　しゃらりと優雅に長い黒髪をかきあげて、どこか冷たい瞳を僕に向ける。

　冬の朝のように、凍った湖のように、彼女の瞳は綺き麗れいだ。

　綺麗で、鏡のように、僕を映す。

　僕は首を振る。

「ごめん、今日はもう帰る」

　今の僕に、彼女と楽しむ余裕も、彼女を楽しませようとする気力もなかった。

　処理し切れない感情が頭の中で渦巻いて虚むなしさだけが積みあがる。

　胸の奥で、何かが軋きしむ音だけが、日に日に強くなる。

「相談ぐらい乗ってあげましょうか」

「いらない、もう終わったから」

「ふられたのね」

「多分ね」

「はっきり言いなさい」

「……ふられた」

「ふふっ、ざまぁないわね」

　にこりと彼女が笑った。

　思ったよりも可愛かわいらしい笑顔だった。

「だから、私にしておけば良かったのよ」

　久しぶりに笑えた気がする。

　口元を歪ゆがめた、自じ嘲ちようと自虐の乾き切った笑みだ。

「ハハッ、今からでもそうしようかな」

「そうなさいな、恋を忘れるには新しい恋をするのが一番よ」

「ハ──ハハッ」

　乾いた笑いがこみ上げる。

「でも、今のあなたとお付き合いする気はないわよ」

　ああ、やはり、彼女は性た質ちが悪い。

　捨てられた子犬のような目ね、と詠美さんが微笑ほほえむ。

「璃り子こさんを諦あきらめる言い訳探しが終わってから出直してらっしゃい」

「僕は……」

　そんなもの探していない、そう、言おうとして言えなかった。

　鏡のような瞳が僕を映す、僕の心を映し出す。

「……どうすれば良いいのかな」

「知らないわ」

「少しは慰めてくれよ」

「あなたが欲しがってるのは慰めじゃなくて気休めでしょう」

「洒落しやれたことを言いやがる」

「諦める理由なんていくら集めたところで無駄よ。そんなものがいくらあっても諦められないから恋と呼ぶんでしょうよ」

　それは僕のことを言っているようで、彼女自身のことを言っているようでもあった。

　くすりと彼女が笑う。

「私らしくもないお節介ね。こういうのは璃子さんの専売特許なのに」

　まったくその通りだ。

「……詠えい美みさん」

「なに」

「ありがとう」

　彼女が背を向ける。

「ふん、煮え切れない男の相手をして貴重な時間を無駄遣いしたわ」

　憐あわれみに似た柔らかさを言葉の響きに乗せて彼女は去って行った。

「せいぜい頑張りなさい、おバァカさん」

　長い黒髪が彼女の背中で揺れていた。

　しゃら、しゃら、と、柔らかく、僕の心を撫なでるように。

　一人、ゲーセンを出て、意味もなく彷徨さまよい歩あるく。

　試験から解放された、僕と同じ高校生の姿がいたるところにある。

　テスト返かえしの一週間など、もう半分、夏休みが始まったようなものだ。

　授業もおざなりで今更新しい単元に進んだりはしない。

　誰かの楽しそうな姿を見るほどに自分の空虚さを自覚する。

『だから、私にしておけば良かったのよ』

　その言葉が頭の中で反響していた。

　一番賢い、一番楽で、一番効率的なやり方だとわかっていた。

　引き留めたのは希望ではない。

　ただの未練だ。

　どうやって彼女を忘れたら良いいのか、僕はそればかりを考えていた。

　彼女を忘れようとするほどに、彼女を忘れられないことにも気付いている。

　猿と悟りの寓ぐう話わだ。

　かつてある愚か者が『どうすれば悟ることが出来ますか』と問うた。

『猿について考えなければやがて悟れるだろう』と答えた。

　愚か者は終始『猿のことを考えない、猿のことを考えない』と考え続けた。

　今の僕だ。

　僕が本当にやるべきことは、忘れることじゃない。

　けれども時間は、僕の想おもいとは無関係に過ぎて行く。

　長い、高校一年生の夏休みが、もうすぐやって来る。

　いつか、時が彼女への想いを忘れさせてくれるのだろう。

　もう胸の奥が軋きしむような音は聞こえない。

　代わりにただの空洞がある。

　いつか、僕はこの空洞を別の誰かで埋めるのだろう。

　そうやって僕は大人になるのだろう。

　結局のところ、これはどこにでもある普通の失恋なのだ。

　思いは通じなかった。

　取り立てて騒ぐことではない。

　何かが大きく変わることはない。

　かつて栄華を誇った文明の遺跡のようなものだ。

　静かに、静かに、朽ちて行くだけの思い出だ。

　それが、どうしても、嫌だった。

　このままで終わりたくない。

　そう思ったのは未練で、ただの、子供っぽい諦あきらめの悪さだろう。

　我ながら古風なことだが、僕は手紙を書いて彼女に送った。

　ありったけの思いを込めて。




「バッッッッッッッカじゃないの！」

「バカにバカと呼ばれたくないわい、このバカ！」

「このクソオタク！」

「うるせえクソギャル！」

　一学期最後の日。

　終業式とホームルームが終わった昼過ぎ。

　部活や委員会や、何らかの事情がある学生以外はとっくに下校していた。

　学食は開放されているが、食堂自体は閉まっている。

　ほとんど僕たちの貸し切り状態だった。

　ばんっ、と相あい原はらさんが朝方下げ駄た箱ばこに突っこんだはずの手紙をテーブルに叩たたきつける。

「なんで果たし状なのさ！　せめてラブレターとかじゃないの！」

「ラブレターなんぞ僕に書けるわけねえだろうが！」

　ばんっ、と僕も反論しつつテーブルを叩いた。

　にらみ合い、そして沈黙。

　やがて互いに息いきを吐き、腰を下ろした。

「まあ、ジュースでも飲めよ」

「ありがと」

　あらかじめ用意しておいたいちごミルクを相原さんに渡した。

　僕もまたレモンティーを一口飲む。

　お互い微妙に視線を逸そらしているのは拭ぬぐいきれない気まずさのせいだろう。

　相原さんがジト目で僕を睨にらむ。

「アッキーって、わりと無む茶ちややるよね」

「他に思いつかなかったんだよ」

「びっくりしたんですけど」

「ごめん」

「初めてだったんですけど」

「……それに関しては本当に申し訳ないと思っております」

　土下座せんばかりの勢いで頭を下げた。

　思い返かえしてもやり過ぎだったと思います。

　っていうか、マジでぶん殴られても文句は言えないよね。

「っていうか、百歩譲って果たし状は良いいとしてさ」

「はい」

「あたし、お昼ごはん食べたいんだけど」

「自分、ひとっ走り近くのコンビニへパシって来ましょうか」

「いらない」

「そうすか」

「っていうか……っていうか、えーと、ああ、もう」

　わしゃわしゃと相原さんが頭を掻かく音がした。

「お弁当あるから、わけたげる！」

「マジかよ」

　僕は驚いて顔を上げた。

　相あい原はらさんは怒っているような照れているような拗すねているような顔で頷うなずいた。

　ふい、とそのままそっぽを向く。

「バカ。仲直りする気がないなら、最初から来ないよ」

「なんだこいつ天使か」

　なんだこいつ天使か。

　やだもう本当に良いい子、あたいちょっと涙が出そう。

　なのに相原さんってば、すごーく胡う散さん臭くさいものを見る目であたいを睨にらむの。

「褒めてるのか馬鹿にしてんのかわかんない。アッキーはそういうところあるよね。基本無表情って言うか、真顔だから冗談が冗談に聞こえないし逆に全部冗談みたいだし」

「今度から語尾に『まあ全部冗談だけど』ってつけるわ」

「うざっ！　そうじゃなくて、もう！」

「……わかってるよ、こういうことだろ」

　にぃ、と僕は両手の人差し指を口元に当て笑顔を作って見せた。

　彼女はしげしげと僕の笑顔を眺めた上で、小さく吹き出した。

「相変わらず似合わないなー」

「うるせえ。基本真顔の無表情キャラに無む茶ちやを言うんじゃねえよ」

「ま、良いや。とりあえずごはん食べに行こうか」

　そう言って鞄かばんを片手に席を立った。

　僕は首をかしげて、貸し切り状態の学食を眺めた。

「ここじゃなくて」

「おうともよ、あたしのとっておきの場所を教えてあげる。今度はあたしがアッキーをびっくりさせるのさ」

　どんと胸を叩たたき、たゆゆんと乳が揺れた。

　よくわからないがとにかく自信たっぷりに胸を張っている。

　結局、僕は彼女を信じて席を立った。




　彼女のとっておきの場所、連れて行かれたのは屋上だった。

　学食を出て、校舎に入る。人気のない廊下を僕たちは歩あるく。

　まだ日も高いのに誰もいない校舎はひどく奇妙な感じがした。

　階段を上り、立ち入り禁止と書かれた札を乗り越えて、屋上のドアの前に立つ。

「見つかったら怒られるよ」

「見つからなければオッケーだよ！」

　一見ちゃんと鍵かぎがかかっているように見える屋上のドアだが、実は鍵が壊れており強く押すと鍵ごと開いてしまうのは一部の生徒が知っている秘密だそうだ。

　ドアを開けた瞬間、大きく視界が開ける。

　町を一望できる、見事な展望だ。

　遮るものはなく、山肌から吹く爽さわやかな風が心地よい。

　空の上にはもう夏だと告げるように、七月の太陽が強く輝いていた。

「いえーい！　学校の屋上ってさー、なんかちょっと憧あこがれてたんだよねー！」

「わりと定番だけどね」

　何が嬉うれしいのか、彼女は屋上の真ん中に躍り出ると、両手を広げてくるくると回る。

　陽光の下の彼女を『妖精の輪フエアリーダンス』に喩たとえるのは少し褒め過ぎか。

　金色に似た髪が、夏の日差しを浴びてきらきらと輝いていた。

「Ｈｏｏ！　テンション上がるぅ！」

「って弁当！　振り回したらヤバくないか！」

「……あ！」

　慌てて足を止めて鞄かばんを覗のぞき込こんだ。

「とりあえず、外見に異常はないよ！」

「中身は確実に寄ってるんだろうけどな」

「サ、サンドイッチがメインだからセーフだって」

「どうだか」

　給水塔の陰に腰を下ろした。

　相あい原はらさんが鞄からランチボックスを取り出し、ハンカチの上に広げる。

　色とりどりのサンドイッチが鮮やかな花のように広がった。

「へぇ」

　あくまでメインがサンドイッチというだけで、他にも細々としたオカズがランチボックスの隙すき間まに詰め込まれている。から揚げや卵焼き、ミニトマトや野菜スティックのように食べ易やすさを重視しているようだ。

　隅にウサギ型に切ったリンゴもあった。

「いただきます」

「いただきます」

　手を合わせ、サンドイッチに手を伸ばす。

　何の変哲もない卵ときゅうりのサンドイッチは僅わずかに酸味がある。

「ピクルス？」

「だよ。ちょっとだけ混ぜてあるの」

「こっちのから揚げは」

「あえて和風」

「おお」

　さくりとした衣の向こうに柔らかい鶏とり肉にく、噛かむと香ばしい醤しよう油ゆの味が広がる。野菜スティックにも軽くビネガーと塩が振られており浅漬けのピクルスといった按あん配ばいだ。

「美お味いしいっしょ。あたしが自分で漬けたんだよ」

「家庭的……だね」

「その微妙な沈黙はどういう意味かにゃー？　怒らないから言ってごらん」

「家庭的を通り越してちょっとおばさん臭いね」

「てりゃー！」

「ぐおあっ！」

　かなりヤバい感じの本気なチョップが飛んで来た。

　普通に痛い、くそっさすが水泳部だ鍛えてやがるな。

「わかりました謝罪して訂正させていただきます」

　実際、物もの凄すごく手間がかかっているとか、驚くほどに美味しいとか、そういうわけではない。あくまで一工夫しているぐらいで、昼食としては簡単なものかもしれない。

　けれど、以前ご馳ち走そうになったオムライスと同じように素朴に美味しかった。

「良いいお嫁さんになれるね」

「……バァカ」

　呆あきれたような目で見られた。

　そして唇の端に小さな笑みが浮かび。

　やがて大きく、向日葵ひまわりのように、彼女は笑顔を浮かべた。

　久しぶりに──彼女の笑顔を見たような気がした。

　僕は救われたような、どこか清すが々すがしい気持ちになれた。

「ご馳走さまでした」

「お粗末さまでした」

　パチンと最後にもう一度手を合わせる。

　手早く相あい原はらさんがランチボックスを片づける。

　すっかり満腹になってしまった。

　さて帰るか。

「ってなんでじゃー！」

　べしこんとチョップが飛んで来る。

「果たし状はどうしたのさ！」

「………………おお！」

「忘れてたね！　忘れてたでしょアッキー！」

「いや、何かもう、良いかなって」

「良くねーの！　ほら、さっさと準備する」

「はいはい」

　普段なら丁度、昼休憩の頃だろうか。

　そして昼休憩と言えばバトペンが僕たちの定番だ。

　こうして相あい原はらさんと対戦をするのも本当に久しぶりのような気がする。

「腕が鈍なまってなければ良いいけどさ」

「始める前から言い訳してやんの」

「勉強漬けだったおまえの心配をしてるんだよ」

「あたしがバトペンを我慢してるとでも？」

「それはそれで駄目じゃねえか」

　相原さんがペンダーを、僕がハグルマーを選択する。

　ステージはランダム。

　ゲームが始まる。

　３・２・１──スタート！

　同時に加速する二台のマシン、ロケットスタートで一気に飛び出す。

　いざゲームが始まってしまえばすぐに無心になれた。

　人気のない屋上にゲームのＢＧＭとボタンを叩たたく音、彼女の独り言だけが聞こえる。

　勝って負けて、負けて勝って、勝って勝って負けて。

　二人きりの屋上でゲーム三ざん昧まいなんてオタク的に心躍るシチュエーションかもしれない。

　お互いに画面を見たままだからこそ、素直に話せることもあった。

「あのね」

「うん」

「冗談扱いしてごめん」

「気にするなよ。お互いさま……つうか、やったことに関しては僕が悪い」

「あたしのこと好きだったんだ」

「どうもそうみたいなんだよ」

「黒髪ロングじゃないよ？」

「わかってるよ。ついでに言えば今だってギャルは全く好みじゃない」

「ふーん。じゃあどこが好きなの？」

「…………」

「おいこら、なんでそこで黙り込むのさ」

「具体的にどこが好きかって言われると全く思いつかない……」

「マジで」

「ギャルは好みじゃないし、巨乳属性ないし、サイドテールもピンと来ない」

「全滅じゃん！」

「僕は一体、相あい原はらさんのどこを好きになったんだ？」

「ダメじゃん！」

「まったく好みじゃなくても惚ほれちゃうぐらい『好き』ってことかもしれない」

　ぎゅぎゅぎゅぎゅおーん、どかーん！

　相原さんが盛大に操作をミスって、コーナーに突っこむのが見えた。

　実力が伯仲しているプレイヤー同士でそんなミスをすれば当然、負ける。

「あーもうヤダ。ちょっと休憩！」

　何かを誤ご魔ま化かすように声を上げて、彼女はごろんと寝転がった。

　顔がゲーム機で隠れて表情は見えない。

　僕もまたゲーム機を置いて彼女の隣に寝転がった。

「……」

　果てしなく青く、どこまでも続くような空が広がっていた。

　給水塔の陰の下、爽さわやかな風が吹く。

　視界の端で金色に似た髪が揺れている。

　風に乗って微かすかに届くのは石せつ鹸けんに似た優しい香り。

　静かだった。

　二人きりで世界に取り残されたような気分だった。

　手を伸ばした。

　手を握った。

　一度震えて、彼女は手を握り返かえす。

「あたしも」

　二人揃そろって屋上に寝転んで空を見る。

　青く高い空に、白い雲が流れて行く。

「多分、アッキーのことは『好き』だと思うんだよね」

「……」

　体を起こして相原さんを見る、けれど、そういうわけでもないのだろう。

　彼女は遠い目をして、まだ、遠い空を見上げていた。

「本当を言うとさ、そういうの、よくわかんないんだ」

「わかんないって？」

「人を『好き』になる感覚、かな」

　少し考えるような沈黙があった。

　風が吹いて、石鹸に似た香りがした。

　香りと共に、囁ささやきのような言葉がした。

「アッキーのことも、ケンジのことも、エイミーのことも、クラスの友だちも、水泳部のみんなも、部長も、隣に住んでるおじーさんも、あたしは好きだよ」

「うん」

「仲良くしたいし、親切にしたいし、困ってるなら助けてあげたいって思うよ」

「うん」

「でも、特別な『好き』って、本当はよくわかんないんだよね」

「……」

「だから、多分でごめんね」

　そんな風に彼女は似合いもしない切なげな笑みを浮かべた。

「一つだけ、良いいかな」

「なに」

　彼女が体を起こすのがわかった。

　僕たちの手はまだ繋つながっている。

　僕は言った。

「おまえ、恋愛経験ない口だけギャルなのに『カノジョ（仮）になったげるよ』とか自信たっぷりに言ってたのかよ」

　相あい原はらさんがずっこけた。

　がつんと、自分の膝ひざに自分の頭をぶつけていた。

「こ、このタイミングでそういうところにツッコミ入れなくても良いじゃん！」

「いや、気になって」

「た、確かに、あたし自身はカレシとかいたことないけど、ほら、友だちをくっつけることに関しては実績あるから大丈夫だよ！」

「あー、なるほど」

「でしょ！」

　妙に必死なのがおかしかった。

「まあ僕と詠えい美みさんで思いっきり失敗したけどね」

「それは仕方ないじゃん。あんなアッキーの好み百パーセントの女の子と上う手まくいかないとか思わないよ」

　不ふ貞て腐くされたように唇を尖とがらせてじとっと僕を睨にらむ。

　思わず苦笑した。喉のどの奥から、くつくつと笑いが漏れる。

「良いよ、多分で」

「にゃ」

　今度は冗談だと思われないように、正面から目を見て、はっきりと言ってやった。

「『好き』です、きみのことが」

「──」

　強い風が吹いた。

　金色の髪がきらきらとなびいていた。

　見る間に、彼女の頬ほおが真っ赤に染まる。

　戸惑ったように、困ったように──照れたように、わたわたと両手を振り回し叫ぶ。

「と、とりあえず、ほ、保留で！」

　困った、ちょっと意味がわからない。

「えーえっと、嫌とか、そういうのじゃなくて、な、なんだろ。うん、よくわかんないけど、多分、多分、えっと、一緒にいて楽しいし、また仲良くしたいし、あれです」

　ようやっと考えがまとまったのだろう。

　ぱん、と掌てのひらを叩たたいて大きく頷うなずいた。

「と、とりあえず、カレシ（仮）からお願いします！」

「……ふっ、はは、あははははははははははははははははははははははは！」

　青空に僕の声が響く。

　こんなに笑ったのは生まれて初めてかもしれない。

　わけもなく、わけもなく、笑いがこみ上げて来た。

　相あい原はらさんは笑う僕をぽかんと見て、拗すねたように唇を尖とがらせて、我慢できなくなったみたいに一緒になって笑い始めて、二人して笑いながら顔を見合わせて──












「よろしく、相あい原はらさん」

「こちらこそ、よろしくお願いします」

　蒲公英たんぽぽのように小さく、笑ってくれた。

　きっとそれは──

　誰にでも優しい彼女が、初めて、僕のためだけに浮かべてくれた笑顔だった。





おまけのエピローグ










「ところでカレシさんや」

「なんですかなカノジョさんや」

「明日から夏休みではございませんか」

「明日から夏休みでございますね……普通に喋しやべれ」

「にはは、あのさ、あたし、夏休みだし挑戦してみたいことがあるんだよね」

「うん？」

　相原さんが僕を見る。

　はにかんで、照れくさそうに微笑ほほえむ。

「普通のデートとか、してみたいなって」

　不覚にもかわいいと思ってしまう。

「普通のデートとはつまり、オタクに優しい書店を梯子はしごしたり？」

「しません」

「ゲーセンでひたすら対戦しまくったり？」

「しません」

「エアコンの効いた部屋で録とり溜ためた深夜アニメを連続視聴も？」

「しません」

「もしかしてサメ映画を見に行ったりは！」

「絶対にノゥ！」

「じゃあ普通にラブストーリーな感じの映画を見たり、普通のお店でお買い物をしたり、普通に普通の遊園地に行ってアトラクションを満喫したり？」

「……ダメかな？」

　正直、難易度が高い。

　僕にとってはオタクデートこそが普通だと反論することも出来ただろう。

　けれど、それじゃあ、今までと何も変わらない。

　ただのオタ友のままだ。

「良いいよ、やってみようよ、普通のデートをさ」

「……ありがと」

　相あい原はらさんが微笑ほほえむ。

　かくて僕は『普通のデート』というクソオタクには重過ぎる試練に挑む──





『あとがき』と書いて『自由帳』と読んで下さい。







「時代はギャルっすよ！　ギャルの時代が来てるんすよ！」

　と、担当さん（ラブコメと言えば『いちご一〇〇％』）が熱く主張したのが全ての始まりでした。

　無論、わたくし（ラブコメと言えば『Ｔｏ ＬＯＶＥる─とらぶる─』）は一人の誇りある創作者として安易に流行に飛びつき世間に迎合し媚こびを売るような真ま似ねはせず己の信念を貫くため、迷わずこう答えました。

「良いいっすね！　じゃ、次のヒロインはギャルにしますわ！」

　そして男たちの挑戦が始まった──

「やっぱりヒロインの口癖はチョベリグですかね？」

「先生、それは古代語です」

　最新のギャルに詳しい担当（最近、結婚したらしい）と時代遅れのギャル像しか持たない作者（最近、誰とも会話してないことに気付いた）に存在する知識のズレ。

「なんで途中から異能バトルものになってるんですか！」

「ラブコメを書くのが久しぶり過ぎてラブコメの書き方が思い出せなかったんだよ！　もう大丈夫、頭をラブコメに切り替えたから改稿でラブコメにするって！」

　担当（嫌いなものは締め切りを守らない作家）の試練は続く、作者（嫌いなものは締め切りそのもの）の迷走も続く。改稿は二桁に達しようとしていた。

「だから『Ｔｏ ＬＯＶＥる』が最高だって言ってんだろうが！」

「うるせえ『いちご一〇〇％』を読め！」

　それでも担当（夜中の二時に電話しても繋つながる）と作者（担当からの電話は基本スルー）は熱くお互いの主張をぶつけ合う。より良いものを作るため決して妥協はしない。

「『いちご一〇〇％』も良いよね！」

「『Ｔｏ ＬＯＶＥる』も良いよね！」

　妥協はしない。

「カラーイラストが制服ばっかりなんですよねえ」

「水泳部だし水着相あい原はらさんを描いて貰もらえば良いんじゃね（自分が見たいだけ）」

「本編じゃ一ミリも水泳シーン出てこないけど採用（自分が見たいだけ）」

　そしてついにこの本は完成した。

　男たちの間には共に試練を乗り越えたことで生まれた友情があった。

　担当（なんだかんだ言ってこの仕事が好き）と作者（なんだかんだ言ってこの仕事が好き）はわかり合えた。

「ところで二巻はどういう話にするつもりですか？」

「何も考えないよ？」

　多分、次の締め切りがやって来るまでは──

　注：当あとがきはフィクションであり実在の担当編集ならびに葉は村むら哲てつとは無関係です。

『Ｔｏ ＬＯＶＥる』と『いちご一〇〇％』は実在しますが、よく考えたらどっちもＫＡＤＯＫＡＷＡじゃなかった。名前を出しても良かったのだろうか──

　ということで『相あい原はらさんは誰にでも優しい』の一巻でした。少しでも楽しんで貰もらえたなら、相原さんを好きになって貰えたなら幸いです。真面目なあとがきは一ページが限界なので即座に謝辞に移行します。

　まずはこの本を読んでいただいた読者の皆さま、改めてありがとうございます。賞賛はこのわたくしが、苦情は全て担当編集さんが受け付けております（丸投げの構造）。また出版に当たってデザイナー、校正、営業と様々な方にお世話になりました。

　最後にイラストを担当していただいた、あゆま紗さ由ゆさんにも感謝を。控え目に言って最高にクールなイラストだったぜ。表紙のあの、挑発的な表情が特に好きだぜ。





　　　　　二〇一八年夏『さあ、今から二巻の内容を考えるか！』葉村哲
























電子書籍特典　書き下ろし短編「カノジョ（仮）とゲームの世界に転移するだけのお話」










　注意：この話は夢オチです。




「大変だよアッキー！　あたしたち『ときめきパンデモニウム』略してときパンの世界に転移しちゃったみたいだよっ！」

「な、なんだってー！　あの、悪魔（イケメン）たちが通う聖パンデモニウム学園を舞台にした恋と青春の女性向け恋愛シミュレーションゲームの世界に転移を！」

　状況説明終了。

　改めて周囲を見渡せば、確かにそこはゲームの中の世界。

　目の前には巨大な城みたいな校舎があり、僕たちは学生服と呼ぶには装飾過剰過ぎる制服を着用している。ゲーム内知識から判断するに、ここは校舎前の噴水広場だろう。

「え、じゃあ、なに、相原さんがヒロインなわけ？」

　この、金髪サイドテールの巨乳ギャルが乙女ゲーのヒロインって似合わねえなあ。

　原作ヒロインのマリカは黒髪ショートの儚げな（設定上は普通の）女の子だったのに。

「え？　ヒロインはアッキーだよ。あたしはマリカの親友ポジさ！」

「僕がヒロインなの！」

「だってほら、アッキーの制服マリカのじゃん」

　うおおおおああああああマジだ！　女の子の制服だ！

　なんかスースーすると思ってたらスカートはいてるよ！

　ちょっと待て！

　じゃあ僕が七つの大罪をモチーフにした七人のイケメン悪魔に迫られるのか！

　さすがに嫌過ぎるだろ！

　に、逃げてえ。

　こ、こうなったらゲーム内知識を駆使して誰とも結ばれないが普通に卒業できるノーマルエンドを目指すしかない。可能な限りイベントをキャンセルして行くんだ。

　確か、この噴水広場ではメインキャラであるルシファー先輩と出会うはず。

　僕というかマリカが生徒手帳を落とすことでイベントが始まったはずだから、つまり生徒手帳を落とさなければ出会いイベントはキャンセルされるはずだ。

「よし、相原さん。決して持ち物を落とさないように慎重に急いで教室へ行こう！」

「あ──」

　生徒手帳を固く握りしめて宣言した瞬間だった。

　ダダダダダダダダダダダ──誰かが駆け寄って来たと思ったら、そのままの勢いでタックルを食らって思い切り吹っ飛ばされる。

「ぐほぉ！」

　な、なにをしやがる、と立ち上がればそこには──

「おい、貴様。生徒手帳を落としたぞ」

　タックルされた拍子に落とした生徒手帳を差し出すルシファー先輩の姿が！

「自作自演じゃねえか！　つうか単なる角が生えた相原さんじゃねえか！」

「相原？　何を言っている、余は生徒会長のルシ原さまだ」

　金髪サイドテールの巨乳が男子用の制服を着て偉そうな態度をしている。恐らく、本家相原さんよりも更に一ランク巨乳っぽいあたりが『傲慢』ということなのだろう。

　何だろう、リアル相原さんを知ってるせいか偉そうな態度が物凄くイラッと来る。

「キャー、ルシ原さまよ！」

「今日も凛々しくていらっしゃるわ」

「魔界の王子サタンさまの異母兄という設定が個別ルートでは明らかにされるのよ！」

　どこからともなく現れたモブの黄色い声援（さらっとネタバレしてる）を受けて、ルシ原さんはふぁさりと前髪をかき上げる。

「ふふっ、ユーザー人気投票一位の余に惚れるなよ？」

「はい、惚れません。生徒手帳を拾ってくれてありがとうございます、それじゃ！」

　さっさと逃げよう。

　がしぃ！

「なに！　余の傍に置いて欲しいから生徒会に入りたいと言うのか！」

「言ってない！」

「生意気な小娘だ。だが、その傲慢さ気に入ったぞ。特別に、余の下僕として生徒会に入れてやろうではないか」

「おまえそのイベントは好感度五十ぐらいので起きるイベントだろ！　強引にイベントを進めて自分のルートに入ろうとしてないか！」

「ナンノコトダカ」

　ルシ原さんがすっとぼけたふりをして目線を逸らす。

「まあほれ細かいことは気にするな。何なら下僕（仮）でも良いぞ」

「おまえさては外見だけじゃなくて中身も相原さんか」

「……にはは。ばれた？」

「（仮）とか言い出せば気付くわい」

「まーまー良いじゃんよー。あたしと生徒会で青春しようぜー」

　ばちこーん、とウインクを飛ばす。

　まあ、外見も中身も相原さんなら実質相原さんだし、いっそ相原さんルートに入って相原さんエンディングを迎えてしまうのも手か──

「ちょっと待ったー！」

　ずざざ──白衣の裾をなびかせて一つの影が噴水広場に走り込んで来る。

　それは白衣と眼鏡がトレードマークの守銭奴錬金術師マモン博士──

「アッキーはこのマモ原さんの助手になると生まれる前から決まっていたのだ！」

　うん知ってた。

「さあ助手よ、このマモ原さんと共に錬金術研究会で黄金錬成の実験と称してトンデモ発明を量産してドタバタな日々を過ごそうではないか！」

　あーでもマモン博士ルートって確かに楽しいんだよな。コメディーチックな展開も多いし。生徒会の仕事が多くて大変そうなルシ原さんルートよりも良さげか？

「ちょっと待ちなさーい！」

　ずざざ──甘ったるい香水の匂いを漂わせ一つの影が噴水広場に走り込んで来る。

　それは胸元をはだけたセクシーさが売りのプレイボーイ恋多きアスモデウス先輩──

「アッキーはこのあたし、アス原さんと華やかな恋を繰り広げるべきだわ！」

　元キャラが軽くおねえ入ってるからギャル化すると違和感やべえな。

　つうか胸元がやべえな。

　さすが『姦淫』、ノーマル相原さんよりもう一段階胸元が開放的になってる。

　もしかして、あの、えーと、これはいわゆる、ノットブラジャー的な？

「にはは。このむっつりアッキーめ。ちゃんとヌーブラつけてるよん」

　マジか。

　アス原先輩が勝ち誇ったように微笑み、両腕を大きく広げた。

「さあ、この乳に惹かれたのならあたしのルートにおいでなさい！」

「お断りします。僕は巨乳属性ないんで」

　というか外見が相原さんだから原作イベントが再現されたらシャレにならん。セクシーキャラだけにセクシーイベントがてんこもりなんだよなアス原さんルートは。

「ヘタレたわん」

「ヘタレたか」

「ヘタレたようだな」

「やーい、このヘタレー」

　理性的な判断をしたのに親友キャラ含めた全方位からフルボッコにされてる。

　くそっ、所詮中身は相原さんか！

　こんなのがあと四人もいるなんて！

「あ、『怠惰』のベル原さんは面倒くさいから部屋で寝てるよ。『憤怒』のサタ原さんはバイクに乗れないから自転車で爆走して噴水に突っこんで風邪ひいた。『嫉妬』のリバ原さんは全部自分だから誰に嫉妬すれば良いのかわからなくなって寝込んでる。『暴食』のベヒ原さんは食べ過ぎてお腹壊してやっぱり寝込んでます」

「七つの大罪はバカばっかりか！」

「ふっ、それはルシ原さんとしても否定できない」

「否定しろや大罪のリーダー格」

「はーい、あたし提案がありまーす！」

　最初から僕の隣にいた親友キャラの相原さんが元気よく手を上げる。

「アッキーが誰ルートに入るか、バトペンで決めようぜ！」

「それは良い提案だな。余のバトペンテクニックを見せてやろう」

「ふっ、我輩も負けぬぞ」

「あたしもいいわよん」

　おまえらゲームの世界に転移してもバトペンかよ！

「よしアッキーよ、ちょっとジュースを買って来るのだ。余はいちごミルク」

「我輩はいちごミルク」

「あたしもイチゴミルクよーん」

「当然いちごミルクで！」

　僕は全てを諦めて頷いた。

　さすがに四対一では分が悪い。

　つうか相原さんは悪魔になろうが四人になろうが相原さんのまんまだな！




　その後、七人の悪魔原さんたちは『ここ地獄だからアニメが見られないしオタクに優しい書店もないじゃん！』ということに気付いて一致団結し地上を目指すために天界と大戦争（バトペン）を繰り広げることになる。




「──と、いう夢を見ました」

「ぶひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃ！　バカだ！　バカがいるっ！」

　放課後の学食、僕はいつものように相原さんとバトペンをしていた。

　厳密には一段落して、敗者（僕だ）がジュースを奢ったところだ。

「笑い過ぎ。おまえが急に『面白い話してー』とか言い出したせいだぞ」

「いやー、凄い夢だねっ！」

　夢の中と同じようにいちごミルクのストローを咥えて相原さんが笑う。

「天界戦争編は大天使のミカ原さんとかガブ原さんまで出て来たんだぞ」

「オリジナル展開まで！」

「ま、所詮は夢の話だよ」

「にはは。まー、あたしは唯一にして無二なる相原さんだからねー。相原さんハーレムは諦めな」

「そんなおぞましいハーレムはいらん。どこの世界の罰ゲームだ」

「そういえばさー」

　ふと気付いたように相原さんが小首を傾げる。

　金色のサイドテールが揺れる。

　向日葵のような笑顔を浮かべて、彼女は問うた。

「結局、誰ルートに入ったの？」

「誰でも良いじゃん、どうせ全部相原さんだし」

「えー、気になるー、何原さんのカレシになったのか教えてよー」

　カレシ言うな。

　まあ、別に、教えても良いか。

「ルシ原先輩ルートだったよ。最初のバトペン大会で先輩が勝ってそのままだな」

　思わず遠い目をして天井を見上げる。

　まったく、ひたすら疲れる夢だった。

　乙女ゲーらしく乙女ゲーなデートイベントなんかもあったし、楽しいか楽しくないで言えばそれは……

　まあ、楽しくなかったとは言わないけれど──




「うむ、余も楽しかったぞ」




　──え？









　著者

　葉村哲（はむら・てつ）

　　広島県出身であること以外に何を書けば良いのかわからなくなって来た著者紹介コーナーはあとがきに続く第二の自由帳だと思うことにしました。

　　ということで、チーズの話でもしようと思います。私のお気に入りはミモレットという名前のセミハードチーズですね。カラスミに喩えられる独特の風味が特徴的な一品ですが、問題はカラスミなんて食べたことねえよカラスミに喩えられてもわからねえよという点でしょう。

　　まあ、美味いから細かいことは気にしません。ちなみにカラスミはボラの卵巣を乾燥させたものだそうです。
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